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f

イ
ギ
リ
ス
般
労
働
階
級
窮
乏
化
の
一
断
面

1
l
一
九
三
五
、
六
年
代
の
勢
働
調
査
を
中
心
と
し
て

l
l

..... 
芹

本

英

太

郎

一
九
世
紀
末
葉
以
降
の
勢
働
欣
態
の
概
観

費
本
主
義
D
最
先
進
園
と
し
て
、
世
界
の
工
場
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
イ
ギ
リ
ス
も
、

と
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
等
の
若
々
し
い
新
興
資
本
主
義
諸
園
白
競
争
と
に
よ
っ
て
所
謂
大
不
侃

(CEニ
若
EECロ
)
期
に
入
っ
た

が
、
漸
〈
猫
占
資
本
主
義
段
階
に
推
移
し
つ
ワ
あ
り
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
は
、
飛
四
岨
的
な
植
民
地
略
取
の
成
功
と
世
界
介
割
闘
争

一
八
七
一
二
年
の
大
恐
慌

へ
由
参
加
及
び
驚
く
べ
き
労
働
の
強
度
化
等
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
末
業
に
重
る
ま
で
、
労
働
者
階
級
特
に
ク
ラ
フ
ト
・
ユ
ニ
オ
ン

に
結
集
し
た
熟
練
職
工
H
労
働
貴
族
へ
白
賃
銀
白
上
昇
ど
許
容
し
待
た
の
で
あ
づ
た
。
だ
が
こ
の
労
働
者
階
級
白
地
位
の
外
面
的
な

改
善
の
蔭
に
、
驚
く
べ
き
港
大
な
貧
窮
が
莫
大
な
富
の
生
産
U
針
極
と
し
て
生
産
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
と
は
、
チ
ヤ
ー
ル
ス
・
プ

1

勾

ス
白
ロ
シ
ド
ン
開
世
間
余
B
・
s-ラ
ウ
シ
ト
リ
ー
の
ヨ
ー
ク
調
査
に
如
一
貨
に
一
不
さ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
野
働
者
大
衆
白

貧
困
化
は
、
彼
等
を
駈
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
上
ら
し
め
、
ブ
ー
ス
が
暴
露
し
た
事
買
が
喚
起
し
た
刊
論
の
同
情
に
支
え
ら
れ
て
勝

品

Z

ト
レ
ー
ト
ユ
ユ
オ
一
一
ズ
ム

利
を
牧
め
、
彼
等
を
組
織
化
さ
せ
ハ
新
労
働
組
合
)
、
所
調
新
組
合
主
義
主
成
立
廿
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

勢
を
背
景
と
し
て
術
立
労
働
黛
や
組
合
氏
、
玉
聯
盟
或
は
フ
エ
ピ
ア
ン
協
曾
が
組
織
さ
れ
、

又
八
十
年
代
の
情
ら

一
九

0
0
ι
ー
に
は
労
働
代
表
委
員
曾
が
、

イ
ギ
刃
ス
措
働
階
級
窮
乏
化
目
一
掛
町

第
六
十
八
巻

一
一
大
五

第
，、
規



イ
キ
P
ス
静
観
階
級
窮
乏
化
。
一
断
面

第
六
十
八
巻

アて
宍

第
六
擁

一九

O
六
年
K
は
ζ

れ
を
某
探
と
し
て
労
働
黛
が
結
成
さ
れ
、
枇
台
、
主
義
を
復
活
せ
し
め
、
や
が
て
長
年
経
済
闘
争
に
踊
跨
し
て
い

た
イ
ギ
リ
ス
労
働
階
級
を
本
来
の
階
級
闘
争
へ
と
志
向
せ
し
め
る
に
至
。
た
の
で
あ
る
。
と
の
階
級
闘
争
は
資
本
家
階
級
を
譲
歩
せ

し
め
て
、
二
十
世
紀
忙
老
け
る
相
践
ぐ
枇
合
政
策
立
訟
の
一
獲
得
を
可
能
在
ら
し
め
た
。
と
れ
ら
渦
占
費
本
主
義
下
の
イ
ギ
リ
ス
の
階

級
闘
争
と
社
合
政
策
に
り
い
て
は
稿
を
吏
め
て
論
じ
た
い
。

さ

τ一
一
十
世
紀
に
入
る
や
賃
銀
は
低
落
に
脚
じ
、
失
業
は
鬼
大
化
し
、
労
働
者
階
級
の
窮
乏
化
は
一
段
と
深
刻
化
し
た
の
で
あ
。

た
d

弐
の
諸
表
は
己
れ
配
示
し
て
い
る
。

1904-1939，1900=]00 

年
次 1-J7l-品

組額 I純 完塾圭謹[離を業告賢U 

1904-8 100 97 100 97 9.1 I 
1909-14 104 101 108 95 93， I 
1915-23 188 180 204 89 97 

1924-32 196 164 181 98 91 

1933-39 185 163 169 1口4 96 

均平各

J. Kuczynski，. A Shoit History of I;ab叩τ

Conrlitinns in Great Rritain， p. 92 

ここに完金就業とは PerfulI time week v， 
離業時を含むとは p" 回目ployeu.皿d

employed workerの失々露である。

喜善働大衆

∞

町

冊

目

ー

館賞賀膚

0
・
↑
号

勘
司
一
閣
一
∞
一
回
四
幻

想
一
捌
一
:

明

(
F
1

2

5

 

蜘
問

先働相
骨

1895-H.l03 

1904-1908 

1909-1914 

1924..:....1932 

失今三

J. KuczynskiJ ibid.， p. 92 

1900~100 

輝静循環 |雇傭|生産(生産性
1895-1903 98 

1904-19口8 107 107 I 100 

1飢)9-1914 117 117 I 101 

1924-1932 124 121 I 98 

1933-1939 131 155 I 118 

J. Kuczynski， ibid.， p. ]01 



1900 2.5 1920 2.4 

J90] 3.3 1921 10.6 

1902 4.0 1922 14.1 

11S 9D03 4 
4.7 1923 11.6 

6目。 1024 10.2 

1905 5.0 1925 11.0 

1906 3.6 1926 12.3 

]007 3.7 1927 9.6 

1908 1. 7.8 1928 10.7 

1909 7.7 1929 10.3 

19]0 4.7 1930 1.5.8 

1911 3.0 1931 21.1 

1912 3.2 1932 21.9 

]913 2.1 1933 19.R 

1914 呂田3 1934 16.6 

1915 1.1 1953 15，3 

19]6 0.4 19:=!fl 12.9 

1917 0.7 1937 10.6 

1918 0.8 1938 12.5 

1919 24 1939 10.3 

]900-1~3~ 

比

業 率

百 分

央

J. Kuczynski， ibid.， p. 97 

生 産 性

99 

101 

103 

111 

)36 

一時間賞 p"，持働止産性

究

1895-1903 

1904-1908 

1909-1914 

1924-1932 

1933-1939 

lbid.， p. 102 

年

う

と
と
で
「
九
三
五
・
六
年
代
を
含
む
大
恐
慌
(
一
九

=
δ
i
=一
一
一
年
}
後
白
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
白
赦
態
に
焦
鮪
を
合
せ
て
み
よ

年 究 I離働者業時の純を寅骨質む雇賃傭舘第

1900 100 

1026 88 

1927 92 

1928 91 

1929 91 

1930 95 

1931 91 

1932 93 

1933 94 

1934 96 

1935 95 

1936 98 

1937 98 

1928 100 

1939 94 

イ
ギ
虫
ス
嘩
働
階
級
窮
乏
化
の
一
断
面

年究|雇傭致|生産量|生産性

HIQO 10ゆ 100 100 

Hl2s 11.6 98 仏号

1927 134 137 103 

1930 124 129 104 

19.31 111 117 105 

1982 111 118 106 

1933 117 126 108 

1934 122 143 117 

1¥';).35 124 148 119 

1936 131 162 124 

1937 142 173 121 

19.38 13o H32 120 

J. KL1czynski， p. 120 

第
宍
十
八
番

Thid.) p. ]21 

ニ
宍
七

第
六
現



以
上
の
二
表
は
、

イ
ギ

F
ス
野
働
階
肱
窮
乏
化
四
一
断
面

第
六
十
八
巻

二
ハ
八

第
六
親

四

一
九
三
一
一
年
以
来
の
念
速
な
労
働
生
産
性
の
上
井
に
も
か
か
わ
ら
宇
、
賞
質
賃
銀
白
上
昇
は
言
う
に
足
り
な
い

50.6 

54.0 

55.5 

程
度
で
あ
る
事
E
示
し
て
厨

D
、
何
よ
り
も
こ
れ
は
賃
銀
の
上
昇
を
伴
わ
な
い
労
働
強
度
白
著
し
い
増
進
を
推
測
せ
し
め
る
に
足
る

も
白
で
あ
る
。

か
か
る
労
働
欣
態
の
悪
化
は
失
の
如
〈
災
害
や
疾
病
の
一
増
大
を
結
果
し
て
い
る
。

局主)
52，2 

災害件数

SW，674 1932 

346，273 

387，953 

409，231 

57.5 445，222 1936 

58.4 

Statistical Ab邑tract.furthe U. K 

1939. 138表より

一人宮り担保険に工る盤療鹿置

年女|同教 1 金 輔

1932 4.19 E ι'Eング9.ベ ンス

1933 4.56 E l1t 

1934 4，49 E 11 

1935 4.60 3 o 

1936 4.72 8 1. 
e 

1937 4.75 8 2 

Annual Reports ()f the Ministry 

()f Hea1th， 1932-3，-1937-l!Iよ

~ 

1933 

1934 

1935 

473)736 1937 

攻
頁
表
の
如
き
抱
大
友
失
業
が
努
働
者
階
級
白
地
位
の
顕
著
な
揺
他
を
示
し
て
い
る
事
は
論
ヤ
る
ま
で
も
な
い
。

と
と
ろ
で
山
内
力
働
者
階
級
の
か
か
る
窮
乏
佑
は
一
方
彼
等
が
作
り
川
す
益
々
多
く
の
富
に
よ
っ
て
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

1
》
一
一
位
三
百
ま
し

め
た
の
で
あ
Z
。コ

1
リ
ン
・
ク
ラ

1
ク
の
計
算
忙
よ
る
サ
ラ
リ
ー
メ
ン
を
合
め
だ
勤
労
有
階
級
及
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
所
内
内
の
増

加
並
び

h
k
J
-
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
計
算
に
よ
る
動
勢
者
階
級
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
針
す
る
相
針
的
貧
困
化
は
弐
心
祖
り
で
あ
る
つ



年 夫 | 失業 数 、 1 雇傭攻

1932 2，745，000 9，348，000 

1933 2，521，000 Q，682，口00

1934 2，"159，000 10，138，000 

1935 2，037，000 lO ，377 ，000 

1936 1，755，000 10，91:)，000 

明州~ I 11.494，000 

1，791、000 1.1，406，口00

Ministry of J ，abonr Gazctte， J938年 11月

及 0:19394二2月

(1932= 100) 

時空腎幸子l面会正明者 "'1
二三月主色一IfiO，ifo主主一一竺竺1

193~ I 100 100 10U 

1933 I 102 104 ¥lS 

1934 I 106 116 伯1

1935 I 111 128 87 

1936 I 118 138 ，86 

1937 I 出 149 8-4 

動勢者及v'雇傭者其他u 所得は Colin

Clerk，. National Incorue and ul1tlayより。

J. Kuczynski， The Cond.ltion of the 

Workers in Great Britain， Germariy & 

the U.S.S.R. 1932-38， 1939. pp. 58-59， 

慌絶
~' 1民さ

プかて
2!-: I;~ 一

五深九
|羽]二
三無、九
二 上 じ 年
) な の

に[lt繁
見界築
舞恐の

b
れ
た
イ
ギ
り
ス
資
本
主
義

は
、
そ
の
生
産
量
に
お
い
て
は

一
九
三
四
年
に
、
雇
傭
数
に
4
4

い
て
は
一
九
三
七
年
に
漸
く
一

九
一
一
九
年
白
水
準
を
突
破
し
て

好
況
陀
博
し
た
が
.
一
九
三
八

年
に
は
、
一
九
三
七
年
来
の
再

軍
備
白
進
展
に
も
か
か
わ
出
歩
、
早
く
も
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
、
生
産
も
一
一
層
傭
も
著
し
く
誠
返
し
、
釘
外
貿
易
は
減
少
し
、
失
業
は
再

勾2

ぴ
増
勢
に
特
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
白
恐
慌
は
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
等
主
v
と
ら
え
た
が
一
九
三
九
年
に
開
始
さ
れ
た
第

二
弐
世
界
大
戦
に
よ
ワ
て
中
断
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

恐
慌
は
所
謂
繁
築
主
経
験
す
る
事
な
く
、
而
も
世
界
再
軍
備
時
代
に
襲
来

L
h
そ
の
深
刻
さ
を
示
唆
し
た
が
、

一
九
三
五
年
時
代

は
、
諸
表
の
示
す
ご
と
く
「
好
況
」

D
時
期
で
あ
り
、
資
質
賃
銀

(
2
2巴
5肉
田

市

-
r
g
g唱
す
宮
山

B
-
2
1
4
E
3再
旦
は
二
十

世
紀
を
遜
じ
て
最
も
両
い
時
期
こ
九
O
O年
を
一

O
Oと
し
て
一
九
=
一
五
年
九
五
、

一
九
三
六
年
九
入
)
に
属
し
て
い
た
か
ら
、
と
白
期
の

労
働
者
調
奈
は
、
調
交
回
時
期
と
し
て
は
労
働
者
に
と
勺
て
比
較
的
よ
い
時
期
で
あ
る
井
一
断
定
し
て
よ
い
の
で
あ
る
ロ

イ
ギ

D
ス
響
曲
階
叡
窮
乏
化
の
一
断
問

静
六
十
八
巻

二
ハ
丸

第
六
世

主



註
(1) 

イ
ギ

y
ス
労
働
階
紙
窮
乏
ル
仰
の
一
翫
宙

〆、

十
九
世
紀
衆
葉
白
イ
ギ

9
ス
葬
働
階
級
の
貸
質
賃
舗
の
上
昇
は
上
の
衰
の
語
り

E
あ
っ
た
。

向
富
裕
な
商
人
で
耐
主
で
あ
っ
た
チ
ヤ

1
ル
ス
・
ブ
ー
ス
(
F
d
a
ユ
自
国

E
F
)
は
「
貧
困
、
悲
惨
、

堕
落
と
規
則
的
な
収
入
と
り
数
字
的
関
係

E
究
明
す
る
と
共
に
、
各
階
級
の
生
活
白
一
般
的
駅
態
を

明
ら
か
に
す
る
」
(
♀
Z
ュZ
F
o
F温

F
F
S。
FmwrE同
O一士宮

F
品目。

E
H
B
r
g
〈
己

Y

旬
。
)
目
的
を
も
っ
て
十
五
年
間
も
骨
の
折
れ
る
捗
働
調
査
を
績
け
、
一
九

O
三
年
に
ト
七
巷
白
書

物
と
し
て
こ
れ
を
出
版
し
た
。
そ
の
最
初
的
調
査
り
結
果
同
一
八
八
九
年
と
一
八
九
一
年
目
聞
に

「
ロ
ン
ド
ン
に
h

引
け
る
人
民
自
生
活
と
接
働

L
3
k
o
Eゐ
E
F
E
L
Fめ

p
c
t
t
n同

S
E旦

と
圏
し
て
公
刊
さ
れ
た
。

プ

1
2、
福
山
富
家
族
(
目

a
S
E
E
-
3で
仕
事
が
慢
性
的
に
不
規
則
な
も
白
、
病
気
或
は

子
世
心
教
が
芽
す
ぎ
る
帯
情
れ
の
理
由
た
る
と
を
問
わ
ず
、
週
十
八
シ

9
v
J
F

ニ
十
一
シ
B

Y
グ

の
収
入
し
か
な
い
も
目
。
乞
「
貧
困
」
(
唱
。
同
)
と
稀
し
た
。

(
Q
-
H
E
E
b
a
F。
問
。
苫
]
∞

EEMOm-

∞O
ロ

E
F
〈

L
'
f

】

u

・
自
∞
)
。
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
的
人
民
自
生
活

E
究
四
八
年
経
に
分
損
し
た
。

A
か
ら

D
ま
で
が
貧
困
組
以
下
で
、
ブ
ー
ス
は
、

C
之

D

K
を
貧
困
(
唱
旨
円
)
、

A
之

B
と
を
非

常
な
貴
闘

(
4
2
V
同

5
0
4
と
よ
ん
で
い
る
。
上
掲
心
遁
り
で
あ
る
。

貫
困
及
び
非
常
な
貫
園
田
、

0
0
0
自
ケ
ー
ス

2
E
F邑
と

国

号
E
4
v
に
つ
帆
て
由
貧
困

の
陣
閏
は
究
頁
の
表
。
語
"
で
お
っ
た
。

ブ
ー
ス
は
と
回
調
査
心
結
果

R
つ
い
て
来
的
慌
に
心
ベ
て
い
る

q
l
「
私
は
こ
り
調
査
が
誇
強
を

暴
露
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
事
を
た
し
か
に
期
待
し
た
が
、
暴
露
さ
れ
た
現
貨
の
貧
困
は
、
そ

の
震
に
布
い
て
も
程
度
に
布
い
て
も
非
常
に
汽
き
く
、
民
つ
確
か
で
あ
っ
た
り
で
、
私
は
究
揮
に
そ

れ
が
誇
張
て
は
な
い
と
集
づ
い
た
の
で
あ
る
」
と

R
F
R
L
F
巴
P
E
A
E
F戸
♂
〈
忌

H
Z
E・

官
同

W
A
r
s
。
伺
プ

1
ス
の
所
謂
貧
困
線
以
、
ラ
ウ
ン

I
M
l
心
ヨ

l

p
調
査
の
貧
困
線
と
同
棟
車
な
る

肉
樫
的
生
存
の
最
低
標
準

(
E
E
E
U
E
P
E品
目
色

c
m
Z目
立
町
山
首

E
H
Z
E
E。
主
で
あ
り
、

ζ

れ

年 究 第働貴族|勢働大葬

1869ー':"'79 02 

1880←~ß 88 85 

1887~~õ 91 90 

180o-1902 98 95 

ヒD 中帯階扱

• 
高級労働者

G 下の

II 

F 

規則的に標準的な所得ある者E 

'1'J00= 100 

J. Kuczynski， A Short lIi.stury 

of Labour C訓nditionsin Great 

Britain， .19'47. p. 55 

イ屯かの規則的1位入しかないもの

B 臨時の収入しかな凶田

副次的努働者自最下級

C 断穣的にL'"収入のないもの

D 

第
六
十
八
巻

七

O 

第
六
輯

/ 

A 



階 居 周J |軍人位1，0数00百分一比

中等階一同上 1u|刊 17.S 

捧働階担で生活のいい私自 E"F  I 2，]66 51，5 

重主 園 938 22.3 

非常な 貧 困 317 7.5 

最 下 融 38 0，9 

高官 官十 IAとul明 9I '100~O 

C. Booth， Life ll.nd Labour of tnt: Pt:opk， 1891， 

Vol. II， p: 21 

J直面五竺l

D 

68 

13 

19 

]00 100 

Joumal of the Royal Statistical Society. Vol.， LI， p. 295 

1，668 55 878 

白原岡

浪

雇傭閥保

(不規則な棚或は)
低い賃銀

322 

数前車

以
下
白
生
活
は
飢
僻
(
弘
巳
百

r自
)
を
意
味
す
る
低
い
も
四
で
あ
っ
た
。

F
・
ウ

D
ア
ム
ス
は
と
の
プ

i
ス
白
調
査
に
つ
い
て
畏
の
棟
同
の
べ
て
い
る
り
「
彼
に
よ
っ
之
は
じ
め
ら
れ
た
嗣
査
は
『
人
民
自
勢
働
と
生
活
』

と
い
ろ
題
で
公
刊
さ
れ
た
。
と
白
本
位
統
計
的
に
霞
明
さ
れ
た
百
二
十
五
寓
以
上
の
人
世
最
低
生
指
必
需
品
以
外
に
は
何
轄
の
酷
裕
を
も
許
さ
由
レ

ベ
ル
v

と
し
て
き
め
ら
れ
た
貧
乏
線
を
遺
品
医
下
廻
る
存
在
を
続
け

τ
い
る
と
い
う
こ
と
を
論
駁
し
が
た
い
ほ

E
K
置
明
し
た
。
抽
叫
が
集
め
た
置
擦
を

イ
ギ

B
ス
勢
働
階
紐
窮
乏
化
四
一
断
面

貧困

手手

第
六
十
八
巻

476 

14 

27 

231 

)
 

四品開
伊或

と

慣
南
い
v

a品
v
aむ(
 

菅

no 

族

勢

い

一

画
家
則
て
。
一

塁
大
規
い
る
一

問
恥
不
つ
れ
一

り
は
日
わ
一

P
J
b結
思
一

気
れ
と
と
一

情
病
こ
働
る
一

事

一

441 

七
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ぐ

〆

イ
ギ
リ
ス
勢
働
階
紐
窮
乏
化
。
一
断
面

第
六
十
凡
巻

七

第
六
腕

j戸、

/ 

ペ
ン
完

全

物

丸

家

賃

O

在

膿

三

、

燃

料

一

O

他

白

雑

費

(

煙

火

を

舎

む

)

一

o

計

二

一

八

伎
は
真
に
貧
困
者
を
第
一
夫
賓
困

(
1
2
4
唱
さ
皇
ユ
と
第
二
究
質
問
す
再
自

E
4
句

2
2
4
)
比
分
け
、
前
者
を
「
そ
白
組
収
入
が
車
な
る
向

憤
的
能
草
を
維
持
す
る
に
必
要
な
最
伊
限
目
も
不
充
分
な
家
族
」
、
後
者
を
「
そ
の
楓
牧
入
が
、
そ
の
一
部
が
有
用
無
用
を
問
わ
ず
他
的
支
出
に
向
け

ら
れ
ぬ
限
り
、
早
な
る
向
樺
的
能
寧
を
維
持
す
る
こ
と
の
出
車
る
家
族
」
と
し
た
(
切
戸
問
。
当

E
E
3
E
-
J
H
V
H
ロC
。
何
れ
に
し
て
も
一
一
一
シ

リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
と
い
う
最
低
生
活
費
H
H
貧
困
線
は
非
常
に
低
い
も
白
で
ド
ツ
プ
は
こ
れ
を
衣
の
よ
う
に
誼
べ
て
い
る
。

l
「
一
ア
ウ
ン
ト

9
1
氏
が

調
べ
る
と
ロ
ン
ド
ン
全
人
口
。
一
ニ
一
つ
持
が
最
も
ひ
ど
い
堕
落
向
在
貧
困
医
生
活
し
、
ロ
ン

γ
y
o
イ
1
λ

ト
-

L

Y
ド
で
ほ
と
O

均
寧
は
L
h
O
M
で

あ
る
宰
が
明
ち
か
k
hは
っ
た
。
後
に
プ

1
λ

的
方
法
に
基
づ
い
て
、
地
方
都
市
並
忙
田
舎
で
行
わ
れ
た
調
査
担
結
果
位
、
ロ
シ
ド
ン
由
民
相
位
英
国

四
他
自
地
方
由
貿
柑
で
も
あ
る
と
と
を
明
ら
か
忙
し
た
。
勝
ち
誇
円
J

t
に
ず
ィ
ク
ト
W
J
ア
朝
時
代
白
資
本
主
義
(
耳
目
ヨ
同

M
E
E
〈

E
2
5
u
S官
E
E
S
)

口
、
そ
れ
が
高
言
し
た
キ

9
ス
ト
敬
を
悔
蔑
す
る
締
漕
的
抑
毘
と
道
徳
的
物
質
的
堕
落
白
上
に
築
か
れ
た
も
自
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
そ

北
が
自
慢
し
た
能
辛
口
、
大
部
分
は
量
園
数
百
高
勢
働
者
の
非
人
間
的
搾
取
(
旨
宮
自

E
2
1
2
E
Z
E
)
に
ま
っ
て
白
与
可
髄
と
な
っ
た
能
辛
に
ほ

か
な

ιな
か
っ
た
り
で
あ
る
」

2
2
2
4
E
g
g
E
Z
1
F
E
r
-己
拓
国
世
且

P

E

E

L皇
子
守
当
・
邦
需
、
鈴
木
茂
豆
郎
翠

-
F
 

「
五
+
年
白
前
準
」
上
巷
四
八
九
頁
)
と
。
け
だ
し
豆
言
で
あ
る
。
と
白
プ
1
ス
心
調
査
は
「
中
涜
階
叡
四
多
〈
由
人
々
?
世
曾
悶
良
心
航
空
動
か

し
、
か
〈
し
て
野
働
運
動
に
劃
し
て
将
来
自
主
要
な
味
方
を
典
え
た
」
(
円
司
自

E
E♂
9
5
.、
勺
・
臼
∞
・
邦
翠
囚
九
頁
)
の
で
あ
る
。

例

2
・

]WFHN04司
E
5
3
F
4
2
F
〉

E
E可
。
『
吋

04説、
S
E
r
-

】

z
r
B
・

s
-
ラ
ウ
ン
ト

UPI-
は
一
八
丸
丸
年
、
ヨ
ー
ク
の
蜂
働
者
四
生
活

調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
白
際
彼
は
貧
困
糠
・
最
低
生
活
費
を
夫
婦
と
子
供
三
人
の
五
人
家
族
で
次
の
如
〈
週
一
一
一
ジ
リ
ン
グ
八
4

ン
ス
と
な
し
た
。

B
m
w
問
。
司
号
見
、
町
C
話
R
F
E同国
u
M
M

・
冨
ω)

シ
リ
d
y
r

一一一四

4 



一
八
九
九
年
ヨ

1
グ
市
O
貧
困
股
躍
を
調
査
し
た
慨
に
採
用
し
た
標
準
は
、
そ
札
以
下
で
は
飢
餓
或
は
宇
飢
世
と
い
う
と
と
が
出
来
る
よ
う
な
車
な

る
向
憧
的
生
存
の
最
低
水
挫
で
あ
っ
た
。
そ
れ
壮
大
部
分
菜
食
(
〈
品
回

E
E
P
E
E
)
を
表
わ
し
て
い
た
。
そ
れ
は
子
供
の
占
服
に
つ
い
て
は
救
貧
法

に
よ
る
救
貧
院
布
。

2
F
P
'
d
F
E
E
Z
Eる
が
そ
心
保
護
下
に
あ
る
子
供
に
着
せ
る
た
め
白
支
出
の
宇
分
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
汽
車
帯
電
車
賃

或
は
新
閣
や
タ
バ
コ
の
如
き
は
全
然
支
出
を
許
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
」
(
冒
E
員
一
。
巴

u
r
y
d〈
品
E
・
】
宮
P
M
M田
島
)
と
。
そ
の
低
さ
を

思
う
4

き
で
あ
る
。

J.

と
と
る
で
、
毛
、

=
2
0
人
か
ら
な
る
一
、
四
六
五
家
族
、
即
ち
糟
負
担
所
持
階
担
。
一
五
・
凶
大
出
、
ヨ
ー
ク
市
白
金
人
口
中
九
・
九
一
が
が

第
一
究
賞
困
者
で

(
F
m
回
。
羽
己

2
0
v
p
E
J
m
v勺
・
匡
戸
岡
山
土
、
一
口
一
、

Q
七一一

入
、
即
ち
組
賃
金
所
得
階
粧
の
ニ
七
・
九
四
%
、
ヨ
ー
ク
市
の
総
人
口
白
一
七
・

九
コ
一
ガ
が
第
ニ
衣
貧
困
者
で
あ
っ
た
。
貧
悶
者
は
か
く
て
欄
賃
輯
所
得
者
自
国
三
・

四
匹
、
組
人
口
三
宅
・
八
回
同
で
あ
っ
た
(
切
∞
目
問
。

3
可
F
F
E
J
司

5
・

県出)。こ
中
調
査
が
一
汀
わ
れ
た
一
凡
九
九
年
が
異
常
な
好
況
期
で
あ
っ
た
事
を
思
え
目
、

野
働
者
暗
殺
申
貧
困
白
量
と
深
さ
が
い
か
に
大
き
い
か
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
岡
み

に
第
一
究
貧
困
白
置
接
居
間
悶
は
上
掲
衷
心
語
り
で
あ
っ
た
。

山
間
同
・

5
E
E
E
4
5
E
P
F
Z
L
当

向
↓
一
十
世
紀
に
入
つ
て
の
勢
働
者
階
級
の
貧
困
化
は
腕
計
的
忙
も
明
瞭
に
示
さ

れ
て
い
る
が
、
多
〈
白
勢
働
者
調
査
も
貧
困
U

蔓
甚
を
担
貨
に
示
し
て
い
る

(
2・

〉
白

t
w
o
-
4
B品
冨
・
国
・
出
品

F
Z
a
F
2
Z河
口
百
呂
田
宮
内
乙
〉

m
z
g
H
S

E
F
z
z
r。
a
g
b】

V
e
d
q
q
J
Z
Z
F
2
4
。
『
戸

S
L
S
巴
P
富
島

E
V
O白

r

吋

E
F
2巳

M
2
2
4
G内
出
2
4
m
E
J
F
2
4
0内
F
o
F
E耳
目
巴

JPHH吉

田
己
r
叶

Vゅ
の

O旬
与
見

E
B
t
Fめ
4
〈
由

E
2
m
g
E出

E
国

2
Z
E・
凶
器

ω・

「
プ

I
ス
白
『
捗
働
と
人
民
U

生
活
』
事
一
巻
白
公
刊
後
一
五
年
た
っ
て
も
謹

第
斗
一
ハ
現

第一究貧困者。貧困の直接原岡

貧困 四 原 閃 l話 Z話[子
供

. 
主がな偶勢た働賃る牧輯に入従の者事たが規則的Lて'<.'る 52.0 G6.u 

め

犬人族家以)族上0ため (却ち 4 の子供のいるま 22.2 26.6 

主能Toる収入者。死或は 20，7 12.8 
無力

或勢働はが不業規に則であるか 5.1 江4.1
先 よるも白

イ
ギ
桐
Y

次
第
働
階
級
窮
乏
ル
ル
日
一
断
面

B. S. Rowntree， ibid.， p. 1邑3

第
六
十
凡
巻

七
= 

70 



イ
ギ

D
ス
労
働
階
組
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
十
八
春

一
七
四

第
大
競

O 

骨
玉
岡
目
成
年
第
働
者
四
一
二
且
形
は
週
二
五
シ
リ

y
r以
下
白
所
得
で
あ
っ
た
。
木
綿
業
で
は
こ
り
比
車
は
四
O
%
で
あ
っ
た
。
ジ
ュ

I
r陸
業
で

は
ほ
ぼ
王
O
出
目
勢
働
者
が
週
一
ポ
ン
ド
以
下
を
支
捕
わ
れ
た
。
農
業
接
働
者
の
全
闘
を
調

f
る
平
均
賃
担
忙
詔
一
八
シ
ヲ
シ

F
大
ペ
ン
ス
で
あ
っ

た
。
商
務
省
編
集
。
数
字
に
よ
れ
ば
、
産
業
に
従
事
し
た
全
婦
人
白
半
数
は
週
一
O
ν
9
ン
グ
以
下
を
文
抑
わ
れ
た
U
L
か
し
そ
の
嘗
時
の
生
計
費

で
は
、
婦
人
が
潤
立
し
て
生
活
し
て
ゆ
け
る
最
低
額
は
週
一
五
シ

B
シ
グ
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
仕
立
業
で
は
週
五
四
時
間
勢
働
で
一
三
一
一
u
p
y
グ

が
高
い
賃
融
で
あ
っ
た
。
家
内
勢
働
者
は
、
お
話
k
t
rり
な
い
懇
済
的
絶
望
に
遣
い
こ
む
賃
銀
を
支
持
わ
れ
一
た
。
男
白
口
、
ト
を
完
全
に
仕
上
げ
る

賃
睡
仕
四
ペ
ン
ス
耳
至
丸
ペ

y
ス
で
あ
っ
た
。
ズ
ボ
シ
を
作
る
の
は
四
ペ
ン
ス
乃
至
八
ペ
ン
ス
半
、
シ
ャ
ツ
は
一
ダ
ー
ス
に
つ
き
八
ペ
ン
ス
宇
の
質

餌
が
支
梯
れ
た
。
パ
し
1
ミ
シ
ガ
ム
の
ホ
ッ
ク
や
ポ
タ
シ
孔
の
鍔
働
は
一
回
一

0
時
間
働
い
て
、
週
凶
シ

p
y
グ
稼
ト
だ
。
マ
ザ
チ
箱
製
誼
人
目
平
均

週
給
仕
一
日
一
一
一
時
間
で
五
シ

n
J
Y
F
で
あ
っ
た
。

最
後
に
串
げ
た
こ
れ
ら
白
も
由
は
菅
汗
産
業
で
あ
っ
た
。
と
れ
ち
は
勢
働
者
百
組
輸
さ
れ
て
い
な
い
産
業
、
す
な
わ
ち
グ
イ
タ
ト

P
ア
靭
資
本
主

義
が
勝
手
無
催
に
好
き
h

ほ
こ
と
が
出
高
た
産
業
で
あ
っ
た
。
新
し
い
組
合
運
動
が
動
き
は
じ
め
た
八

0
年
代
に
お
い
て
も
、
英
図
産
業
の
勢
働
者
の

九
O
再
は
未
組
織
で
、
英
国
産
業
の
九
O
出
は
害
汗
産
業
で
あ
っ
た
。
(
司
君

E
5
2祖
国
町
内

W
F
m
E
冨
ω耳
目

ド

福

岡

γ
田

邦

謹

四

丸

五

「

買

、

情

邦
軍
に
は
重
大
な
蹄
漏
出
あ
る
)
。

コ
ー
ル
夫
妻
は
そ
凶
著
「
英
闘

ω
歌
謡
」
(
、
ロ
馬
台

B
E
m
g
p
。
一
町
田
口
仲
間
百
)
泊
中
?
諸
勢
働
調
査
の
柑
果
忙
つ
い
て
来
四
較
に
目

4

て
い
る
。

l

極
度
に
低
い
「
耐
え
ら
れ
ぬ
ど
と
き
ポ
1
レ
イ
標
準
で
さ
え
も

(
2
g
S
F
O
E宮
町

z
z
o
F
1
4
5
E
f己
)
、
金
持
働
者
階
級
目
高
い
割
合

が
、
最
近
目
枇
曾
調
査
に
お
い
て
こ
り
『
貧
困
線
』
以
下
で
あ
る
事
出
費
見
さ
れ
た
申
で
あ
φ

。
一
丸
一
一
二
年
に
和
け
る
ベ
シ
ジ
イ
フ
才
1
ド

b
サ

ウ
ザ
ア
ム
プ
ト
ン
調
査
(
同
宮
司

E
岳
町
白
色

EH耳〕司

E
E
=
E目
立

S
)
世
、
そ
四
品
購
築
せ
る
海
港
白
金
人
口
の
ニ
O
%
以
上
が
が
t
ν
イ
椋

(
F
1
4
回
凶
器
)
以
下
回
生
活
を
し
て
い
る
と
と
を
如
貨
に
示
し
た
白
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
の
9
1
ダ
イ
ン
グ
爾
査

(
F
m
m
E
t
h問
E
2
4
t

E
E
)
は
一
こ
が
を
示
し
、
一
九
二
九

l
=二
年
四
マ

I
シ
イ
サ
イ
ド

2
5
4
m
E
4
0
調
査
は
一
六
%
歩
示

L
、
一
九
ニ
丸
一
九
三
O
年
四

ロ
ン

V
ン
調
査
(
冒

2Y
円
届

L
B
F
2
4
0
こ
と
、
岸
本
)
さ
え
九
百
以

K
を
示
し
た
白
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
場
所
白
ど
と
も
景
気
の

思
い
地
域
で
仕
な
い
自
で
あ
る
。
残
A誌
に
も
世
界
不
況
以
後
の
景
担
の
悪
い
地
域
自
調
査
が
な
い
。
ス
タ
ン
レ
1
白
石
茨
地
帯
的
中
心
即
ち
ダ

I
A

ム

(FEE)
に
お
い
て
は
、
一
九
二
四
年
白
調
査
が
人
口
の
七
・
二
%
が
ポ
1
レ
イ
線
以
下
の
生
活
を
し
て
い
た
と
と
を
知

L
せ
て
い
る
り
で
あ

る
。
ボ
ル
ト
ン
定
C
H
F
C
回
)
と
ノ
1
サ
ム
プ
ト
ン

(
Z
C込町
Z
P
Z
c
E
で
位
4
l
n吋
%
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
古
い
嗣
査
は
最
早
大



都
市
及
刊
日
産
業
地
帯
に
お
け
る
悲
惨
な
貧
困
の
程
度
を
大
慨
に
和
い

τ
さ
え
示
ナ
も
白
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
由
来
な
い
の
で
あ
る
。
ボ

ー
レ
イ
線
以
下
山
家
族
は
彼
撃
の
不
辛
が
暗
ん
ど
す
べ
乙
直
接
に
告
業
に
よ
る
と
考
え
て
は
な

b
な
い
の
で
あ
る
。
司
シ
ド
シ
白
調
査
に
お
い
て
位

(
Z
m
g
F当
弘

E
F
2
4
)
ボ
1
レ
イ
線
以
下
町
家
族
の
約
半
分
の
苦
境
叫
結
聞
こ
れ
に
由
燕
し
た
。

p
l
デ
イ
ン
グ
で
は
一
丸
二
四
年
に
尉
い
て

量
人
口
四
殆
ん
と
八
出
は
、
雇
傭
数
は
そ

ω
普
通
の
賃
脳
卒
で
引
繭
い
て
噌
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
与
ず
、
ポ

1
ν

イ
線
以
下
で
あ
る
事
が
示
さ

れ
た
O
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
以
来
の
失
業
は
疑
い
も
な
〈
何
十
蔦
と
い
う
遁
加
家
族
を
ポ

1
レ
イ
線
以
下
に
お

L
下
げ
た
。
し
か
し
異
常
な
不
担

に
よ
る
の
で
は
な
〈

τ
、
早
に
彼
轄
の
所
得
額
出
現
在
山
紹
済
制
度
下
に
布
い
て
は
ぞ
れ
以
上
に
あ
げ
る
こ
と
の
出
捕
な
い
樺
山
白
ボ

1
ν
イ
線
以

下
回
家
族
が
い
る
の
で
あ
る
。

上
越
田
す
べ
て
の
調
査
に
つ
い
て
ポ
l
レ
イ
線
の
代
り
に
、
か
な
り
高
い
標
準
に
基
づ
い
た
ラ
ウ

y
ト

9

1
線

(
F
3
5
E
4
に
お
さ
か
え

た
結
果
を
試
す
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
冨
2
3〕

E
E
0
0
調
査
の
一
場
骨
に
は
算
定
さ
れ
た
。
標
準
の
艶
頁
の
結
果
は
、
貧
困
綿
以
下

。
家
旗
は
金
持
働
者
家
族
の
一
七
・
三

M
D
代
り
に
=
二
が
以
よ
と
な
っ
た
り

E
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は

l
そ
れ
は
賞
際
に
計
算
さ
れ
た
の
で
は
な

い
が
お
そ
ら
く
そ
れ
と
同
じ
位
多
い
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
地
域
で
は
金
家
族
U

暗
ん
ど
一

O
が
が
ポ

1
レ
イ
糠
以
下
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の
二
五
回
は
ボ
1
レ
イ
最
低
額
よ
り
一
ポ
ン
ド
以
下
し
か
高
〈
な
い
か
ら
で
る
る
。
会
ロ
シ
ド
ン
の
家
族
。
一
五
百
だ
け

が
ポ

1
レ
イ
最
低
調
よ
り
三
ポ
ン

F
高
か
っ
た
。
そ
し
℃
他
の
一
セ
ガ
は
二
ポ
ン
ド
だ
け
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
般
的
目
我
々
は
以
下
回
樺
に
い

う
と
τ

ど
が
出
滞
る
。
即
ち
ロ
ン
ド
ン
圭
家
族
の
う
ち
約
三
分
自
一
位
ラ
ウ

γ
ト

9
1
線
以
下
或
は
そ
れ
同
程
〈
、
他
の
三
分
自
一
は
そ
れ
よ
り
大
し

て
荷
〈
な
く
、
唯
浅
町
の
三
分
白
一
一
だ
け
が
、
人
間
的
意
味
に
お
い
て
第
一
次
的
貧
困
の
結
果
か
ら
と
お
〈
は
な
れ
た
よ
い
生
請
を
し
て
い
る
白
で

あ
る
」
と
。
(
白
・
ロ

-
F
待
冨
岡
・

h
Q
F

吋

}
H
O
n
e
-
-
E
S
。
h
F
E
E
-
]
E
M戸
MV・
問
問
。
)
。
向
勢
働
調
査
に
つ
い
て
白
要
約
は
巴
門

-
Y白
mr

F
a巴
F
2一。
3
H
E
?
を
参
問
。

一

九

三

五

年

十

月

の

政

府

の

一

努

働

調

査

を

中

心

と

し

て

見

為

抽

労

働

階

級

の

貧

困

化

日
九
三
五
年
十
月
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
殆
ん
と
余
震
業
に
亘
っ
て
、
労
働
者
の
牧
入
と
勢
働
時
間
と
に
関
す
る
調
古
賀
を
行
い
、

モ

イ
ギ

B
ス
第
働
階
紐
窮
乏
化
り
一
断
珂

静
六
十
八
巻

の

結

果

を

一

丸

三

七

年

の

労

働

省

月

報

官

E
E
4
R
A

】

EVE-同

C
E
2
5
)
の
各
械
に
相
跨
い
で
登
表
し
た
。
と
れ
は
短
時
間
労
働
や
時
-

第
六
鏡

七
五



イ
ギ
リ
ス
傍
働
階
級
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
十
八
巻

七
六

第

六
腕

間
外
努
働
そ
詳
細
に
究
明
し
、
そ
れ
と
賃
銀
の
関
係
そ
明
ら
か
に
し
て
い
る
意
味
で
極
め
て
重
要
な
注
目
す
べ
き
調
官
官
で
あ
ヲ
た
。
.

と
の
最
低

J
-
タ
チ
ン
ス
キ
ー
は
と
の
貴
重
友
政
府
の
労
働
詞
茶
を
と
り
あ
げ
、

ラ
ウ
ン
ト
リ

I
氏
む
最
低
生
活
費
と
比
較
し
、

餓
と
労
働
」

生
活
費
目
貧
困
線
以
下
の
努
働
者
が
ど
れ
だ
け
、
そ
し
て
ど
の
様
左
態
様
で
存
在
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
と
れ
を
一
九
三
八
年
「
飢

(
回
目
聞
の
円
宮
島
耳
O
円

F
F
C日
雪
国
)
と
題
し
て
公
刊
し
た
。

筆
者
は
と
の
書
物
を
遇
し
て
、
常
時
白
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
欣

態
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

年
究 男子労働者 I濁立婦人 農

業

今z 。月1>リ1ジグベシヌ
二〆2リ9μグベ9ジスI乞3リJJグヘ8'え

1935. 10 51 3 

11 I 51 11 30 2 40 2 

12 : 51 11 30 2】 40 2 

HI，j6 1 51 11 30 2 40 E 

。“ 51 11 30 2 40 2 

3 51 7 29 11 39 2 

4 50 4 29 6 39 4 

δ 50 11 29 6 39 4 

6 弓0 11 29 6 39 4 

7 51 7 29 11 39 11 

8 51 7 29 11 89 】1

9 51 11 30 2 40 2 

10 52 4 30 4 40 6 

11 53 5 31 。 41 4 

1;] ( 53 5 3J 。 41 4 

ラ
ウ
γ
ト
リ

l
氏
の
最
低
生
活
費

1
国
z
E
E
2
2《
甘
え

rto己
に
つ
い
て
は
弐
章
で
詳
論
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

こ
<L 

で は
は ボ
な 1
くけレ
「イ
不線
充 よ
分り
在は
貧勿
弱論
友 多
標い
準が
L一、

本
来
決
し
て

多
v‘ 
も
白

な
の
で
あ
る
。

] 

ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
調
五
時
の
一
九
三
五
年
十
月
の
ラ
ウ
ン
ト

リ
I
最
低
生
活
費
を
五
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス

(
通
常
田
勢
働

E
宮
戸
悼
の
，
調
。
吋
防
音
レ
て
い
る
、
一
ニ
人
目
未
濁
立
の
子
供
を
も
っ
た
夫
婦

主
人
の
労
働
者
家
族
の
そ
れ
三
二
九
シ
ワ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
(
濁
立

の
労
働
婦
人
)
一
ニ
九
シ
リ
ン
グ
八
ベ
ン
ス
(
農
業
傍
働
者
家
族
)
と

外し
な て

b" V" 
なる
ν、7ウミ

ノ百ご と
式オし
のは
止公

at-式
費 2
忌活
~. 宅事「
回二4

2計
?と

"同
町d 一

、品の
)も

はの
上に

掲
表
の
遇
り
で
あ
る
。



• 

以
下
各
産
業
別
に
務
働
者
の
妹
態
在
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

1

繊
維
産
業
に
長
け
Z
賃
銀
と

f
計
一
費

一
二
歳
以
上
白
男
子
の
平
均
収
入
は
五
五
シ
リ
y
グ
一
一
ペ
ン
ス
で
、

で
あ
っ
た
(
筒
、
繊
維
産
業
中
の
各
菜
種
別
平
均
所
得
仁
つ
い
て
は
}
・
穴
5
4
E
Z
E晶
2
2込
者
。
『
F
宅

弓
l
l
∞
を
見
よ
)
。

と
こ
ろ
で
最
低
ザ
活
費
で
あ

Z
五
一
シ
リ
y
グ
三
ベ
ン
ス
以
下
の
牧
入
し
か
な
い
成
年
男
子
労
働
者
白
数
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た

(
各
業
種
の
名
構
は
専
門
家
で
な
い
筆
者
に
は
邦
語
に
移
す
事
川
悶
維
な
場
令
も
少
〈
な
い
り
で
、
す
ベ
て
原
名
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
)
。

一
八
歳
以
上
の
女
子
の
そ
れ
は
三

0
シ
リ
ン
グ
ゴ
一
ペ
ン
ス

口

o
h
E
S
S
E
E
F
4
E
E
H】伊

mmn-

P
時
四

S
由

要

E
ヨロ
m

nCRawm]司
E
E
E
F
π
件。

M
1
Z
M

自
己

r
m
E勺
町
四
》

E
Eヨ閥、

mmp

]ロ

-
5
4
5
5四
E
-
5
2口一四

吋
同
何
回
福
岡
町
田

F
m司
自
白

zm・
2
0

同
叶

w
凶]戸
A
H

]戸伊.句。。
日
日
戸
叫
∞

;
s
 

u
d
s
h司

h
u
A
m
p一戸

m
A
P

。

~ 

吉
田
4 

六
コ
一
、
コ
一
五
七
名
中
の
約

一
一
九
名
は
時
間
外
労
働
に
よ
っ
て
最
低
生
活
標
準
以
上
白
賃
銀
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
棋
準
努
働
週
全
部
を
働
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
最
低
標
準
以
上
の
枇
入
が
あ
る
が
、

の
た
め
に
最
低
標
準
の
牧
入
を
得
ら
れ
な
い
勢
働
者
数
は
二

O
、J

五
六
四
人
で
あ
っ
た
。

短
時
間
労
働

(mV3EICE-E

諸
々
の
資
料
か
ら
、
成
年
男
子
努
働
者
で
ラ
ウ
ン

P

リ
ー
の
最
低
生
活
標
準
以
下
の
賃
銀
し
か
得

τ
い
な
い
者
は
決
心
語
り
で
あ

っ
た
事
が
分
る
の
で
あ
る
出

イ
ギ
w
v
λ

勢
働
階
極
窮
乏
化
の
一
附
一
回

第
六
十
八
巻

一
七
七

第
士
披



イ
ギ
リ
ス
勢
働
階
紐
窮
乏
化
四
一
断
商

第
六
十
八
巻

同
調
博
議
事
国
軍
「
41U
「

y
p
知
預
諮
博
同
』
〕
1
6骨
u
f
「
守
日
F

J

坤

同

E
E向
。
淋
告
書
匂
糠
闘
色
濃
盈
曲

臼
商
早
苗
噂
忠
告
汁
S
F
H

姉
弗
羽
同
情
巳
4
8噂
曹
醐
持

恥
E

W
中
寸
昌
平
瀬
恵
一
円
L

円
。
ぺ
矧
商
羽
僻
記
何
時
職
叶

τか
噛
哨
麗
醐

2

枠
制
且
宮
守
内
耳
知
蔀
摘
静
h

d

A

「薄日
f
E噛
τ
3
4
M
ψ
W
0

1
4活
き
宵
再
矧
扇
靖
国
明
L
W

唱

世

帯

u
f
再
h
y
T
6
A川
恥
V
刷
。

七
戸、

第
六
披

四

。ω旭日
前
J
H

H
h話

回。wu
a
A植

ω
M
]
F
H
A匂

叶∞切
h
w
]

戸∞

と
の
様
に
政
府
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
繊
維
工
場
路
島
い
て
約
八
高
人
の
成
年
男
子
労
働
者
が
、
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
氏
に
主
づ
て
労

働
者
家
族
に
必
要
と
み
な
さ
れ
た
最
低
生
話
費
以
下
の
所
得
し
か
な
か
ワ
た
の
で
あ
る
。
八
高
人
の
勢
働
者
は
、
政
府
の
調
査
の
謝

象
と
な
司
た
繊
維
工
場
白
二
一
歳
以
上
白
成
年
男
子
労
働
者
の
約
四

O
V
N
で
あ
る
。
も
し
と
の
比
率
が
、
織
維
産
業
に
沿
い
て
貨
際

に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
一
二
歳
以
上
白
金
男
子
労
働
者
に
措
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
約
一
三
五
、

0
0
0人
の
二
一
歳
以
上

の
男
子
の
繊
維
労
働
者
が
、
ラ
ウ
シ
ト
リ

l
氏
の
段
低
標
準
で
彼
等
の
家
族
主
養
う
だ
け
の
収
入
を
得
て
い
左
い
と
と
に
在
る
白
で

あ
る
。女

子
に
同
を
時
守
れ
ば
、

二
一
豆
、
六
二
二
人
。
識
維
女
子
労
働
者
は
、

ラ
ウ
ン
ト
リ

1
氏
D
最
低
生
活
費
二
九
シ
リ
ン
グ
九
ベ

ン
ス
以
下
町
牧
入
し
か
得
て
い
た
い
白
で
あ
る
。
共
頁
の
表
白
通
り
で
あ
る
。

以
上
は
標
準
労
働
週
働
い

τ、
し
か
も
最
低
生
活
費
以
下
の
牧
入
し
か
左
い
女
子
労
働
者
で
あ
る
が
、
弐
の
業
種
で
は
、
時
間
外

努
働
に
よ
っ
て
最
低
生
活
費
以
上
を
得
て
い
る
も
白
が
一
五
、
八
三
八
人
い
る
の
で
、
最
低
生
活
費
以
下
ー
の
女
子
労
働
者
は
コ
二
、

三
三
三
人
と
在
る
。
衣
頁
の
第
二
の
表
の
遁
り
で
あ
る
の



最低生活費以下
の女子第働者数

48，241 Cotton carding， sp四 ning:， etc. 

14，6生0

1，981 

Cotton spinning， etc. 

Cotton' wool， surgical， etc 

93 Wool 500ft四 s，etc. 

3，128 

970 

w仁 υ1cUlllU.IIlg， etc. 

Mu:ngo， etc 

4，910 

20，799 

465 正Iaircur ling， etc 

217 

B，559 

2，649 

3，:2'34 lIemming and embroidery 

12，340 T白 tileblenching， etc. 

"0 Velvet and fustian cutting 

2，222 Making也pand 'packing 

鴻
富
雄
輝

、
盲
目

E
e
t
t

，ft
E
E
E
I
'

務

輝

暗

唱

鶴

間

白
回
、
由
。
。

=rc。
。

∞
w
m
∞

)

戸

∞

wか

ω出

国
w

供

∞

一

日

間

凶

∞

】

F
h
v
a一
戸

閉

6
4

団

"mvω
叫

@J-

。

仏

J
F
H
4一戸

]
・
問
自
白
河

s
r
J
H
E
p
u
-
v・
回
寸

4

町
封
。
円
印
【
A
W
円】

m-M口
出
回
同
開
句
作
同

R
V

百
C
O
]
Z
B
-弘
司
o
z
a
w
伶

F

J
『

hw司

2
u
m
R
-

同』
m
a
R・
命
悼
の

Hr同
mwWM同
問

。

町

。

Z
M
m同
問
。

c
b
m
w
o
g
ν
t

Artificial silk spinni.ng 

Fla文 andhemp， etc 

イ
ギ
リ
ス
聾
働
陪
紐
窮
乏
化
の
一
断
面

事
』
単
品
哨

富
噌
J

『
か

伊
告
白
岡

出，

R法
b

Am

。・。
@・同

]戸。一戸
ω]戸

E

同

I~repaTlllg， etc. 

Rope， cord， and t wine manuiacture 

Canvas goods， ctc 

同
日
w
∞
臼
∞

第
六
十
八
番

4，014 

123，622 

Mi5ocellaneous textile 

国
寛
也
昨
弘
田
湖

史
」
司
告
団
司
諭

BJ冷
引
噂
墓

地
師
陣

同

0
・回]戸臼

旬
、
回
向
。

回
"
明
白
山

岡

Mω
切
品

目
w
回
。
H

U
H
-白
血
臼

七
ブL

J. Kuczynski， ibid.， pp. 21-2"2. 
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イ
ギ

wd
ス
勢
働
階
組
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
十
人
巷

" O 

第
六
腕

;J" 

以
上
の
外
k
尚
、
模
地
中
川
労
働
週
働
け
ば
平
均
的
に
は
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
氏
の
最
低
生
活
費
を
得
る
の
だ
が
、
短
時
間
労
働
の
た
め
に

そ
れ
以
下
し
か
得
て
い
な
い
成
年
女
子
労
働
者
が
九
、
四
一
一
人

h
る
の
で
あ
る
。

側
、
平
均
賃
銀
は
最
低
生
括
費
以
下
で
あ
る
が
、
時
湖
一
外
労
働
の
た
め
に
最
低
生
括
質
或
は
そ
れ
以
上
の
収
入
の
あ
る
成
年
女
子

労
働
者
が

。
七
七
人
い
る
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
繊
維
産
業
に
従
事
す
る
一
八
歳
以
上
の
女
子
労
働
者
で
、

白

し
か
な
い
者
の
数
は
弐
の
通
り
と
怠
る
。

ラ
ウ
ン
ト
リ
l
氏

ω最
低
生
活
費
以
下
白
牧
入

戸
羽
l

骨
噂
翠
函
連

τー
門
知
角
川
間
部
嘩
』
w

一4
B持、
fa時

M
E
1庁
(
串
亙
半
噂
曹

e薄
ツ
十
円

H
J
H
N市
耳
畑
撞
涜
神
玲
悟
部
糊
廿
戸
』
げ
芦
田
明
漏
「
叶
ぐ
J

N

V

)

ω

商
高
亙
議
謹
白
湾

π問
宵
岡
町
田
出
足
1

司

6
A同
』
f

「
す
日

τ坤

品
事
亙
半
議
事
色
碍
穴
知
育
、
雨
前
蝉
豆
」
V
B脅
迫
「
噌
諭
叶

τか
地

目。 2223

3E s/E 

、

一
九
三
五
ノ
ヂ
ナ
月
、
政
府
調
在
の
織
維
工
場
で
働
い
て
い
た
十
八
歳
以
ょ
の
女
子
労
働
者
白
う
ち
、
約
一
五

O
、

0
0
0人
以
上

の
者
が
最
低
生
活
費
以
下
白
牧
入
し
か
な
か
ヲ
た
の
で
あ
る
。

一
五

O
、

0
0
0人
心
上
白
繊
維
女
子
成
年
労
働
者
は

政
府
が
調

査
し
た
一
八
歳
以
上
の
全
繊
維
女
子
成
年
労
働
者
心
約
五
二
%
で
あ
勺
た
。
若
し
我
々
が
己
白
比
率
を
、
繊
維
産
業
に
働
い
て
い
る

全
女
子
成
年
労
働
者
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
約
三
一

O
O、

下
D
牧
入
し
か
得

τ
い
な
か
守
た
事
に
な
る
の
で
あ
み
V

0
0
0人
の
女
子
成
年
労
働
者
が
ラ
ウ
シ
ト

H
l
氏
の
最
低
生
活
費
以

↓
九
=
一
五
年
十
月
に
や
け
る
織
維
産
業
労
働
者
の
赦
態
は
以
上
の
泊
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
後
一
九
コ
一
八
年
の
恐
慌
前
ま
で
の
努

働
欣
態
は
い
か
に
鑓
勤
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

仙
刷
業
と
羊
毛
業
白
賞
質
賃
銀
に
つ
い
て
H
E
宮
町
宮
旬
。
勺

F
5
2円
。
白
星
。
が
被
せ
る
統



羊毛襲叩週平 言f
均空立 を

貨幣 賓費不
せ
ば
ヨた
の
遁
り
で
あ
る
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98 

99 

95 

95 

97 

97 

97 

97 

96 

94 

96 

98 

97 

96 

96 

99 

100 

101 

99 

99 

97 

96 

95 

92 

87 

85 

100 

99 

100 

97 

96 

97 

97 

97 

96 

97 

95 

98 

白 100

101 

100 

100 

103 

104 

105 

104 

104 

1口4

103 

102 

101 

96 

94 

99 

98 

98 

99 

100 

101 

102 

1υz 

101 

101 

100 

101 

99 

99 

102 

103 

104 

107 

105 

108 

106 

104 

105 

108 

100 

99 

100 

101 

100 

99 

100 

100 

101 

101 

102 

102 

102 

101 

103 

103 

103 

107 

107 

108 

111 

110 

113 

113 

111 

112 

112 

111 

110 

1931i.10 

11 

12 

1936. 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

1937. 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

J
・
ク
チ
ン
見
キ

l
は
「
全
館
と
し
て
今
日
の
扶
態
(
一
九
=
一
八
年
は
じ
め
)
も
貫
一
質
上
異
ら
な
い
と
結
論
し
た
方
が
島
そ
ら
く
正

し
い
で
あ
る
凸
と
述
べ
て
い
る
。

z 
金
属
、
機
械
、
遊
山
附
札
制
に
h
d

け
る
賃
銀
B
F
一
生
計
費

と
れ
ら
U
産
業
に
沿
け
る
週
平
均
牧
入
は
男
子
で
六
七
シ
リ
ン
グ
七
ペ
ン
ス
、
女
子
で
三
一
シ
リ
ン
グ
一
ペ
ン
ス
で
あ
る
。
と
れ

ら
の
産
業
白
労
働
は
蓑
労
働

(
V
E
4
5刊
と
で
あ
る
か
ら
、
二
シ
リ
シ
グ
を
漸
う
べ
き
で
あ
る
と
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
述
ペ
、
男
女
の

最
低
生
活
費
を
夫
々
五
一
一
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
、
三
一
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
T

と
し
て
い
る
。
週
平
均
賃
銀
が
と
の
最
低
生
活
費
に
達

イ
ギ

uJ
ス
盟
百
働
階
担
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
十
八
容

i¥ 

第
六
競

壬=

¥ 



イ
ギ

P
ス
第
働
階
親
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
十
八
巻

J、

第
六
掠

F、

P
Y
グ
九
ペ
シ
ス
)
。

し
な
い
業
種
は
馬
具
等
製
建
業
(
同
図
回
目

m
p
g
z
z
a
r
E
Eロ
肉
)
だ
け
で
あ
る
(
坦
平
均
枚
入
は
男
四
七
シ
リ
シ
グ
四
4

y

ス
、
女
一
入
シ

と
ろ
で
と
の
産
業
に
も
短
時
間
労
働
の
た
め
に
ラ
ウ
シ
ト
リ

1
0
最
低
生
活
費
以
下
の
牧
入
し
か
な
い
多
〈
白
労
働
者
が
存
在
す

携
段

問

白

剖

罷
2

短時間努働
者の百分比

2.1 Pig iTon manufacture 

239 HO.3 Slaεund slag wool 

Non-ferrous metaJs ; 
E-lltracting al1d refining 
Rolling， etc. 

693 

415 

3

7

9

 

6

5

3

 

1

1

4

 

n
b
 

6.3 

6.1 

16.1 General i ron and steel f叩 ndillg
u 

Chain and ancllOr forgoing， etc 、 4.8 

11.3 Other forgoing市

38 7.6 Other forgoing柿

1，503 11.5 lron n.nd sieel tube making 

581 6.5 Wir-e， wire nett阻 g，etc目

1，693 9目2Constructional白 gineeriug

2，908 47.1 Agricultural engineering 

51 2.7 Motor engineeringホ*

10，896 

129 

54.9 Te叫i1emachinery n羽 king

2.8 Heating and ventilating engineering 

152 8.0 G阻むaleng血C町>ns常事

919 

379 

19.7 

3.8 

Textile 'machi~ery acceS50ries 

Eledric cable making 

Rajlway carriage， etc"ηhuild阻 E 1，485 13.3 

822 23.4 Cyclc anp. motor accessoríe~ 

7，310 16.1 Shiphuilding and repairing 

161 8.8 Cutlery 

倒S11性F】]es，saws， etc 

89 

39 

15.4 

4.6 

Nccdle and fish-hork making 

Metal bedstead， etc'J makin号
(衣頁へ糠<)



208 

197 

8 

395 

23 3.1 

51 66 Lock， Jatch， and key making 

73 16.9 

55 6.5 

Nail m，aking 

Safe rnaking 

1，350 9.6 Seet-metal working命

る
の
で
あ
る
。
前
頁
表
を
見
上
(
男
子
労
働
者
)
。

0.5 

6.4 

1.6 

13.1 

48 8.6 Seel-IUetal working""I: 

171 11.3 Tin 1川 xmaking， etc. 

791 

109 

401 

1，547 

48 

42，125 

Blut， llut， rivet， elc.， makirlg 

Brass， _ etc.
J 
lnaking 

Dies， coins，日als，m巳dals

J ron and steel hollow ware 

Jap】日ningand血 amelling

9.3 

45.0 

9.3 

7.1 

7.δ Other metal掌 事

10人以上雇傭由工場

Cf. J. Kuczynski， 'ibid.， pp. 34-35 

Stove， gr.乱te，etc・， castmgs 

Type founding 

Gold， silver， etc. 

Other metal* 

9人以下雇傭心工場

本

本*

短
時
間
労
働
の
た
め
最
低
生
活
費
以
下
白
牧
入
し
か
な
い
以

k
の
労
働
者
を
合
め
て
、
金
属
・
機
械
・
浩
船
の
二
一
歳
以
上
の
金

男
子
努
働
者
白
約
五
%
、
九

O
、

0
0
0人
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得
で
い
な
い
の
で
あ

An

女
子
労
働
者
を
考
察
し
よ
う
。
標
準
努
働
週
働
い
て
も

(
E
E
E
)
ラ
ウ
V

ト
リ
ー
の
最
低
生
活
費
以
下
の
平
均
牧
入
し
か
な
い

匂

業
種
に
お
け
る
女
子
労
働
者
数
は
七
五
、
一
一
八
一
人
も
在
者
ず
る
の
で
あ
か
。
と
れ
は
政
府
の
調
査
の
釘
象
と
な
一
ワ
た
二
二
四
、
。

O
八
人
の
女
子
労
働
者
白
三
分
白
一
で
あ
る
。
七
五
、
二
八
一
人
の
約
三
分
の
つ

E
確
に
は
二
五
、

イ
ギ

P
ス
勢
働
階
級
窮
乏
化
白
一
断
面

四
五
七
人
の
女
子
労
働
者
は

餌
六
十
八
巻

第
六
披

i¥ 
= 

ブb



イ
ギ

w'
ス
勢
働
階
融
窮
乏
他
。
一
断
面

問
問
外
労
働
に
よ
う
で
と
の
最
低
生
活
費
以
ト
の
賃
銀
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
六
十
凡
巻

J¥. 
回

第
六
鵠

O 

と
の
外
、
非
常
な
時
間
外
労
働
に
よ
っ
て
の
み
最
低
生
活
費
以
上
白
平
均
牧
入
を
待
て
い
る
業
種
に
働
い
て
い
る
女
子
努
働
者
?
.

最
低
生
活
費
以
下
の
多
く
の
者
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
次
去
を
見
よ
。

〉
田
町
内
自
民

E
H
E
F
a
s
z

開

r
E
R
a
-
E《

r
c
g
c
F
E
P

E
コ
E
B
E
R
Z苫

凸
旬

5
E】
向
己
開

E
⑦
丙
ロ
ロ
由
民
'

同一。
-mHM】
吉
田
♂
伺
m
R
U
J
m
w
司
唱
狗
烈
戸
内
ロ
叩

。E
1
E込
弓
戸
内

21同
E
司
白
井
困
}
国
間

車
一
由
主
T

議
車

山
町
守
叶
F

d

印

犠
車
地
巴
刷

出

V
R。∞印

h
p

』・。
即
日
臼

品
。
・
』
戸

『
]
「
回

目。目。

蕗
叫、俗、。、同

g喜喜isBg
ω回
、
恥
が
∞

株
邑
〉
寅
」
打
楓
蔀
E
u
n跡。

2
・V

同
門
医
白
〕

E
M
F
F
E
J

回

V

匂

gjli 叫

∞ 
毘日

。-，お
円、。!"":
:it' 2.'記

富
向

V
W
A
E
m
w

臼
叫

回斗

富z5 
回。uH
H
J『

筒
、
標
準
野
働
週
の
相
場
合
、
週
平
均
賃
銀
は
最
低
生
活
費
以
上
の
業
種
の
中
に
、
短
時
間
労
働
が
非
常
に
多
い
た
め
に
最
低
生
活

喫
以
下
心
収
入
し
か
な
い
樫
山
の
女
子
勢
働
者
が
い
る
の
で
あ
り
、
共
教
は
政
府
の
一
制
在
に
よ
る
と
四
、
六
六
二
人
で
あ
ワ
た
。

均

以
上
女
子
労
働
者
陀
闘
し
て
政
府
の
調
杢
を
綜
合
す
れ
ば
弐
の
語
り
で
あ
る
。



75，291 

16，117 

4，662 

25，457 

標準労働週働

いて最慌生活

費を得ること t

の出来ない鰐

働者

同 白上

(平均調賃師

が時間外勢働

によワで最低

生活費以上に

膨脹している

業種に拘け

る)

問時間労働の

Tめに最低生

活費者7得るこ

との出来ない

勢倒J者*

時間外苦手闘の

7こめに最低F主

活費以上を得

ている努働
者柑

-
¥
 

U
K
一
九
三
五
年
十
月
に
沿
い
て
政
府
調
官
官
の
劉
象
と
な
っ
た
工
場
に
蒔
い
て
、

E 

8 

4 

ギ乙白業績にお

いては平均耽

入は最低生活

費以上である

判 ζ0業種にお

句、 cは平均牧

入は最低生活

費以下である

ラ
ウ
ン
ト
リ
1
氏
白
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得

し
か
得
て
い
な
い
一
八
歳
以
上
の
女
子
労
働
者
は
七

O
、

0
0
0人
を
と
え
て
い
た
白
で
あ
Z
U
七
O
、

0
0
0人
は
、
政
府
調
査

れ
て
い
る
一
八
歳
以
上
の
女
子
労
働
者
の
総
数
に
週
刑
す
る
と
す
れ
ば
、

の
針
象
と
な
う
た
一
八
歳
以
上
の
女
子
労
働
者
心
約
五
四
%
で
あ
う
た
。
も
し
我
々
が
と
の
比
率
在
金
属
・
機
械
・
活
臓
に
雇
傭
さ

最
低
生
活
費
以
下
の
牧
入
し
か
な
い
克
子
労
働
者
の
数

(
一
八
歳
月
上
)
は
一
六
五
，

0
0
0人
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。

男
子
と
女
子
の
傍
働
者
を
合
せ
れ
ば
、
我
々
は
、
二
五

O
、

0
0
0人
以
上
の
努
働
者
が
ラ
ウ

γ
ト
リ

1
氏
白
最
低
生
活
費
以
下

白
牧
入
し
か
得
て
い
な
い
と
と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
と
の
数
字
は
、
最
低
生
活
費
以
下
し
か
得
て
い
な
い
小
工
場
。
そ
れ
を
殆
ん

川

V

ど
算
定
し

τ
い
な
い
か
ら
、
最
低
の
敷
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
左
ら
な
い
の
で
あ
ム
。

さ
て
然
ら
ば
一
九
三
五
年
十
月
以
降
、
努
働
般
態
は
い
か
に
踊
型
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

イ
ギ
リ
ス
鍛
鋼
判
明
盟

B
E
E
r酢
自
島

留
め
伶
〕
同

4
E
2
5
2戸
)
の
鎖
倒
業
に
ゐ
け
る
寅
質
賃
銀
指
数
忙
よ
れ
ば
、
女
の
通
り
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
刀
ス
勢
曲
階
紐
窮
乏
北
田
一
一
蹴
宙

第
六
十
八
巻

J、
五

第
六
輯



イ
ギ
リ
'
ス
努
働
階
紋
窮
乏
北
白
一
断
面

1085.10=]00 

U18o 1086 1937 

事 1四半期 100 104 

第 E タ 101 105 

第 8 ク 102 107 

事 4 • 98 103 107 

事
六
十
八
巻

J、
フマ

第
六
韓

ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
と
れ
に
つ
い
て
女
の
様
に
の
ベ
て
い
る
。
「
と
白
特
に
有
利
な
産
業
k

h

d

い
て

そ
し

τ不
充
分
な
政
府
の
生
計
費
指
数
で
計
算
し
て
も
、
資
質
賃
銀
は
一
九
ゴ
一
五
年
十
月
以
来

七
%
上
井
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
が
銭
鋼
業
以
外
の
金
属
・
機
械
・
法
胎
業
中
の
業
穫
を

考
察
す
れ
ば
、
賃
銀
は
鋳
鋼
業
白
よ
ラ
に
有
利
に
瑳
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
又
我
々
が
最
近
の
失

さ
え
、

業
や
特
に
短
時
間
労
働
の
増
大

E
考
腐
す
れ
ば
(
一
九
三
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
は
恐
慌
ド
突
入
し
七

岸
木
)
、

そ
し
て
最
後
に
、

と
の
三
種
の
産
業
に
沿
い
て
少
か
ら
宇
増
大
し
た
婦
人
努
働
者
の
比
率
(
一
九
一
三
七
年

以
降
、
特
に
一
九
三
八
年
昭
再
軍
備
の
準
展
を
想
起
せ
よ

岸
本
)
を
考
慮
す
れ
ば
、
と
れ
ら
一
二
一
槙
の
相
合
し

た
産
業
に
沿
い
て
、
労
働
扶
態
は
.
今
日
、

一
九
一
二
五
年
十
月
に
比
較
し
て
よ
く
な
包
た
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
悪
化
し
た
事
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
と
で
人
は
衣
白
様
に
結
論
し
得
る
白
で
あ

金
属
・
機
械
・
迭
船
業
の
一

0
0寓
人
の
努
働
者
の
約
四
分
の
一
一
は
、

氏
の
最
低
生
活
費
以
上
で
生
活
出
来
る
だ
け
ゆ
賃
銀
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
止
。

る
。
今
日
、

ラ
ウ
ン
ト
り

1

五

鱗

業

に

荘

け

る

賃

銀

と

生

活

費

A 

茨

業

石

鱗
業
大
同

3
v
o
m
m
n
E
R判
官

冨

5
4
の
一
九
三
六
年
一
二
月
一
一
一
一
日
に
終
る
一
年
の
年
報
に
よ
れ
ば
、

一
九
コ
一
六
年
の
一
年
間

り
所
得
は
次
頁
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。

炭
坑
夫
白
勢
働
は
い
う
ま
で
も
な
く
重
労
働
で
あ
る
か
ら
、

ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
の
語
常
由
労
働
官
民
E
Z
S
F
)
の
週
最
低
生
活



物による苧
曽田債値
ポシンサベシ"与， ， 
13 10 4 

現金所得

ポジン。ベェ，
V シ グ ス

120 10 ノーーラヂユ〆ムマヲ y ド

。
O 

8 13 3 10 13 129 北ダーピシャ及
ノ汐テイ yカ'ムシャ

南グーピシャ-，
ライセスター"カシノ

ザグチェス及パーゲイグ
ジャー

4 10 4 3 8 137 

o 8 。3 137 
ラY カシャ-， チェシャー
及北スタフォ γシャー

4 

8 

4 

12 

2 ¥19 

2 3 

15 

3 

o 0 

o 

9 

5 

. 
10 

12'6 

136 

1 

19 

南ウエーノレス及モ Y マウ
スシャ市

カ Y パ ー ラ y トコ:jtウて
ーノレズ，南スタフォド
シャーー，V ロ拶フ園ジャーー，
フリスト yレ， フォレス

トオプディ-~，ザマ
ーセット及ケ y ド

116 

134 

仰

は
一
九
三
七
作
九
月
に
K
M

い
て
も
又
同
じ
〈
異
質
で
あ
っ
ゎ
。

ダ-~、ム

ヨーーグジャーー

8 

のJ' 1!l'費
地と生に
域主主活三
はる費シ
南のはリ
グ で ー ン
l あ九グ
ピ<5，品三を
シ 。叫六 1J日
十 l 従年え
1 てコ tてる
等てゐと
と最い
ス低て炭
ヨ生ー坑
ツ活四夫
ト費ーの
ラ以ポ年
ン上ン最

10 。1 9 

と
こ
ろ
で
茨
坑
業
に
は
七
四

O
、

C
C
O人
が
雇
傭
さ
れ
て
い
て
、
上
記
白
二

ド
だ
け
で
あ
る
。

146 

事 1937年 1月に持る 1年間

地
方
自
そ
れ
は
約
一
一
一
一

O
、

0
0
0
人
で
あ
っ
た

か
ら
、
六

O
O、
0
0
0人
以
上
白
炭
坑
夫
が
ラ

ウ

y
ト
リ
l
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得
て

い
な
い
と
と
に
な
る
白
で
あ
る
。
婦
人
や
子
供
四

スヨヴトラ y ド

数
は
僅
か
で
.

上
記
D
結
呆
を
修
正
す
る
程
大
き

な
も
り
で
は
な
い
白
で
あ
る
。
と
の
劣
悪
な
扶
態

茨
繍
業
以
外
、
白
鍍
業
と
石
切
業

一
九
三
五
年
十
月
白
政
府
調
査
に
よ
れ
げ
吋
鏑
業
(
茨
鎖
業
を
除
〈
)
及
石
切
業
に
訟
け
る
平
均
所
得
は
次
頁
表
白
通
り
で
あ
っ
た
。

女
子
は
す
べ
て
平
均
的
に
は
三
一
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
の
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
る
。
し
か
し
一
八
歳
以
上
田
女
子
労
働
者
一
六

O
、

0
0
0人
白
三
五
%
は
時
間
外
労
働
に
よ
う
て
最
低
生
活
費
以
上
主
得

τ
い
る
白
で
、
約
一
二

0
.
0
0
0人
の
女
子
努
働
者

B 

イ
ギ

D
ス
幡
宮
働
階
融
窮
乏
化
申
一
断
面

第
六
十
八
巷

F、
七

第
六
競



イ
ギ
ヲ
ス
磐
働
階
融
窮
乏
化
の
一
断
面

、一

が
最
低
生
活
費
以
下
白
牧
入
し
か
得
て
い
な
い
と
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

同
自
国
。

-
E
E
p
r
E一
四
自
色
官
自
吉
田
開

吋
吉
科
目
。

g
百官同

E
E
E
m

E
o
S
官
賞
品

E
同

m
m
o
S
E
E国
肉
、
白
目
的

m
E
F
L
ι
Z目
E
m

m-納
伊
丹

mHHWM出
回
目
肉
笹
3
ゐ

A
ロ
mwロ「
WMEmH

盟
込
町

E
Z宮
駅
周
昨
日
盟
国
引
目
白

Z
目
B
m

Fロ
目
百
戸
出
問
問
恒
例
凶

E
Z
要。島町

門
戸
陶
出

E
E
u
m
H君。
r

s島
内

rm】

r
z
u

D
F
2
E
-
E
E同
型
国
内
凶

A
ロ
R
4
E
m
u
E
0・

国
H
帥
師
』

L
L庁
色
調

山
市
色
面
持
u
p

vd-t
、p

h
y
U刻

印

ω

一戸

四

日

可

]

戸

H

mH

白

。がESSE由

第
六
十
八
巻

f、
F、

第
六
披

国
F匂噌

男
子
勢
働
者
の
平
均
週
賃
銀
が
最
低
生
活
費
以
下
D
牧
入
し
か
な
い
鍛
業
(
茨
鎮
業
争
除
〈
)
は
石
切
業
で
次
白
一
過
り
で
あ
る
。

H
E
E
O吋
m
S
E
E
m
s
-
官
民
弓
百
四

p
s
q

出

E
S
ハ
HS
日

品

目

四

民

祖

国

∞

。

団

E
o
E回
目

m

g
己
宮
自
百
一
m

p

色。

(
凶
陶

MFmm白色
w
箇
白
色
。
V
凶
巴
門
司

M仲
間

∞

ぃ

"

。

c
h

umw・品川
W
A肝

冨
時
間
，
l
庁
邑
山
町

咽
岳
怪
い
再
〉

~ "， " 同】

8 

也

し
か
し
乍
ら
、
業
種
の
殆
ん
ど
に
お
い
て
非
常
に
多
く
白
労
働
者
が
時
間
外
労
働
を
や
っ
亡
い
℃
、
平
均
的
に
は
最
低
生
活
費
以

li3 !l1 

邑 ω

上
。
牧
入
を
得
て
い
る
者
が
津
山
い
る
り
で
あ
る
。
政
府
の
調
査
陀
よ
れ
ば
そ
の
数
は
五
、
。
八
六
人
で
あ
う
た
。
他
方
多
く
白
業

J 



種
に
烏
い
て
は
、
時
間
外
労
働
に
よ
っ
て
口
み
週
平
均
賃
銀
を
最
低
生
活
費
以
上
た
ら
し
め
て
い
る
り
で
あ
る
。
次
の
遁
り
で
あ
る
。

国
]
組
問
。
昌
伸
神
宮

F
。
件
。
.

0
F耳
目
白
目
肉

事
車
事
滋
魯
咋

「ぺ

τか
議
事

蛸
日
副
司
R

同

P
M

M
J
1
]戸

噂
富
曲
師
陣

別
調
州
州
国
駐

自富
同
叫
凶

Amu

同盟

知
寛
也
け
白
幽

E
4
6普
訓

告
敬
喜
拙
輝

回。。
ω
町
田
]
F

ω、一
吋
向
い
]
F

最
後
に
平
均
賃
銀
は
最
低
生
活
費
以
上
に
な
G
て
い
る
が
、
い
〈
う
か
の
業
種
陀
烏
い
て
は
、
短
時
間
労
働
の
故
に
津
山
の
労
働

者
が
最
低
生
活
費
を
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
左
白
通
り
で
あ
る
。

A

炉
、
出
削
刷

4
「

E
E
9
3暗
暗
号
言
自

E
阿

国
一
向
。
目
。
。
】
戸
内
向
戸
国
間

v
m持

R
U
V

F
耳
目
Eぷ

暗
幕
週
喰
事
誠
司

R
N官

ω・
同

J

『。
]
戸
凶
・

4

言
商
事
酔
靖
明
富
韻

B
畑
岬

出

ω

白
山
「
。

ω
。ω

叫

以
上
の
如
昔
男
子
勢
働
者
の
牧
入
に
う
い
て
の
考
察
を
要
約
す
れ
る
次
頁
表
の
起
り
で
あ
る
。

J
1
0
白

政
府
の
調
査
謝
象
ム
」
左
っ
た
鉱
業
等
に
長
い
て
は
、
ご
一
歳
以
上
の
1
突
、

0
0
0人
の
男
子
労
働
者
が
、
一
九
三
五
年
十
月
に
、

ラ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活
費
以
下
の
牧
入
し
か
得
て
い
友
か
っ
た
白
で
あ
る
。
コ
一
八
、

0
0
0人
は
政
府
調
全
の
全
努
働
者
。
殆
ん

ど
七
五
%
で
あ
る
。
も
し
、

と
の
百
分
比
を
鏑
業
(
石
現
婿
業
を
除
〈
)
・
石
切
業
に
働
く
一
二
歳
以
上
白
金
努
働
者
に
適
用
す
る
と

す
れ
ば
、
約
六

O
、

0
0
0人
の
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
の
最
低
生
活
費
以
下
白
収
入
し
か
得
亡
い
な
か
っ
た
と
と
に
な
る
の
で

イ
ギ
リ
ス
勢
働
階
眠
時
間
乏
化
心
一
断
面

第
六
十
八
巻

ノ1
プL

第
占
〈
鏡

主



イ
ギ

9
-
A
勢
働
階
級
窮
乏
化
の
一
断
面

38，498 

3，751 

1.標準勢働週で

最低生活費を

得ちれ血傍働

者

3 短時間勢働の

故に最低生活

費を得ιれな

い苦手働者*

2 向上

(平均賃観が

時間外四股入

に上って膨脹

Lている業種

における ) 

702 

5，086 

4 時間外勢働の

故に最低生活

費以上を得で

いる苦手{働者桝

第
六
十
八
巻

専と由業種では平均牧入は

最低生情費以上である

帥己の業種では平均枚入は

最低生活費以下である

プh
O 

第
六
腕

J、

あ
る
。
男
女
を
合
せ
れ
ば
六

0
.
0
0
0人
以

上
、
即
ち
全
労
働
者
の
七
五
%
が
ラ
ウ
ン
ト
リ

1

U
最
低
生
活
費
以
下
D
牧
入
し

h
得
て
い
な

か
ツ
た
こ
と
が
分
る
白
で
あ
る
。
一
九
三
五
年

十
月
以
降
の
欣
態
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
多
〈

の
賃
銀
率
の
上
昇
は
あ
っ
た
が

(2・
冨
E
邑
4

0
『

E
官
民

p
h
a
F冨
4
H
C
S
)
、
全
憾
と
し
て
見

一
九
三
五
年
末
か
ら
一
九
三
七
年
は
じ
め
ま
で
の
貫
質
賃
銀
の
上
昇
は
失

れ
f;t' 

一
九
三
七
年
に
ゐ
け
る
生
活
費
白
増
大
の
故
に
、

わ
れ
て
し
ま
っ
た
D
で
あ
訟
。

C 

非

鍍

金

属

鱗

業

及

採

石

の

慮

理

一
九
コ
一
五
年
十
月
の
政
府
調
査
に
よ
れ
刷
、

と
り
産
業
に
骨
け
る
週
平
均
賃
銀
は
充
の
遁
わ

J

で
あ
っ
た
。

日
開
H
L
L
げ
邑
洞
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由
貿
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出
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引
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w
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と
白
産
業
の
労
働
も
烈
し
い
努
働
で
あ
る
か
ら
、
通
常
の
そ
れ
に
二
ペ
ン
ス
を
加
え
れ
ば
、
最
低
生
活
費
は
男
女
夫
々
五
一
一
一
シ
リ

y
グ
三
ペ
ン
ス
、
=
二
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
と
な
る
。

さ
て
前
表
に
よ
れ
ば
女
子
第
働
者
の
平
均
収
入
は
十
ベ
て
最
低
ヰ
活
費
以
下
で
あ
る
。
こ
白
産
業
の
公
式
の
統
計
陀
よ
れ
ば
、
雇

僻
教
は
二
、
五

O
O人
で
あ
る
。
と
と
る
で
時
間
外
野
働
に
よ
っ
て
最
低
生
活
費
.

よ
り
幾
分
多
く
の
収
入
の
あ
る
女
子
労
働
者
が
約
五

O
O人
い
る
の
で
あ
る
。

最低生活費以
下白牧九日続
時間野働者数

259 

短時間勢
働者の百
分苅

積業

:u Coke ovens and by-products 'wocks 

246 32目1Fat田 tiuel m::mufactuTe 

514 6.0 Cement manufacture 

528 6.1 Artificial stone and COncrete rnanufacture 

1，220 

1，538 

24.9 Line kilns ，and 'whiting works 

16.8 Other prooucts， etc. 

4，305 

イ
ギ
U
J

ス
第
働
階
組
窮
乏
化
四
一
断
面

J. Kuczynski， Hunger and W ork， p田 49

す
べ
て
の
男
千
労
働
者
の
平
均
賃
銀
は
最
低
生
活
費
以
上
で
あ
る
が
、
上
掲
白

業
種
内
に
は
短
時
間
労
働
の
故
に
最
低
生
活
費
以
下
の
収
入
の
労
働
者
が
多
数
存

在
す
呂
の
で
あ
る
。

四
、
三

O
五
人
は
政
府
調
査
の
己
の
産
業
白
金
男
子
労
働
者
D
一

O
%
で
あ
る
。

若
し
、

こ
れ
ら
の
産
業
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
金
男
子
労
働
者
に
と
の
比
率
を
適
用

す
る
と
す
れ
ば
、
最
低
生
活
費
以
下
回
男
子
附
労
働
者
数
は
四
五
、

0
0
0人
と
な

る
の
で
あ
る
。

一
九
三
一
五
年
十
月
以
降
は
如
何
。

『
九
一
一
七
年
二
月
白
労
働
省
月
報
に
よ
れ
ば

「
セ
メ
Y
ト
州
労
働
者
は
時
間
首
り
一
シ
り
ン
グ
二
ペ
ン
ス
上
昇
し
た
」
。

し
古ミ

し
こ
の
増
加
も
他
の
そ
れ
も
地
位
の
改
善
主
意
味
し
た
い
。
反
釘
に
生
計
費
の
増

加
は
、
牧
入
と
生
計
費
の
聞
の
き
だ
労
働
者
に
木
利
に
拡
大
さ
せ
た
り
で
あ
何
ρ

鍍
業
は
最
も
危
険
な
産
業
で
し
か
も
最
も
賃
銀
の
悪
い
産
業
で
あ
る
。
坑
夫
の
五

第
六
十
八
巻

丸

第
宍
観

七



踊
六
十
八
曹
三
九
一
一

分
の
四
は
ラ
ウ
ン

l
リ
l
氏
の
最
低
生
活
費
以
下
の
賃
銀
じ
か
得
て
い
な
い
白
で
あ
岡
山
。

イ
ギ
リ
ス
捗
働
階
粧
窮
乏
化
。
一
断
胃

第
六
披

l¥. 

織

物

業

に

む

け

る

賃

鎮

と

生

計

費

一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
の
織
物
業
陀
烏
け
る
賃
銀
調
布
ぽ
小
企
業
が
不
充
分
に
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
故
に
重
大
な
快
陥
を
持

4 

一
九
一
二

O
年
の
生
産
調
査

(
d
H
o
n
g
c
m
色
町

E
E
S
o
J
E
E
)
に
上
れ
ば
、
織
物
業
に
な
け
る
被
傭
者
。
一
一

ovpは

九
人
以
下
の
小
企
業
で
働
い
亡
い
る
の
で
あ
る
。
洋
服
仕

t
業
、
婦
レ
八
子
供
服
裁
縫
業

(
P
Z
E
Eヨ
悶
)
及
び
婦
人
帽
子
類
製
建
業

(
E
Eコ
将
司
)
等
に
お
い
て
は
、
綿
被
傭
者
の
二
五
%
が
小
企
業
に
震
わ
れ
て
い
る

D
で
あ
る
。
政
府
白
調
脊
は
洋
服
、
婦
人
子
供
服
、

ブ
ラ
ウ
ス
、
外
套
及
び
婦
人
帽
子
(
フ
ェ
ル
ト
帽
は
除
外
v

の
各
業
種
の
五
八
、
五
九
六
人
を
含
ん
で
い
る
。
調
査
は
大
企
業
と
小
企

業
を
国
別
し
て
数
字
を
附
し
て
い
る
白
で
、
と
れ
ら
の
業
種
D
小
企
業
の
M

労
働
者
白
比
率
を
決
定
す
る
事
が
出
来
る
の
小
企
業
の
労

八
五
四
人
、
全
労
働
者
心
約
八
%
で
あ
る
。
百
分
比
は
資
際
の
そ
れ
心
約
三
分
白
一
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し

τ繊
維
業
に
i

つ
の
で
あ
る
。

働
者
数
阿
、

沿
い
て
は
特
に
小
企
業
は
大
企
業
よ
り
可
な
り
低
い
賃
銀
が
支
耕
わ
れ
て
い
る
か
ら
、

部

少
D
影
響
を
輿
え
て
い
る
に
蓬
い
な
い
の
で
あ

Z
。

政
府
統
計
白
と
の
不
備
は
公
式
の
資
料
に
多

女
子
(
一
八
歳
以
上
)
=
一
二
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン

ス
で
あ
り
た
。
各
業
種
別
の
平
均
賃
銀
忙
う
い
て
は
出
口
臭
2
5
ι

君。

F
宅
-
E
|同
を
参
照
せ
よ
。
と
れ
に
よ
れ
ば
、
男
子
労

働
者
が
遁
営
り
五
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
の
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
以
下
白
業
種
は
一

O
人
以
下
の
洗
濯
業
の
み
で
あ
る
。

ζ

織
物
業
に
者
け
る
千
均
週
賃
銀
は
男
子
三
二
歳
以
上
)
六
四
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
、

れ
ら
洗
濯
業
で
は
九
七
人
の
労
働
者
が
政
府
調
奈
の
劉
象
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
業
種
例
え
ば
、
洋
傘
と
う
ア
ァ
キ
業
に
沿

い
て
は
、
党
際
に
は
様
準
労
働
時
間
或
は
そ
れ
以
下
働
い
て
最
低
生
活
費
以
下
の
賃
銀
し
か
得
て
い
な
い
の
だ
が
、
時
間
外
労
働
に

よ
っ
て
最
低
生
活
費
以
'
h
を
得
て
い
る
労
働
者
が
い
る
。
政
府
調
奈
の
劉
象
と
注
目

J

た
と
の
業
種
の
男
子
努
働
者
は
四
五

O
人
で
、

グ¢



そ
の
う
ち
一
五
八
ん
が
時
間
外
労
働
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
匂

更
に
多
く
の
業
積
に
沿
い
て
は
、
労
働
者
の
牧
入
は
短
時
間
労
働
の
故
に
、

同

あ
る
。
攻
表
の
通
り
で
あ
る
。

-FMFEM肉

(EPMH
ず

E
y
r
τ

E
E
s
m
(
E
m
M
H
E官
主
主

∞
門
担
〕
可
印

mw回
仏

0
0】
聞
の
宮
、

ロ
F-F-w旦
自
島

E喝

ZPEErohZ何

回叫巳ナ一言
"
E
E
Z
F
E
Z耳

E
C
2
5
自
己
hEZ司
(
白
え

E
5
E
2
2
r
Z『
)

民
主
》

-rM何
回
《
添
附
刷
、
出
回
ユ

mwWM-42
同
同

pgzmmHOEE

凶

W
C
Z
E仏
島
高
見
官

5
P肉
持

巴
一
宮
目
凹
皇
内
ザ
骨
刊
行

]
m
E
E
q

冨
笥
百
]
V
5
-
m
巳
c
F
E一四

(
E己
Z《
出
品
一

omgげ

E
a
-
-
E

。『a
F
4
0
4
4

ラ
ウ
シ
ト
リ

1
氏
の
最
低
生
活
費
に
遼
し
な
い
白
で

部
事
皇
制
晴
恵

坤
色
刷
ヰ
詩

ωω
・
同

M
A
W
-
A
H
 

Ampu 

ω
m
F
H
 

同

ωJ『

]
戸
出
回

]戸匂・

ω

]
戸

ω

。
日・

J
『

]FQ

・u

ま
情

E
Z〉
笠
」
V
楓
番
号

H
髄

ー再
C

〉
豆

4
訓
蔀

B
H締

矧古
H
f由
雄
立
〕
15-胃
、
f

司
直
す
一
中
富
市
哨
事
拙

6
柵
陣

∞
凶

ω

品同一

uME 

e 

~担当
印廿∞

uu]戸
。
)
戸

]可。印。∞
一戸。叶。

ラ
ウ
シ
ト
リ

1
氏
の
最
低
生
活
費
以
下
の
牧
入
し
か
得
て
い
な
い
男
子
努
働
者
数
を
紙
計
す
れ
ば
、
八
、

O
六
五
人
、
印
ち
じ
、
六
七

六
人
の
短
時
間
労
働
者
及
び
標
準
労
働
週
働
い
て
も
最
低
生
活
費
社
得
ら
れ
な
い
三
八
九
人
の
労
働
者
と
左
る
。
八
、

O
六
五
人
は

イ
ギ

P
ス
掛
働
階
融
窮
乏
化
的
一
断
面

第
六
十
八
巻

ブL
Z 

第
六
櫨

ブL



， 

イ
ギ
W
9

ス
第
働
階
担
窮
乏
化
。
一
断
固

第
六
十
八
巻

九
四

第
犬

観

O 

政
府
調
寄
り
釘
象
?
と
な
っ
た
一
二
歳
以
上
の
す
べ
て
の
男
子
労
働
者
白
約
一
二
%
で
あ
る
。
こ
の
比
率
を
織
物
産
業
陀
雇
傭
さ
れ
て

い
る
(
一
二
歳
以
上
の
)
す
べ
て
の
男
子
努
働
者
数
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
最
低
生
活
費
以
下
。
枚
入
の
男
子
労
働
者
敷
は
一
爪
、

0
0
0人
と
な
る
の
で
あ
る
。
政
府
調
官
官
に
小
企
業
が
多
く
含
ま
れ
て
い
な
い
事

E
考
え
れ
ば
、
賞
際
に
は
、
と
白
故
よ
り
も
透
か

に
多
い
事
は
確
か
で
あ
る
。

女
千
持
働
者
を
海
察
し
よ
う
。

千
均
賃
銀
が
一
一
九
シ
リ
ン
グ
九
ベ
ン
ス
の
一
プ
ウ
ン
ト
リ

I
最
低
生
活
費
以
下
白
業
種
が
-
一
一
G
あ

る
。
弐
の
湿
り
で
あ
る
。

色
。
凶

m
v己
記
五
日
目
V
E
E旦
胞
の
正
司

。-o
Z
B
E
E
F
2
5
4
(目
。
昨

r
E
z
a
z
z
-
E
2
)

同

LE白
血

Z
E、
冨

。

岡

田

。

耳

4
2
w
R
m

『
E
E
F
】日間

F
E
昌

4
2枠
内
自

山
町
引
事
理
崎
健

]f
旬。∞

問、一己!日

凶
∞
』

4
6
6

旬。∞

ω防
相
∞
φ
白

]
・
阿
君

4
E
E祖
国
E
聞
の
同
問
昌
弘
垣
。

FMMV・
日

攻
の
一
一
つ
の
業
種
で
位
、
時
間
外
労
働
が
平
均
賃
銀
を
最
低
生
活
費
以
上
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

回
目
島
Z
R
E何
『
♂

ga
・

聞
の
]
同
町
mw

同
司
凶
創
出
ロ
-
「
Mwzn
再
出
向
的

事
菌
学
議
事

端
缶
四
時
詩

回∞・
4

ω阻
む

連立¥嚇
，~草

l 霊\~
苦言官

官軍

開
明
b
r
z
w岬民

]
司
日
嚇
車
時
抽
陣

]「∞∞口「告

]
-
F

同
ロ
日
官
mrc
国
自
肉
2

2ゐ
唱
。
-
号
沿
・
官



女
に
平
均
賃
銀
は
ラ
ウ
ン
リ

1
最
低
生
活
費
以
下
だ
が
、
時
間
外
労
働
に
よ
う
て
と
れ
以
上
を
得
て
い
る
女
子
努
働
者
が
五
、

四
四
三
人
い
る
。
他
方
、
平
均
賃
銀
は
↑
フ
ウ
ン
ト
リ

l
最
低
生
活
費
以
上
だ
が
、
短
時
間
努
働
白
た
め
に
、
最
低
生
活
費
以
下
白
津

山
白
女
子
労
働
者
が
存
在
す
る
。
'
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

短時間努働
をする替働
者自冒王子n:.

12，966 

1，625 

475 

36.9 

33.1 

39.4 

1，016 

4，476 

21.1 Wholesale mantle and cosLume manufacture 

28.1 Dresses， blo11SeS， and overaJls* 

183 18.6 *事" 

イ
ギ

D
ス
勢
働
階
輯
窮
乏
化
四
一
断
商

Tailoring (r白 oymade， dC..) 

*

帥
k
 

m
p
 

凶σb 
T
 

6，042 30目8Shirts， collars， and under-clothing 

2，180 40.5 Stays and corset邑

11 

2，769 

3，776 

4.0 

17.9 

19.3 

Mi11inery (eXclllding the making of felt h<1t) 

Cloth clothing manufacture， etc 
、

:Soot， shoe， and slipp町 m阻 ufacture

Boot四 d，h岨 repmrrng榊

34 4 • ..5 Unbrel1s and walking -stiek .manufacture 

645 18.6 Dyeing and dry cleaning* 第
六
十
八
巻

6 3.7 曹司F

" 
284 10.5 MiscelIaneo時15c1othing， etc. 

36，46吉一
ブb
五

曜日人以上雇傭由工場

•• 9人以下四工場

J. Kl1czynski， ibid.， pp・54---55

第
六
扱



イ
ギ

D
ス
勢
働
階
組
窮
乏
作
の
一
断
面

第
宍
十
八
巻

町

以
上
の
如
き
女
子
労
働
者
の
賃
銀
全
料
を
要
約
す
れ
ば
女
の
如
く
で
あ
る
。

角。
A
せ

32，808 

3，497 

5，443 

*乙白業種に拘いてはその

ヰ均賃践は最低生活費以

上である

1 標準務働岨働

いて最低生活

費を得ない努

倒靖

2.同上

(平均賃輯が

時間丹労働に

よって最低生

活以上に膨脹

している業績

における)

3 摂時間勢同り

7ニめに最低生

活費以下の牧

入じかない努

働者*

4 時間外傍働の

故じ最低生活

費以上告?得て

いる勢働者問

ブu
プミ

第
プ守

蹴

制この業簡に布いては平均

賃韻は最低生活費以下で

ある

一
九
三
五
年
十
月
政
府
調
茶
の
劃
象
と
な
っ
た
織
物
産
業
に
働
い
た
六
五
、

0
0
0人
以
上
の
久
子
労
働
者
(
一
入
麓
以
上
)
が
ラ

ウ
ン
ト
リ
ー
の
最
低
生
活
費
以
下
の
賃
銀
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
六
五
、

0
0
0人
と
い
え
ば
政
府
調
蒼
白
封
象
と
な

っ
た
織
物
産
業
の
卒
女
子
労
働
者
(
一
八
歳
以
上
)
の
三
七
%
で
あ
る
。
と
白
比
率
を
織
物
産
業
に
働
い
て
い
る
一
八
歳
以
上
白
金
女

子
努
働
者
に
誼
則
す
る
ー
と
す
れ
ば
、
そ
の
教
は
二
ニ

O
、

0
0
0人
以
上
と
な
り
、
こ
れ
だ
け
の
女
子
労
働
者
が
最
低
生
活
費
以
下

泊

目
牧
入
し
か
得
℃
い
左
か
っ
た
事
に
在
る
の
で
あ
る
。

織
物
産
業
の
今
日
の
歌
態
(
一
九
二
一
八
年
は
じ
め
)
は
、
よ
く
て
一
九
三
五
年
十
月
と
同
様
で
あ
る
。

れ
て
い
る
約
一
五
弘
、

0
0
0人
の
労
働
者
、
卸
ち
成
年
労
働
者
の
約
四
介
白
一
が
ラ
ウ
ン
卜
リ
1
の
最
低
生
活
費
す
ら
得

τ
い
な

幻

い
と
い
う
我
々
の
判
断
は
今
日
も
倫
正
し
い
の
で
あ
る
。

E 

食
料
飲
料
及
び
タ
パ
ヨ
産
業
に
恥
け
る
賃
銀
と
生
計
費

そ
し
て
織
物
産
業
に
雇
傭
さ



一
九
三

O
年
D
生
産
調
査
牛
占
れ
ば
、
と
の
産
業
白
小
企
業
に
雇
傭
さ
れ
て
い
た
労
働
者
の
百
分
比
は
ご

O
M
A
で
あ
ワ
た
。
弐
の

業
種
で
は
そ
白
比
率
は
左
白
語
り
で
あ
古
た
。

巴
〉
E
4
6争也
VM柿
F
U

嗣
覇

日

V
F
J川

τか
羽
車
軸
巴
盟
ゅ

の
目
E
E
-
-
H目
別

指

渓

回
目

m
E
B
&
M
U
G
E
M
m
E品
。

勾

渓

〉

E
停止
3
m
g
n
E
F
a
n
-

当

渓

H
I

剛
円
筒
白
河
E
W
J
出
口
品
開
制

E
4
4
c
F・目
v
b
e

と
と
ろ
が
一
九
三
五
年
十
月
白
政
府
白
調
主
に
と

b
あ
げ
ら
れ
た
小
企
業
白
比
率
は
夫
々
七
%
、

っ
た
白
で
あ
る
。
攻
。
一
一
一
種
由
業
績
に
長
け
る
、
小
企
業
と
他
白
企
業
と
の
闘
の
賃
銀
差
は
次
の
諮
り
で
あ
っ
た
。

日
蹄
記

t
r
g湘
申
告
知
芯
園
周
獄

的、d
l

、、
λhyh戸

% 

一
三
%
に
す
苦
な
か

。EE
E
E百
四

∞E
h
E
P目
u

凶h

∞ 

回。

d
z
w
m時
国
ロ

H5

回
忌
邑

B
h
m
S同

E
え
R
Z
S
0
4

m
E
E
E自
民

(
)
問

FAW周
回
巴
ロ
μ
肌

冨
5
2
t
B
L
Z
E宮
内
同
省
柏
戸
陣
内
可

∞
】
ベ
ロ
炉
】
戸
出
周
回
印

-
F
q
p
E切

。
む也

'" 

E 

。

E 

崎益

UAm 
印
叶

]
E

同
居
合
唱
E
E
L
E
L
J
勺

き

同∞ 

イ
ギ
泊
9

ス
勢
倒
階
組
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
十
八
巻

二
九
七

事
~ 

致



イ
ギ
w
y

守
内
野
働
階
級
窮
乏
他
。
一
断
面

第
六
十
凡
巻

コh，
"巳

第
六
蹴

四

グ
チ
ス
キ
ー
は
政
府
調
査
が
小
企
業
D
と
り
あ
げ
方
が
非
常
に
少
か
っ
た
鮪
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
批
判
を
行
う
て
い
る
。

l
l

そ
の
一
重
要
性
に
相
応
す
る
程
度
ま
で
小
企
業
主
包
括
じ
て
い
た
な
ら
ば
、
全
努
働
者
の
平
均
賃
銀
は
政
府
統

計
に
表
わ
れ
た
も
の
よ
り
相
世
田
低
く
な
ヲ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
政
府
調
夜
が
と
hv
あ
一
げ
た
小
企
業
は
、
多
く
は
、

「
若
し
政
府
調
査
が
、

疑
も
な
〈
、
小
企
業
の
中
で
千
均
よ
り
高
い
賃
銀
が
支
捕
わ
れ
て
い
る
白
も
の
で
あ
る
P

調
蚕
白
劃
象
と
な
ら
左
か
っ
た
、
報
告
白

な
い
小
企
業
白
中
に
は
、
調
査
さ
れ
た
小
企
業
よ
り
、

よ
り
ひ
ど
い
苦
汗
産
業
が
多
い
の
で
あ
る
。
か
く

τ我
々
が
政
府
調
官
官
の
研

あ究
るm 由込
」山"ら

と 4尋
。る

会

結
果
は

ラ
ウ
日

dAリ
1
最
低
生
活
費
以
下
白
賃
銀
を
得
て
い
る
労
働
者
数
は
資
際
よ
り
少
く
示
さ
れ
て
い
る
白
で

さ
て
政
府
調
賓
の
一
不
す
産
業
の
干
均
賃
銀
は
一
一
一
歳
以
上
白
男
子
六
三
シ
リ
V
グ
八
ペ
ン
ス
、

一
~
八
歳
以
上
の
女
子
コ
一
二
シ
リ
ン

グ
一
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
(
#
柔
荷
別
の
平
均
賃
銀
じ
つ
い
で
は
、
国
自
由
R
自
色
者
一
。

-F
唱・

2

|
宮
参
照
)
。

政
府
調
官
賞
。
劃
象
と
な
っ
た
一

O
人
以
下
白
小
企
業
に
働
い
て
い
る
労
働
者
三
、
七
二
二
人
白
う
ち
、
時
間
外
労
働
で
最
低
生
活

費
以
上
乞
得

τ
い
る
も
の
を
除
外
す
れ
ば
、
一
二
、

O
六
一
二
人
が
最
低
生
活
費
以
下
の
賃
銀
し
か
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
サ
イ
ダ
ー

業
で
は
時
間
外
労
働
D
高
い
比
率
の
故
に
白
み
平
均
賃
銀
は
最
低
生
話
費
を
と
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
棋
準
労
働
遡
働
け
ば
最
低
生
活
費
を
う
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
短
時
間
労
働
D
た
め
巴
最
低
生
活
費
を
得
る
事
白
出
来
左
い

海
山
の
成
年
男
子
労
働
者
が
い
る
D
で
あ
る
n

次
頁
表
を
日
見
主
。

Mn 

ラ
ウ

y

ト
リ

1
最
低
生
活
費
以
下
D
成
年
男
子
第
一
働
者
は
合
計
三
六
瓦
の
右
白
表
。
過
し
り
と
な
る
い

¥ 



短時間努働
をしている
勢働者の数

短時間勢
倒渚白百
分比

367¥ 3.3 Grnin milli:ng事

227 6.3 Cattle and poultry foods 

107 2.1 
G m皿 rnilling，cattle， etc， 

(not separately distigllish) 

864 3，7 Bread and-flour confectionery* 

72 2，2 Bread and flour cuufectiunery紳

180 2.2 
r 

Biscuits 

386 12，2 S，可garconfectionery 

685 27，4 Jam and fruit preserving 

84 6，8 Chocolate and sugar 、confechonery，etc. 

97 2，1 Bacon， hanl， etc. 

川
出
、
剖

1

j

 

16j) Fish curing 

9，8 Other meat~ 此c" preservmg 

709 8，7 Butter， cheese， etc. 

か
く
て
一
九
一
ヂ
一
五
年
十
月
、
政
府
の
調
斉
射
象
と
な
G
た
工
場
に
ゐ
い

τ

ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
以
下
の
牧
入
し
か
な
か
ヲ
た
と
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

子
労
働
者
の
七
%
に
世
田
る
。
従
円

J

て
と
の
比
率
一
主
食
料
、
飲
料
、

イ
ギ
刃
ス
第
働
階
融
窮
乏
化
町
一
断
面

3β 2.5 Mllgur亙'"
90 22.4 Pickles， spices， etc 

507 6，4 Other food， etc. 

84 3，3 B置alting

120 

762 

92 17.o 

432 11.3 Bottling of beer， wines， etc 

773 6，8 Other arink， etc. 

6，921 

帥 9人以下雇傭凶工場

J. KllCZyllSki， ibid.， p. 63 

5，0 

26，4 

前 10人以上雇傭o工場

一
O
、
0
0
0人
以
上
白
成
年
男
子
労
働
者
が
ラ
ウ

第
六
寸
八
巻

九
プb

Distil1ing， etc. 

Mineral and aerated wate円

Mineral and aerated waler** 

一
O
、
。
。
。
人
は
、
政
府
調
査
白
工
場
の
成
年
見

タ
ハ
コ
産
業
に
賞
際
に
雇
傭
さ
れ
て
い
た
成
年
男
子
労
働
者
組
敷

第、-ハ披

五



イ
ギ
'
ス
勢
働
階
紐
窮
乏
化
白
一
断
面

3，502 

1.標準野岡週間

いて最偲生活

費を得る事。

出来ぬ努働者
明

か
ら
で
あ
る
)
。

994 Grain milling・
36 事*" 

知時間傍働の

士めに最低生

活費l:'得られ

ない野働者

E 6，105 TIread llnrl何OUT C四 lfectionery*

6，921 773 申唱院

" 
838 Sugar ma.king and refining 

第
六
十
凡
巻

一ニ

0
0

第
六
按

大

0
0
0人
も
の
成
年
男
子
労
働
者
が
ラ
ウ
ン

1
リ

1
最
低
生
活
費

部

以
下
の
牧
入
し
か
得
な
か
っ
た
事
が
分

Z
D
で
あ
る
。

に
趨
刑
す
る
と
す
れ
ば
、

一九、

女
子
努
働
者
を
考
察
し
よ
う
。

うた。 女
子
労
働
者
白
収
入
が
最
低
生
活
費
忙
及
ば
な
い
業
種
と
そ
の
女
子
労
働
者
数
は
弐
の
遁
り
で
あ

(ι
の
中
仁
は
平
均
賃
銀
炉
=
九
シ
U
Y
グ
九
回
ヘ
シ
ス
の
女
平
最
低
生
活
費
に
等
レ
い
業
種
が
一
つ
含
主

れ
て
い
る
。
相
営
数
の
小
企
業
が
包
含
さ
れ
る
な

ι、
平
均
賃
銀
は
疑
ち
な
〈
最
低
生
活
費
以
下
に
な
る
で
あ
ろ
う

6，;100 

945 

Jam aud fruit preserving 

Bacon， ham， etc 

1，199 Fish四 rmg

2，013 Other meat， etc目， p'田町vmg

1，687 Butter， chee:.e. etc 

243 Ma<区arln

112 

9;336 

16 

731 

V Int;gar brewin官

PickJes， spices， etc. 
J 

Other food， etc. 

878 

178 

Malting 

Brewing 

Cider 

Mineral and aerated water歯車 1，312 

135 

2，790 

1，193 

2，068 

39，682 

曹司ド

" 
Boitling of beer， wines， etc. 

Brewin日 andbotting combined 

Other drink， etc 

• 10人以上自工場

時 9人以下山工場

J. Kuczynski， ihid.，. pp目 64-65



こ
の
中
に
も
七
‘

失
の
一
業
綬
に
恥
い
て
は
多
く
の
時
間
外
労
働
者
が
い
る
た
め
に
平
均
賃
銀
は
ラ
ウ
ン
ト
リ
l
段
低
生
活
費
を
超
泊
し
て
い
る
が
、

勢働者 最低生活
/ーー』一、 主主以下の

偶 数 時 間外野収入の野
働事星主 倒渚

183 

時間外
勢働者
白胃分

上巳

八
九

O
人
目
最
低
生
活
費
以
下
の
労
働
者
が
い
る
の
で
あ

Z
。
上
掲
去
の
諮
り
で
あ
る
。

共
忙
平
均
賃
銀
位
最
低
生
活
費
以
上
だ
が
短
時
間
努
働
白
た
め
に
最
低
生
活
費
以

下
の
賃
銀
し
か
得
で
い
危
い
業
種
と
努
働
者
数
は
弐
表
白
如
〈
で
あ
る
。

445 628 29.1 Cereal f ood.s;， etc. 

339 231 570 40.6 CattJe and pouHry， etc. 

263 147 410 35'.9 <;irn皿 milling，伺ttle，etc. 

4~973 

1，870 

7，8¥:1り

イ
ギ

9
ス
捗
働
階
担
窮
乏
化
四
一
断
面

い
な
か
ヨ
た
の
で
あ
る
。
三
二
、

0
0
0人
は
政
府

調
茶
の
食
料
品
等
産
業
白
金
女
子
労
働
者
(
一
八
歳

以
上
)
白
約
三
七
%
で
あ
る
。
も
し
と
の
比
率
を
食
料
品
等
産
業
忙
属
怖
さ
白
い
て
い
る
全
女
子
労
働
者
(
一
八
章
以
上
)
に
適
用
す
る

第
六
十
八
巻

3，4-80 

4，012 

34，072 6，202 

2，142 

8，472 41.3 

53.4 

Sugo.r confect，ionery 

Chocolate and sugar， elc 

と
の
外
標
準
労
働
週
刊
じ
は
ラ
ウ

y
ト
リ

1
最
低
生
活
費
を
得
ら
れ
な
い
が
、
時
間

外
勢
働
を
す
る
た
め
に
、
と
の
最
低
生
活
費
以
上
を
得
て
い
る
多
〈
の
日
労
働
者
が
い

る
。
彼
女
等
の
総
数
は
一
五
、
八
二
二
人
で
あ
る
。

J. Klじめm;ki，iLid.， p. 05 

協時間
努叫者
の敷

355 

48 

4.49 

以
上
白
女
子
労
働
者
の
藷
資
料
を
綜
合
す
れ
ば
弐

頁
表
の
通
り
で
あ
Z
。

46 

問時間勢
働者の百
舟比

1.1 

5.0 

一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
調
査
の
封
象
と
な
っ
た

食
料
等
産
業
に
沿
い
て
、
約
=
二
一
、

0
0
0人
以
上

3.2 

の
女
子
勢
働
者
(
一
八
歳
以
上
)
が
ラ
ウ
V

ト
リ

1
氏

Cocoa and chocolate 

陀
土
台
て
猫
立
の
生
、
活
を
維
持

f
る
陀
必
要
で
あ
る

BisαJ1ts 

Distilling， etc 

と
見
倣
さ
れ
た
最
低
生
活
費
以
下
白
収
入
し
か
得
て

O 

第
六
競

七



イ
ギ
ヲ
ス
勢
働
階
扱
窮
乏
品
四
一
昨
断
面

第
六
十
九
巻

2 

O 

帯
占
ハ
瞳

ノ、

39，682 

7，890 

449 

15，822 

期ζp業 種 で は 平 均 賃 担

は最保生活費以上であ

る

付こ P 業種では平均賃銀

は最低生活費以下であ

る

1 標準苦手働週で

最侠生活費を

得 ιれない勢

働者

Fごと

い ず
なれ
かば、
てコ
た そ
事 D

に 数 〆 2.向 上
なは (時間丹労働

手会 のために平均

る 1 質調が最低生

あ O 惜費以上にな

る...00 っている商業

。山O 種における)

人
と

な
り

3 規時間勢働の

ために最低生

活費者?得られ

ない掛働者*

時間外努聞の

故に最低生活

費以上を得で

い。努働者H

4 

こ
れ
だ
け
の
女
子
労
働
者
が
ラ
ウ
シ
ト
リ
1
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得

一
九
三
五
年
十
月
以
降
の
欣
態
は
ど
う
鑓
化
し
た
か
。
一
九
三
七
年
三
月
ま
で
の
聞
に
、
食
料
・
飲
料
・
タ
バ
コ
産
業
の
勢
働
者

叫

の
扶
態
は
幾
分
悪
化
し
た
と
言
っ
た
方
が
安
全
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
も
矢
張
り
遜
分
悪
化
し
た
と
結
論
し
う
る
の
で
あ
る
。

S

建

築

産

業

に

長

け

る

賃

銀

と

生

計

費

一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
調
査
の
建
築
蜘
に
烏
け
る
男
子
労
働
者
(
一
一
一
歳
以
上
)
の
平
均
遇
措
貝
銀
は
上
掲
白
通
り
で
あ
っ
た
。

ア
5

6

一
建
築
労
働
は
重
労
働
で
あ
る
か
ら
そ
の
最
低
生
活
費
は
通
常
白
労
働
陀
二
シ
リ
ン
グ
を
加
え
た
五
三

Z
山

川

町

一

シ

リ

ン

グ

三

ベ

ン

ス

と

す

べ

き

で

あ

ιhr

負鰯官

2 

6 56 

61 

築

公共事業
請負

建
築
労
働
に
う
い
て
は
「
建
築
産
業
全
国
合
同
曾
議
」

2
5自
己

T
E
C
S
E
Z
F。
F
E
Z

FEmm弓
)
の
費
料
に
よ
ろ
う
(
己
・
巴
『
包
E
m
m
c『
臣
号
E
E
E仏

p
q
g
m
m伊

丹

E
C内
耳
両
日
、

]
F
c
E
E

建



官
官
5
4・
E
a
s。
一
九
三
七
年
十
二
月
の
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
は
五
六
シ
リ
y
グ
六
ペ
ン
ス
と
な
る
か
ら
、
建
築
産
業
の
そ
れ

不罰点東努働者と土方
シリ μグベoス

{ :時
1 

熱線苦手働者
シリ J グヘ oス

{17 
1 

カ事ら

，，
 t

a
4
 

2

1

 
ー

カ詞ら
2士

ll~ 
カ》ι

2t 
。

カBι
21 

1主士

J 0 

1 1 

かι
7 

3， 
かb

7 

31' 
か色

ケ

4 

カ〉ら
7 

3 

Northern C01mties R弔問l

North-Western Region 

Yorkshire Region 

Midland Region 

イ
ギ

9
ス
労
働
階
紐
窮
乏
化
の
一
断
面

から
2! 

11是

かち
7 

Eastern Countries Region 

カ'ι
21-

11ま

カ・ら

3， 
7 

3占

SouthべV田 ternRegion 

カ冶r，

2時
か色

7 

South Wales. and 
Mormollthshire Region 

London Region 

31 

g 

1 

frorn 12 rrilles circJe to 
outeτLondon Loundy 

J. Kucz-ynskiJ Hunger and Work~ p. 70 

1 

8， 
8 

1 

1 

w ithin 12 mile5 circle 第
六
+
八
巻

は
五
八
シ
リ
ン
グ
六
ベ

y
ス
と
な
る
。
週

標
準
労
働
時
聞
は
四
四
時
間
の
と
と
ろ
と

四
六
時
間
三

O
分
の
と
こ
ろ
と
あ
る
か

ら
.
時
間
賃
銀
と
し
て
算
出
す
れ
ば
前
者

一
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
，
後
者
の
一
シ
リ

ン
グ
三
ペ
ン
ス
と
在
る
。

さ
て
前
掲
養
料
忙
よ
れ
ば
一
九
三
七
年

の
各
地
方
に
恥
け
る
時
間
賃
銀
奉
仕
上
白
、

議
り
で
あ
る
。

不
熟
練
労
働
者
及
び
土
方
は
何
れ
白
地

帯
、
何
れ
の
地
域
忙
沿
い
て
も
ラ
ウ

y
ト

リ
l
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
る
ロ
多
く
白

地
帯
で
は
週
一
二
時
間
の
一
時
間
外
畑
町
働
を

や
っ
て
も
木
熟
練
勢
働
者
や
土
方
は
備
最

、

低
生
活
費
以
下
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
建
築

産
業
白
労
働
者
一

O
O寓
人
以
上
白
約
牛

第
六
韓

= 
O 

= 
ブb



イ
ギ
，
ス
勢
働
階
級
窮
乏
化
の
一
献
酉

第
六
十
八
巻

=一
O
回

第
宍
抽
出

四
O 

分
は
不
熟
練
努
働
者
と
土
方
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
数
は
五

O
寓
で
あ
る
。
と
の
う
ち
時
間
外
労
働
に
上
っ
て
辰
低
生
活
費
以
上
を
得

て
い
る
努
働
者
を
差
引
け
ば
、
約
四
五
寓
人
白
不
熟
練
及
び
土
方
D
建
築
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
費
を
得
て
い
な
い
こ

と
と
な
る
の
で
あ
み
。

熟
練
職
種

(mZEE-R)
に
晶
け
る
最
低
生
活
費
を
得
な
い
短
時
間
労
働
D
労
働
者
及
び
様
準
労
働
週
働
い
亡
最
低

生
活
費
を
待
る
事
の
一
出
来
な
い
多
〈
の
熟
練
労
働
者
或
ほ
字
熟
練
労
働
者
が
い
る
か
ら
、
と
れ
を
加
え
れ
ば
合
計
約
五

O
高
人
の
建

築
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
の
最
低
生
活
費
以
下
の
一
所
得
し
か
待
て
い
左
い
事
と
な
る
り
で
あ
恥

運

職

業

に
k
d

け

る

賃

銀

と

生

計

費

と
の
外
、

7 
A 

銭

道

一
九
三
七
年
=
一
月
二
一
固
に
絡
る
一
週
間
白
政
府
調
茶
白
勢
働
扶
札
。

と
の
時
白
ラ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活
費
は
五
三
シ
リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
で
、
畿
道
労
働
は
重
労
働
で
あ
る
か
ら
二
シ
リ
ン
グ
加
え
℃

五
五
シ
リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
と
在
る
。

と
と
ろ
で
政
府
調
査
白
劃
象
と
た
っ
た
銭
遣
労
働
者
の
う
ち
約
一

O
八
、
九
ム
ハ
七
人
が
一
九
三
じ
年
一
二
月
末
に
沿
い
て
、
ラ
ウ
ン

明

ト
リ

1
最
低
生
活
以
下
白
所
得
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
コ
一
七
年
末
に
恥
い
て
は
約
二
一

O
、

0
0
0人
の
一
畿
道
労
働
者
、
即
ち
政
府
白
調
査
封
象
と
な
っ
た
畿
道
労
働
者
。
四
分
白

一
以
上
が
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得
て
い
&
か
っ
た
白
で
あ
る
。
と
の
一
比
率
を
全
鍛
造
労
働
者
に
遁
用
す
る
と
す
れ
ば
そ
白

致
は
一
七
五
、

0
0
0人
と
在
る
の
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
に
在
っ
て
畿
道
労
働
者
の
妹
態
は
、

一
九
三
七
年
後
半
期
白
生
計
費
田
町
騰
の
た
め
に
何
等
改
善
さ
れ
て
い
な
い
の
で
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運

途

及

び

倉

庫

業

乙
れ
に
闘
じ

τは
一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
調
事
〆
一
番
い
い
。
と
白
産
業
白
平
均
所
得
は
男
千
(
一
一
一
歳
以
上
)
六
九
シ
リ
ン
グ

一
ペ
ン
ス
、
女
子
(
一
八
歳
以
上
)
一
三
一
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
で
あ
ワ
た
の

(
各
業
種
別
り
平
均
賃
銀
に
つ
い
て
は
]
・
同
z
E
W
E
F
国
E
唱叫

自
己
当
日
F
回
以
・

8
参
照
)
。

と
の
産
業
の
努
働
は
勿
論
重
努
働
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
最
低
生
活
費
は
男
女
夫
々
五
三
シ
リ
ン
グ
ご
一
ペ
ン
ス
、

三
一
シ
リ
ン
グ
九

ベ
ン
ス
で
あ
る
o
f

男
子
山
労
働
者
で
平
均
牧
入
が
最
低
生
活
費
以
下
の
業
種
は
全
然
存
在
し
な
い
が
、
短
時
間
努
働
の
た
め
に
最
低
生
活
費
を
得
る
事

の
同
系
な
い
労
働
者
は
津
山
い
る
。
，
次
の
遁
り
で
あ
る
。
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司
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9

五
、
六
九
一
人
が
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
る
が
、
と
れ
ば
政
府
調
茶
の
成
年
男
子
運
轍
等
労
働
者
白
約
三
忽
で
あ
る
。
と
れ
を
運

イ
ギ
，
ス
勢
働
階
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窮
乏
化
白
一
断
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第
働
階
紐
窮
乏
化
の
一
断
面

轍
倉
庫
業
に
働
く
金
成
年
男
子
努
働
者
に
趨
周
す
る
と
す
れ
ば
、
ご

O
、

0
0
0人
以
上
の
成
年
男
子
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
り

1
最

低
生
活
費
以

τ白
所
得
し
か
得
て
い
な
い
と
と
と
な
る
白
で
あ
る
。

第
六
十
八
巻

=一
O
大

第
占/、
競

四

女
子
労
働
者
に
目
を
轄
じ
主
ラ
。

三
つ
の
業
種
に
沿
い

τ女
子
労
働
者
の
平
均
週
賃
銀
が
最
低
生
活
費
以
下
で
、

L
L
D
数
二
、
三
八
一
ん
で
あ
る
。
と
の
う
ち
六
三

四
人
は
時
間
外
労
働
を
す
る
事
に
よ
っ
て
最
低
生
活
費
以
上
を
得
て
い
る
。

共
に
短
時
間
労
働
白
た
め
に
最
低
生
話
費
以
下
の
収
入
白
労
働
者
が
い
る
業
種
が
あ
る
。

E

女
の
如
く
で
あ
る
。

商
事
冨
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凶
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以
上
の
如
く
政
府
伯
調
交
樹
象
と
な
ワ
た
と
の
産
業
の
一
、
八
三
四
人
の
女
子
努
働
岩
が
ラ
ウ
ジ
ト
リ

I
最
低
生
話
費
以
下
泊
所

得
し
か
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

と
れ
は
政
府
調
査
り
と
り
産
業
白
金
野
働
者
の
(
一
八
歳
以
上
)
一
一
一
四
%
で
あ
る
。
己
白
比
率
を
と
白
産
業
比
雇
傭
さ
れ
て
い
る
杢

骨
@
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以
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の
所
得
し
か
符
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」
九
三
五
年
十
月
以
降
の
労
働
吠
誌
は

εう
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
三
七
年
五
月
に
至
る
ま
で
の
賃
銀
の
増
加
及
び
三
七
年
五
月
以

降
白
一
一
厨
の
増
加

(
Q・
昌

5
5
4内

F
E
L
t
F冨
4
5
8
)
に
も
か
か
わ
ら
や
、

b
p
た
め
に
、
こ
れ
か
の
産
業
に
沿
け
る
労
働
欣
態
は
今
日
(
一
九
三
八
年
は
じ
め
)
決
じ
て
改
善
さ
れ
℃
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
て
一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
調
官
ー
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
今
日
も
倫
正
し
い
白
で
あ
弘
。 一

九
三
七
年
中
位
念
激
に
昂
騰
し
た
生
計
費

全
般
と

公

袋

事

業

D

賃

銀

と

生

計

費

一
九
三
五
年
白
政
府
調
奈
の
公
益
事
業
に
お
け
る
男
女
労
働
者
の
平
均
週
賃
銀
は
左
の
通
h

り
で
あ
る
。

と
と
で
事
業
を
し
な
い
地
方
厩
の
男
子
努
働
者
は
平
均
的

上

U
R

以
子

7

歳
女

l

四
回
一
一
J
t

21議以上白
男子

シグ

4 24 

ヘシ
ス

2 

E 
7 

10 

2 

< 
U 

63 

ガス供給業

地方醸のもの

28 

21 

24 

27 

9 

5 

6 

8 

64 

58 

63 

67 

他

地方自寄りもの

イ也

地方臆りもの

業

の

道

。
電無供給業

其

ヌk

其

イ
ギ

wd
ス
第
曲
階
組
窮
乏
化
時
一
断
面

4 24 7 68 他の其

3 28 2 地方隠(事業を Lないも四) 53 

2 28 10 57 -

に
は
最
低
生
活
費
五
一
シ
リ
シ
グ
三
ベ
シ
ス
よ
り
一
シ

H
Y

グ
一
一
ペ
ン
ス
高
い
が
(
一
九
三
五
年
十
月
三
間
も
な
く
生

J. Kuczynski， ibid.， p. 79 

計
費
が
昂
騰
し
て
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
侭
生
括
費
は
五
六
シ
リ

ン
グ
六
ベ
ジ
ス
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
賃
銀
率
は
叫
%
上

っ
た
だ
け
可
生
清
費
の
昂
騰
に
及
ば
左
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
一
膝
と
れ
を
一
九
=
一
五
年
十
月
四
そ
れ
と
見
倣
し
て

考
え
れ
ば
決
白
如
く
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

政
府
調
査
の
針
象
と
な
っ
た
、
事
業
主
や
ら
な
い
地
方
臆

で
働
い
て
い
た
帥
労
働
者
は
一
九
三
五
年
十
月
で
総
数
ご
二
八
、

の
二
七
人
で
あ
台
た
。
と
の
う
ち
か
ら
時
間
外
労
働
に
よ
ヲ

事
六
十
八
巻

三

O
七

第
六
腕

四



イ
ギ
U
J

ス
簿
価
階
紐
窮
乏
化
の
一
断
面

一ニ

O
凡

て
最
低
生
活
費
以
上
宇
一
得
て
い
た
勢
働
者
主
義
引
い
た
二

O
二
、
二
九
五
人
が
ラ
ウ
ン
ト
リ

l
最
低
生
活
費
以
下
在
得
て
い
た
事
に

な
る
‘
と
。

第
六
「
凡
巻

第
六
擁

皿
四

と
の
外
、
楳
準
努
働
週
働
け
ば
最
低
生
活
費
以
上
で
あ
る
が
、
短
時
間
労
働
の
た
め
に
と
の
最
低
生
活
費
肴
得
る
事
白
出
来
な
い

業
種
と
努
働
者
が
あ
る
。
十
江
の
題
り
で
あ
る
。

勢
数

問
白鶴問時間勢倒

弐の比率

808 

620 

1，116 8.5 

他

地方踏のも四

2M 

900 

3，698 

5.8 {由り其

か
く
て
合
計
二

O
六、

0
0
0
人
の
労
働
者
が
一
フ
ウ
ン
ト
リ

l
最
低
生

活
費
以
下
白
牧
入
い
か
左
か
っ
た
白
で
あ
る
。

と
れ
は
政
府
調
官
官
。
成
年

J. Kuczyn51d~ ibid.， p. 81 

と
白
比
率
を
と
り
事
業
に
雇

傭
さ
れ
て
い
る
杢
成
年
男
子
勢
働
者
に
週
刑
す
る
と
す
れ
ば
、
二
六

O
、

0
0
0人
の
成
年
男
子
労
働
岩
が
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
な
か
ワ

3.3% 

1.5 じっ

業

::l.O 他o 

電気供給業

男
子
公
益
事
業
労
働
者
白
五
五
%
に
な
る
。

た
事
と
在
る
白
で
あ
る
。

女
子
努
働
者
は
す
べ
て
平
均
週
賃
銀
は
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
(
二

九
シ
リ
Y

グ
九
ペ
ゲ
ス
)
以
下
で
あ
る
。

あ
る
業
種
で
は
時
間
外
労
働
を
や

っ
て
も
最
低
生
活
費
を
う
る
事
が
問
来
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
弐
白
業
種

で
は
、

時
間
外
労
働
に
主
う
て
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
費
以
上
の
所
得

ガス供給事業

地方醸のもの

卦

痘

其

を
得
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
攻
頁
表
の
如
く
で
あ
5
0

女
子
労
働
者
放
は
一
五
、
九
六
七
人
だ
か
ら
、
と
れ
か
ら
二
、

7k 

一
六
八
人
を
引
い
た
一
五
、
九
六
七
人
の
女
子
労
働
者
が
ヲ
ウ
ン

f
リ
l
最
低
生
括
費
以
下
白
所
得
し
か
得
て
い
な
か
う
た
の
で
あ
る
。
と
れ
は
政
府
白
調
査
劉
象
と
な
ヲ
た
と
の
事
業
D
女
子
労
働
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者
数
の
八
八
%
に
首
る
。
も
し
こ
の
比
率
を
こ
む
事
業
白
金
女
子
労
働
者
数
(
一
八
歳
以
上
)
に
趨
用
す
る
と
す
れ
ば
約
三

O
、

o
c

n
 

oλ
の
女
子
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ

l
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
を
得
て
い
た
事
に
在
る
D
で
あ
る
ロ

一
九
三
五
年
十
月
以
降
の
勢
働
扶
態
は
改
善
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
悪
化
し
た
。
そ
し
て
今
日
、

日

費
以
下
の
所
得
の
女
子
努
働
者
の
比
率
は
ゐ
モ
ら
く
九

ovm以
上
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

ラ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活

g 

煉
瓦
、
陶
器
、
ガ
ヲ
ス
、
化
皐
等
産
業
の
賃
銀
と
生
計
費

随

一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
白
調
査
に
よ
れ
ば
こ
の
産
業
の
平
均
週
賃
銀
は
男
子
(
一
一
一
歳
以
上
)
六
三
シ
リ
ン
グ
、

女
子
(
一
八
歳

以
上
)
二
九
シ
リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
(
各
業
種
別
的
平
陶
賃
銀
に
つ
い
て
は
出
口
品
耳
目
晶
君
。
内
F
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品
世
間
三

と
こ
ろ
で
と
白
産
業
の
う
ち
弐
の
業
種
は
兎
労
働
で
あ
る
か
ら
そ
D
最
低
生
活
費
は
普
過
労
働
(
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邑
E
Z
4
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に
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。
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2四
富

ゐ

目

E
百
四

足
自
拘
置
】

OH同
司

罰

2
3
m

O
F耳
目
色
自
己
品
目

E
。}阿

-
o
v
a
E
a百
一
問
、
伶
向
。
.

⑦
再
開

2
・
自
己

noErRMME。
盟
問
。
時
制
ず
。

40

師
事
合
町
議
冨
雄
色
刷

h
v
R

同。・。
c
a
E
 

凶

@
同・∞ω・凶

叫
・
凶

同
a
印

凶・。
恥
・
回

】
例
区
白
河
E
r
J
F
E
J
-
v・
∞
。

酒
器
F謀
議
採
白
陣

企

F

・。釦。

]
「
。
抑
制

島
守

一
戸
②
]
戸

六
、
七
八
四
人
は
政
府
白
調
査
針
象
と
な
っ
た
男
子
労
働
者
数
(
一
二
歳
以
上
)

D
約
削
%
に
営
る
。
も
し
と
の
比
率
を
と
れ
ら
白

産
業
に
雇
出
札
さ
れ
て
い
た
二
一
歳
以
上
白
金
男
子
労
働
者
数
に
遁
肘
す
る
と
す
れ
ば
、
一

O
、

0
0
0人
以
上
回
男
子
労
働
者
が
ラ

ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
と
と
と
な
る
白
で
あ
る
。

¥
 



女
子
勢
働
者
を
見
上
う
。

女
子
白
賃
銀
は
男
子
上
り
遥
か
に
悪
〈
、

大
多
数
の
業
積
陀
お
い
て
、
平
均
週
賃
銀
は
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
る
。

弐
表
白
如
〈
で
あ
る
。

1，727 Bricks and tiles (not gIazed)副C

10，245 Earthenware， chilla， 1サrcelain，terra-cotta， etc. 

2，930 GlaS5 manufactl1re， indudfof!， ¥Xバtles

860 1王eo，vychemical nmnufacture， ，etc 

8，643 Drugs and fine chemicals 

686 :Fertilisers disinfectants， glue， size， etc 

334 

1，882 

430 

45 

27，782 

し
か
し
乍
ら
、
と
白
う
ち
、

i
、

O
O五
人
は
時
間
外
労
働
陀
ょ
っ

Other-chemicals 

Paint， ~olour， varnish， wbite lead， etc目

Animal iat 凹 tracting，etc 

Mineral oil refining 

て
ラ
ワ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
賓
以
上
白
所
得
を
得
て
い
る
白
で
あ
る
。

他
方
、
平
均
賃
銀
は
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
費
以
上
で
あ
る
が
、
た

j， Ku白 ynski，ibid.， pp. 86-87 

だ
そ
れ
は
莫
大
な
時
間
外
労
働
白
た
め
に
そ
う
た
る
白
で
あ
っ
て
、
標

準
勢
働
時
間
及
び
短
時
間
労
働
の
場
合
に
は
と
白
最
低
生
活
費
以
下
と

な
る
三
業
種
が
あ
る
。
そ
れ
は

ω爆
薬
・
弾
薬
ゆ
色
々
。
泊
抽
出
と
精

政
府
に
よ
う
て
調
査
さ
れ
た
ー
と
れ
ら
由
業
種
に
は
二
、

製
で
あ
っ
亡
、

六
六
一
人
の
女
子
労
働
者
(
一
八
歳
以
上
)
が
い
て
、
モ
白
う
ち
て
六

四
三
人
が
ラ
守
ン
ト
リ
-
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得

τい
左
か

っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
弐
の
業
種
で
は
、
標
準
労
働
週
働
く
場
合
は
ラ

ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活
費
以
上
だ
が
、
短
時
、
間
労
働
の
た
め
に
最
低
生

活
費
を
得
る
事
の
出
来
な
い
津
山
白
女
子
労
働
者
が
い
る
の
で
あ
る
。

弐
の
通
り
で
あ
る

Q
-
同
州
届
白
日
百
m
r
h
u

出

E
m
R
E
-
-
君。

F
中
旬
)
。

イ
ギ

B
ス
時
働
階
融
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
十
人
春

第
六
競

四
七



イ
ギ

g
ス
勢
働
階
紐
窮
乏
化
白
一
断
面

。F耳
目
肖

L
E
M
a
n
H
4
目
印
刷
E
P
2
P

E
-
E
-
B
g
E
z
r
a
z
F
見
F

∞
。

ω旬
、
庭
向
回
円
四
一
戸
。
旬
、
傍
白
島
四
日
日
可
。
。
同
M
M
M
何

回
F
n
h
w目
。
旬
。
]
固
い

V
出

F
W
E
Eロ
『
位
。
四
回
目

冨
兄
島

E

E
P
E
s
-
E自
立

E
Z
O白
色
島

2
0

第
六
十
八
巻

高
一
帯
亘
事
富
雄
6
R
N官

戸
田
渓

臼・]戸

川戸。

ω

M
4
a
h帥

]--M 

4

。-a
A
M
悶

開

以
上
の
如
き
女
子
労
働
者
の
賃
銀
調
査
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
円

.27
J
78.2 

1，6j3 

1.顔準勢働週で

最低生活費者?

得る事由出来

ない勢働者

2.岡 上

(時間外勢働
忙よって平均

賃担が最低生

活費以上に膨

脹し7 いる業

穏に担ける)

卸
ち
一
九
三
五
年
十
月
に
、

1~904 

3 矩時間勢働由

政に最低生活

費を得られな

い勢倒者*

5，005 

*との業種では平均賃銀

は最低生活費以上であ

る

*曹との業種では平均賃韻

は最低生活費以下 rあ

る
コ

第
六
競

四
戸、

必.時間外務闘の

故仁最低生活

資以上を得て
いる勢働者帥

商
ヰ
理
事
事
掛
白
告
漕

∞H
 

A
F
 

ω
@
A
W
 

∞'" E HE  仏
国

H
W
@

。Am

二
五
、

0
0
0人
以
上
白
女
子
労
働
者
(
一
八
歳
以
上
)
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得

し
か
得
て
い
な
か
り
た
の
で
あ
る
。
二
五
、

C
C
C
人
以
上
は
政
府
の
調
査
し
た
と
の
産
業
の
女
子
努
働
者
数
白
殆
ん
ど
七

O
V
Nで



あ
る
。
と
白
比
率
を
こ
り
産
業
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
金
女
子
労
働
者
数
(
一
八
歳
以
よ
}
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、

明

以
上
の
女
子
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
な
か
う
た
と
と
と
な
る
白
で
あ
る
。

一
丸
三
五
年
十
月
以
降
白
勢
働
朕
態
は
い
か
に
鑓
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

五。、

0
0
0人

旬

結
論
と
し

τ段
、
今
日
も
(
一
九
=
一
八
年
は
じ
め
)
/
一
九
三
五
年
十
月
と
少
〈
も
同
様
に
悪
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

叩
紙
・
印
刷
・

+xv
房
具
産
業
に
長
け
る
賃
銀
と
生
計
費

り

一
九
三
五
年
十
月
白
政
府
調
査
ピ
よ
れ
ば
、
と
の
産
業
自
賃
銀
は
他
産
業
よ
り
比
較
的
よ
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
己
の
産
業

ι

K
M

け
る
平
均
週
賃
銀
は
男
子
{
一
一
一
歳
以
上
)
八
三
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
、
女
子
(
十
八
歳
以
上
)
コ
一
三
シ
リ
シ
グ
五
ペ
ン
ス
で
あ
ワ

た
答
品
車
種
別
平
均
賃
銀
じ
コ
い
て
は
、
出
百
唱
周
目
。
君
。

F
司-
C
凶
器
照
)
。

す
べ
て
白
業
種
に
烏
い
て
男
子
労
働
者
白
賃
銀
は
ラ
ウ
ン
ト

H
l最
低
生
括
費
(
五
一
シ
リ
ン
グ
一
一
一
ベ
Y

ス
)
以
上
で
あ
り
、
短
時
間

労
働
を
す
る
労
働
者
で
も
弐
白
業
種
を
除
け
ば
皆
最
低
生
活
費
以
上
で
必

Z
。

同
町
宮
崎

S
Pム
ヴ

G
E凶
目
再
百
四

4
4
F
W
H
]
閉
単
位
匂
何
同

P国
司
沼
田
且
官
唱
。
司
自
島
問
岡
崎

E
E
F
E
E

司
自
ロ
グ
古
島
。
E
O
Z
M
F
5
Z
H
E句
E
J
仰向。.

商
事
亜
噂
事

蛸

g
R胤
官

恥

-ω
]
戸

C

H
0
・。

。。

商
事
車
事
理
吾
汁
⑧
畑
開
府
部
雌

噌
職
制
幌
缶
百
品
川

E
噛
明
富
雄
師
陣

同"同問。
除
。

由
旬同∞

H
U臼
吋
叫

担
問

E
N吉
井
MWHFauMu・
芭

一
.
=
一
七
七
人
は
政
的
調
査
白
と
の
産
業
の
男
子
努
働
者
A

一
ご
歳
以
よ
)
の
一
・
一
%
で
あ
る
。
と
の
比
率
を
こ
の
産
業
に
雇
傭

イ
ギ
リ
J

ス
努
倒
階
紐
窮
乏
化
的
一
断
面

事
大
十
八
巷

一

第
六
披

四
プb



イ
ギ

p
ス
嘩
働
階
綾
窮
乏
化
的
一
一
断
商

第
六
十
八
巻

さ
れ
て
い
る
締
べ
て
の
成
年
月
子
労
働
数
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
‘

コ

四

第
六
披

五
Q 

二
、
五

O
O人
の
紙
・
印
刷
・
・
文
房
具
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト

n，
，

 

リ

1
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
と
と
に
な
る
白
で
あ
る
q

女
子
労
働
者
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
二
つ
の
業
種
旬
ち
用
紙
・
ボ
ー
ル
紙
製
造
業
及
び
印
刷
業
の
九
人
以
下
白
企
業
で
は
、
女
子
労

働
者
(
一
八
歳
以
上
)
は
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
ち
。
と
れ
ら
業
種
に
は
、
政
府
の
調
蚕
封
象
と
な
っ
た
も
の
に
な
い
て
七
、
一
一
ニ
七

人
の
女
子
努
働
者
二
入
歳
以
上
)
が
働
い
て
い
た
。
そ
白
う
ち
一
、
六
九
四
人
は
時
間
外
労
働
に
よ
う
て
最
低
生
活
費
よ
り
幾
分
多

次
に
壁
紙
製
造
業
で
は
、

い
所
得
を
得
て
い
た
O
で

あ

っ

た

。

時

間

外

労

働

が

平

均

賃

銀

を

最

低

生

活

費

以

上

た

ら

し

め

て

い

る

が
、
時
間
外
労
働
を

L
b
い
す
べ
て
の
叫
労
働
者
は
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
得

τい
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
数
は
政
府
調
査
の
一

そ
れ
で
七
七
七
人
で
あ
っ
た
。

+
引
に
左
の
業
種
に
む
い
て
は
、
標
準
労
働
週
働
く
場
合
巴
は
最
低
生
活
費
を
う
る
と
み
」
が
出
来
る
が
、
短
時
間
労
働
白
故
に
と
れ

を
得
る
事
が
阿
古
川
な
い
多
く
白
女
子
努
働
者
が
存
在
す
る
。
戎
白
通
り
で
あ
る
。

、
門
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H
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も

司
己
記
凶

E
F
T
-
z
f
m
『
自
♂
自
民
同
》
F
W
M国
内

H
Q
2
5
0司
君
。
手
。
2

F
E
Eロ
岡
田

E
向
。
同

P
旨
f
2
f
冨
C
同

日

0
2
4《高
T
m
z

同

M2ptrpZHMA凶

mwH酌同
MmupoFW-mm切
吾
凶
周
回
。
話
。
円
r
o
a

。臨時弘

ω 品。

同
国
同

⑦
品
。

同
4

ω、。い
Am

日
『
・
帽
円
ロ
O
N〕
可
巴

mrJ
】戸

}
E
Z
F
W
同

V
C
ω

か
く
て
政
府
調
奈
の
剖
象
と
な
っ
た
と
の
産
業
の
女
子
労
働
者
ご
入
リ
歳
以
上
)
白
う
ち
九
、
三
四
四
人
帥
b
一
六
%
が
ラ
ウ
ン
ト

り
1
最
低
生
活
費
以
下
心
所
得
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
比
率
を
と
白
産
業
白
金
女
子
労
働
者
数
(
一
八
歳
以
上
)
に

適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
約
二

O
、

0
0
0人
白
女
子
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ

l
最
低
生
活
費
以
下
白
賃
銀
を
得
て
い
た
と
と
と
な
る

の
で
あ
る
。
と
の
扶
態
は
一
九
=
一
八
年
は
じ
め
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

木

細

工

産

業

白

賃

銀

と

生

計

費

3

，
 

一
九
三
五
年
十
月
白
政
府
調
査
陀
よ
れ
ば
こ
の
産
業
白
卒
均
週
賃
銀
は
晃
子
(
一
一
一
歳
以
上
)
六
五
シ
リ
ン
グ
一
ペ
ン
ス
、
女
子

竺
八
歳
以
上
)
三
一
一
シ
リ
ン
グ
一

0
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
(
霊
帝
種
別
白
平
均
賃
銀
に
つ
い
て
は
国
E
官
自
己
君
。

F
ヲ
宮
参
照
)
。
パ
ス

11 

ケ
ッ
ト
製
造
業
主
除
い
て
、
木
細
工
産
業
の
す
べ
て
の
業
種
の
男
子
州
労
働
者
は
週
五
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
白
ラ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低

生
活
費
以
上
奇
得
て
い
る
。
と
と
ろ
で
製
材
業
(
自
己
Z
2
E
S
は
主
勢
働
で
あ
る
か
ら
そ
の
最
低
生
活
費
は
五
三
シ
リ
ン
グ
三
ベ
ン

ス
と
す
る
。

さ
て
平
均
賃
銀
は
と
の
様
陀
最
低
生
活
費
以
上
で
あ
る
が
、
短
時
間
労
働
白
た
め
に
最
低
生
括
費
す
ら
得
る
と
と
の
川
市
邪
な
い
多

く
の
労
働
者
が
い
る
の
で
あ
る
。
弐
表
白
語
り
で
あ
る
。

(
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『
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同

P
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E
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-
F
H内
戸
、
阿
川
・
@
向
山
)

イ
ギ
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ス
捗
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陪
板
窮
乏
化
白
一
断
固

第
六
十
八
巻

= 
五

第
宍
挽

五
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事
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坤
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f
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]
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恥
凶
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除
恥
AF
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]FAm
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山、恥

Am
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]
戸

H
H

0

・。
ω
。

ば
、
ラ
ウ
ン

l
リ
1
最
低
生
括
費
以
下
の
日
労
働
者
数
は
六
、

己
れ
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
製
造
業
の
四

O
四
人
の
労
働
者
(
時
間
外
努
働
に
よ
っ
て
最
低
生
活
費
以
上
炉
停
て
い
る
掛
働
者
を
除

L

E加
え
れ

四
三
四
人
と
な
る
。
こ
れ
は
政
府
調
査
白
こ
白
産
業
の
男
子
労
働
者
数

白
六
%
ピ
嘗
る
。
と
の
比
率
を
も
し
こ
の
産
業
の
す
べ
て
の
男
子
努
働
者
(
一
一
一
歳
以
上
)
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー

町

最
低
生
折
費
以
下
の
男
子
労
働
者
数
は
八
、
五

O
O人
と
在
る
の
で
あ
弘
。

女
子
労
働
者
を
考
察
し
よ
う
。
四
つ
の
業
種
で
は
平
均
週
所
得
は
二
九
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
の
ラ
ウ
ン

f
リ
1
最
低
生
活
費
以
下

占'
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国

C
E
O
B仏
mr
。p
n
F

門誌ロ舗内向、何回
H
F
E
n
-
u脅

。向日
M

耳
調
。
。
今
喝
。
M
F
C
B
m
J婚

令市9 人以下白工場

地ミ で
他
の
三
つ
の
業
種
で
は
、

時
間
外
労
働
を
や
ら
な
い
女
子
労
働
者
は
最
低
生
活
費
以
下
だ

非
常
佐
浬
山
の
時
間
外
労
働
の
た
め
に
平
均
週
所
得
は
最
低
生
活
費
以
上
に
膨
脹
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

最
低
生
活
費
以
F
D
凶
つ
の
業
種
は
上
の
通
り
で
あ
る
。

六
六
四
人
の
う
ち
八
五
人
は
時
間
外
労
働
に
主
っ
て
ラ
ウ
ン
ト

F
1
最
低
生
活
費
以
上
白

所
得
を
得
て
い
る
。

弐
に
時
間
外
労
働
の
故
に
卒
均
賃
銀
が
最
低
生
活
費
以
上
に
膨
脹
し
て
い
る
一
ニ
つ
の
業
種

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

思
亜
半
嚇
事

時
日
出
ゆ
民

が
印
・
同

臼
hm・回

目

ω
・ω

骨
邑
〉
寅
」
F
B
H結

相
ト
開
ロ
白
〕
司

E
E
M
F
E
F
甲
車

議
事
端
輝!
 

蕗
師
陣
早
宮
司
一
滋
閣
議
司
師
陣

Apao

回
。
∞

4
叫

回

目

。

白

】

WB島
町
。

回
w。∞]戸

知
弗
間
出
湖
沼

l
司

自
噂
富
崎
告
棚
田

国
旬
同

町
。
由

同
u凶

@
m
w

H
、
∞
@
@

更
に
短
時
間
勢
働
の
故
に
ラ
ウ
ン
ト
リ

l
最
低
生
括
費
を
得
る
と
と
の
出
来
な
い
次
白
ご
と
き
努
働
者
が
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
野
働
階
紐
窮
乏
化
時
一
断
面

t
p
六
十
八
巻

= 

七

静
六
曲

主
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粧
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自
己
刷
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島
園
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E
p
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円
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自
仏
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目
許
Em引

z
n
E
{
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見
』
V
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p
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E
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白
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E
吉岡

m
E
F
m
u
n
R
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声
明
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同

w
E島
E
m
自
己

Em凶

E
Eな
包

mww目
F
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白

円
白
人
同
ロ
晶
♂

E
品
止
の
右
〉
H
H
，
哨
)

』
・
関
口
自
〕
百
凶
E
M
H
E
P
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唱。。
商
事
昌
議
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輔
自
副
司
畏
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]
F
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可
・
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六
十
八
巻

戸、

第
六
按

主
四

知
商
問
出
湖
沼

1

司
号
湾

論
告
噛
耳
許
」
嘩
明
富
雄
輝

由
。部出]戸

]
戸
@
句]
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臼
回
。

か
く
て
ラ
ウ
ン
ト

H
1最
低
生
活
費
以
下
の
女
子
労
働
者
は
次
D
通
b
と
な
る
。

664 

1 標準勢倒見圏で

最低生活費者

得られぬ矧到

着

1，869 

320 

85 

4.時間外傍働叩

故lこ最低空活

費目上を得て

いる第働1若林

場 ζ 四業種では平均賃

融仕最低生活費上市

多いのである

判 ζ 由業種では平均賃

揮は最偶生活費陛下

である

2.同 上
(時間外勢働

田故陀平均賃

銀が最低生活

費以上に膨脹

Lている業種

忙布ける〕

短時間勢倒の

すごめ汗最低生

活費を7得られ

ない勢密情噂

3 

一
九
三
五
年
十
月
に
は
二
、
七

O
O人
以
上
の
女
子
州
労
働
者
が
、
即
ち
政
府
間
制
奈
の
こ
の
一
産
業
の
女
子
労
働
者
。
二
一
一
%
が
ラ
ウ

ン
!
リ

1
故
低
生
活
費
以
下
白
所
得
し
か
得
て
い
た
か
り
た
の
で
あ
る
ロ
己
の
比
率
を
木
細
工
産
業
の
金
女
子
労
働
者
数
(
一
入
歳
以

五
、
五

O
C人
の
女
手
労
働
者
が
一
フ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
を
得
て
い
た
と
と
と
な

上
)
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、



側

る
の
で
あ
る
。

一
-
九
三
五
年
十
月
以
降
は
賃
銀
率
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
中
生
計
費
の
非
常
に
念
速
左
増
大
む
た
め
、
今
日
の
欣
態
二
九
=
一
入
年

町

り
は
じ
め
)
は
一
九
三
瓦
年
十
月
よ
り
い
い
と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

ロ

皮

革

産

業

に

長

け

る

賃

銀

と

生

計

費

一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
調
査
に
よ
れ
ば
、
己
の
産
業
に
お
け
呂
平
均
週
賃
銀
は
次
白
通
り
で
あ
っ
た
。

邑
献
に
L
r
g
叶
4
溺

車
軸

6
4
S随
瑚
溜

そ
-w
い町、、

J
u
v
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目
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∞

四

問
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E
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町
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問

F
E
-
-
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E
b
E百
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国
静
岡
晶

冨
件
E
m
t
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百
回
w
r
E
b
a
r
R
H
o
a
F
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問
。
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骨
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E
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町
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刷
。
『
凶
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献
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V
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ム
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、
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山
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男
子
第
働
者
の
平
均
賃
銀
が
週
五

F

一
シ
リ
ン
グ
=
一
ペ
ン
ス
の
ラ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活
費
以
下
白
業
種
は
な
い
が
、

問
勢
働
の
故
に
最
低
生
括
曲
賞
を
得
る
事
の
出
来
な
い
第
働
者
は
津
山
い
る
の
で
あ
る
。
女
表
を
見
よ
。

閣
内
田
ロ
戸
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ロ
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判
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ス
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働
階
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乏
化
由
一
断
面

第
六
十
八
巻
1

O 

第
六
都

五
六

F
《

E
E
u、
里
仏

E
E
m
m
m
ロ
MmrM】回目

国巴同

ω
r
T
m
o崎
戸

vmmvw
同
周
回
目

wm
脳
出
向
凶
。

ZF内問

rww-zzo同
開
。
。
色

m

c
F
O♂

E
込
早
E
m
g
E
Z
E
r
o
E

。『
$
0
2
・

4

・6
muh 

H
A伊
・
@

皇自

]
・
岡
田
宮
司

E
r
r
-
z
p
H》
宰

同]戸∞

凶
w印
∞
同

二
、
五
八
二
人
は
政
府
白
調
査
謝
象
と
な
っ
た
皮
革
産
業
白
男
子
労
働
者
(
一
一
一
歳
以
上
}
敷
白
一
一
一
%
に
賞
る
。
と
の
比
率
危
皮

革
産
業
陀
雇
傭
さ
れ
て
い
た
金
男
子
労
働
者
数
(
一
二
歳
以
よ
)
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
約
四
、

4
0
0人
の
一
成
年
男
子
労
問
問
者
が

ラ
ワ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
費
以
下
白
所
得
し
か
得
て
い
な
か
う
た
と
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

女
子
努
働
者
を
見
れ
ば
、
'
弐
D
業
種
で
は
平
均
週
賃
銀
は
一
ヲ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活
費
(
二
九
ジ
p

y
グ
九
ベ

y
ス
w

以
下
で
、
そ
と

で
働
く
女
子
労
働
者
数
は
次
の
諮
り
で
あ
品
。

同日
-
E
B唱
4

J
【

E
E国
間
自
ロ
ヨ
ョ
F
E
-
-。
民
『
司
色
呂
田
富
岡

d
F
E
M
宮の
H

邑
E
m
g
g
E
E
z
o自
主
"
任
。
一
括

]戸。∞

H
M
H
J
「時

旬]戸
J
N

rc
。

J
『

】

剛

mgnN百
MMFMWF-Rr
唱

-
e
u

と
の
う
ち
五
三
五
人
は
時
同
外
勢
働
に
よ
っ
て
最
低
生
活
費
以
上
白
所
得
を
得
て
い
た
白
で
あ
る
。

叉
あ
る
業
種
に
島
い
て
は
平
均
賃
銀
が
、
莫
大
な
時
間
外
労
働
に
止
っ
て
最
低
生
活
費
以
上
に
膨
脹
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
卸
ち

バ
ッ
グ
・
ト
ラ
ン
ク
製
造
業
及
び
「
他
の
皮
革
製
品
製
詮
業
」
が
そ
う
で
あ
り
、
最
低
生
活
費
以
上
を
得
て
い
る
時
間
外
労
働
者

E

四
一

oλ
の
労
働
者
は
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
で
あ
る
。
馬
具
製
造
業
で
は
一
一
一
人
白
短
時
間
労
働
者
だ
け
が
最
低

除
い
た
一
一
、



生
活
費
以
下
の
所
得
で
あ
る
。

か
〈
て
ラ
ン
ウ
ト
リ

I
最
低
生
活
費
を
得
て
い
在
い
女
子
労
働
者
(
一
八
歳
以
上
)
を
糟
計
す
れ
ば
三
、
八
八
四
人
即
ち
政
府
調
企

と
す
れ
ば
、

の
女
子
労
働
者
数
白
六

O
%
、r
一
友
品
。
と
の
比
率
を
皮
革
産
業
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
一
八
歳
以
上
白
金
火
子
労
働
者
数
に
遁
用
ず
る

ラ
ウ
ン
ト
リ
J
I
最
低
生
活
費
を
得
て
い
友
い
女
子
労
働
者
数
は
約
一
二
、

0
0
0人
と
な
る
の
で
あ
奇

男
女
労
働
者
を
綿
計
す
れ
ば
皮
草
産
業
伯
金
成
年
努
働
者
の
殆
ん
ど
コ
一

O
%
が
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
話
費
以
下
の
所
得
し
か
得

τ
い
な
い
事
が
八
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
と
の
比
率
た
る
や
、
政
府
調
査
白
劃
象
が
非
常
に
不
充
分
で
、
低
賃
銀
白
小
企
業
に
原
傭

司

さ
れ
て
い
る
弊
働
者
の
一
コ
一
心
地
を
計
算
に
入
れ
て
な
い
場
合
の
そ
れ
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
十
月
以
降
の
股
態
は
悪
化
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
三
九
三
入
年
は
じ
め
)
の
放
態
は
三

0
ヶ
月
以
前
に
比
べ

て
ゐ
そ
ら
く
一
層
悪
い
圭
結
論
し
う
る
の
で
あ
刷
。

13 

農

業

に

於

け

る

賃

銀

と

生

計

費

一
九
三
七
年
白
農
業
努
働
者
D
賃
銀
は
全
開
と
し
て
ラ
ウ
Y

ト
リ

1
最
低
生
活
費
(
賞
努
働
と
し
で
回
大
シ
リ
y
グ
)
以
下
で
あ
り
た
。

五
O
高
人
の
成
年
農
業
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
l
氏
が
最
低
生
活

費
と
見
倣
し
た
額
に
も
濯
し

r

泣
い
賃
銀
を
得
て
い
た
と
結
論
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

約
五

O
寓
人
の
成
年
労
働
者
が
農
業
に
毘
傭
さ
れ
て
い
た
の
で
、

aa--

失
業
は
軽
労
働
に
相
臆
す
る
か
ら
、
そ
の
男
女
の
一
最
低
生
活
費
は
、
普
通
の
労
働
言
。
ゐ

E
Z
Z再
)
の
そ
れ
か
ら
二
シ
リ
ン
グ
を

差
引
い
た
四
九
シ
リ
ン
グ
三
ベ
ン
ス
と
二
七
シ

H
Y
グ
九
ベ
シ
ス
を

E
歯
と
す
べ
き
で
あ
ら
ァ
。
と
と
ろ
が
失
業
者
白
う
る
手
営
白

失

業

手

首

と

失

業

者

白

生

計

費

最
高
は
都
市
勢
働
者
。
そ
れ
で
次
の
如
〈
で
あ
円

J

た。

(
普
逼
は
一
一
一
一
シ
p
y
グ
以
下
で
品
っ
た
)
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ス
努
働
階
扱
窮
乏
化
四
一
断
面

第
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十
八
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一

第
六
披

五
七
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ス
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窮
乏
化
白
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勢
働
者
自
身
の
仁
め
に

妻
の
た
時
の
も
の
L
し
し
て

=
一
人
白
子
供
の
た
め
の
も
の
と
し
て

計

都
市
労
働
者
の
遡
血
袋
手
瞥

一七

ν
p
y
r
0
4
V
ス

九
シ
リ

y
r

九
シ

p
y
グ

三
王

u
p
v
グ

静
六
十
八
巻

= 
一一

第
六
披

主
八

農
業
鈴
蘭
岩
田
一
姐
失
業
手
嘗

一
回
シ
リ

v
r

七
シ

p
y
グ

九
シ
リ

ν
グ

三
O
シ
ヲ
y
グ

成
年
女
子
の
失
業
手
首
は
都
市
の
労
働
者
で
週
一
五
シ
リ
シ
グ
、
農
業
努
働
者
で
一
一
一
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
白
失
業
手
首
が
い
か
に
ひ
ど
い
額
で
あ
呂
か
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
失
業
者
は
一
九
三
五
年
の
平
均
敷
は
一
一
一
一
一
七
寓
人
あ
ヲ

た
。
と
れ
に
家
族
主
加
え
れ
ば
、
い
か
に
走
大
友
数
白
人
々
が
ひ
を
い
ど
ん
底
生
活
に
苦
し
ん
で
い
た
か
、
想
像
に
難
く
な
い
の
で

あ
る
。

x 一

× 

x 

明

と
れ
ま
で
考
察
し
て
来
た
と
こ
ろ
を
綜
合
す
れ
ば
、
ラ
ウ
ン
ト
り
]
最
低
生
活
費
以
下
の
労
働
者
数
は
攻
頁
表
の
通
り
と
な
る
。

一
八
%
を
石
炭
・
建
築
・
鎖
道
・
農
業
を
除
い
売
す
べ
て
の
産
業
陀
雇
傭
さ
れ
て
い
た
成
年
男
子
労
働
者
の
綿
敢
に
適
用
す
る
と

す
れ
ば
、
約
一
二
五
高
の
成
年
男
子
労
働
者
が
ラ
サ
ン
ト
リ
ー
最
低
生
活
費
以
下
む
所
得
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
友
る
の
で

あ
る
。
と
れ
に
石
出
品
・
建
築
・
銭
謹
・
農
業
に
ゐ
け
る
ラ
ウ
シ
ト
リ

1
最
低
生
話
由
貿
以
下
の
成
年
男
子
労
働
者
を
加
え
れ
ば
、
そ
白

教
は
三

O
O高
に
蓮
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
一

0
0寓
以
上
の
失
業
成
年
男
子
労
働
者
を
加
え
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
ゐ
け
る
約
四

0
0
高
人
の
成
年
男
子
労
働
者
が
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
の
最
低
生
活
費
よ
り
少
い
所
得
を
得
て
い
た
と
と
が
分
る
の
で
あ
一
る
。

，
択
に
政
府
白
調
査
に
包
括
さ
れ
た
企
業
の
中
で
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
前
費
以
下
む
所
得
白
女
子
の
百
分
比
は
農
業
を
除
い
て
四

五
%
で
あ
ワ
た
。
と
む
百
分
比
を
農
業
を
除
い
た
全
産
業
の
女
子
勢
働
者
数
(
一
八
歳
以
上
)
忙
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
約
一
八

O
、



女子努働者
(18才以上)

男子勢働者
(21字以上)

百分比

75% 

80 500 10 加

帥
5

0

 

4

・
7 70 

55 

50 152，500 40 82，500 業産帝桂

60 4，000 12 2，500 業産草皮6 

35 67，500 12 8，000 物7.織

35 32，000 7 10，500 食耕・飲料・タ
ノマヲ

8 

25 3，000 6 6，500 9 木細工産業

15 9，500 1 1，500 10 紙・印刷・文房
具等

35 2，000 3 5，500 11 運繍と倉庫業
(簸遣を?除<l

88 16，000 55 206，000 業益事12 公

4o9杉384，500人18% 414，500人
計ノj、

80 610，000 業鏡茨13.石

50 500，000 築"業14.建

100 30，000 

25 

100 

8 

敷

500人

26，500 

70，000 

175，000 

470，000 

百分比

75% 

4 

5 

、遺

業

致

38，000人

42，000 

煉瓦・陶蒋..'ヲ
λ及牝革工業等

4 金属・機慌・詰
舶等

5.繊

畿

16.農

1 石茨と右閣を除
いた錆業

2.非繊金属鎖業部
品と採石の虚理

3 

15 

0
0
0人
の
女
千
H

労
働
者
が
ラ
ウ
シ
ト
リ
l
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
を
得
て
い
た
事
と
な
る
り
で
あ
る
。
と
れ
に
農
業
の
一
ニ

O
、

0
0
0人
と
失
業
者
約
二
五

O
、
0
0
0人
を
加
え
伝
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

η
 

か
く
て
次
の
結
果
を
得
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
Z
。

イ
ギ

9
ス
勢
働
階
級
窮
乏
化
四
一
断
面

事
六
十
八
巷

一
= 

第
占
ハ
蹴

五
丸



イ
ギ

9
ス
第
働
階
紋
窮
乏
化
。
一
断
面

第
六
十
八
巻

四

第
六
披

六
O

ラ
ウ
y
ト
リ
1
最
低
牛
活
費
以
下
の
成
年
男
子
勢
働
者
慰

ラ
ウ
ゾ
t
り
|
最
低
生
活
費
以
下
の
女
子
串
働
者
数

計

、

目、

0
0
0、
0
0
0人

二、
0
0
0、
0
0
0人

六、
0
0
0、0
0
0人

と
れ
に
我
々
は
勢
働
者
白
家
族
を
ワ
け
加
え
ね
ば
な
ら
在
い
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
最
低
生
活
費
以
下
の
四

O
O高
人
の
成
年
男
子
労
働
者
の
う
ち
約
一
五
%
だ
け
が
一
二
人
或
は
そ
れ
以
上
白
未
満
立
白
子
供

と
れ
だ
け
が
ま
+
貧
困
友
の
で
あ
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
ラ
守
ン
ト
リ

1
息
低
生
活
費
は
夫
婦
と
三
人

を
持
つ
で
い
た
の
で
あ
り
、

の
未
調
立
の
子
供
の
五
人
家
族
D
最
低
生
活
費
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
れ
白
子
供
数
平
均
四
人
と
し
て
計
算
す
れ
ば
妻
と

問

子
供
を
合
ん
で
総
数
コ
一
六

O
寓
人
が
資
際
に
ラ
ウ
ン

1
リ
1
最
低
生
活
費
以
下
り
生
活
を
し
て
い
た
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
人
或
は
二
人
白
子
供
D
小
家
族
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
相
臆
し
た
ラ
詐
ン

F
リ
1
最
低
生
活
費
を
得
ζ

い
な
い
多
〈
の

と
れ
に
、

家
族
を
つ
け
加
え
ね
ば
な
ら
た
い
の
で
あ
る
。
そ
白
数
は
家
族
を
合
せ
て
二

O
O高
人
で
あ
る
。
が
吏
に
三
人
白
子
供
を
も
ワ
た
家

族
吃
封
じ
て
計
算
さ
れ
た
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
上
り
多
〈
心
所
得
を
得
て
い
る
労
働
者
の
中
に
は
、
回
大
以
上
の
子
供
を
も

そ
れ
に
庭
じ
た
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
を
得
る
と
と
白
出
来
友
い
可
な
り
の
教
の
労
働
者
が
い
る
と
と
を
考
慮
に

っ
て
い
て
、

入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
等
白
教
は
家
族
を
入
れ
て
約
一
五

O
高
人
で
あ
る
。

更
に
繍
立
の
生
計
を
維
持
す
る
忙
必
要
注
ラ
ウ
Y

ト
リ

1
最
低
生
活
費
以
上
白
所
得
を
持
つ
女
子
労
働
者
で
、
彼
女
に
生
活
上
積

る
人
を
持
う
て
い
る
た
め
に
、

ラ
ウ
ン
ト
リ

1
氏
が
こ
れ
ら
の
最
低
額
と
見
倣
す
も
の
よ
り
以
下
の
所
得
の
津
山
白
成
年
女
子
勢
働

者
が
い

Z
の
で
あ
る
。

以
上
の
敢
に
、
狽
立
の
生
活
を
維
持
す
る
に
充
分
な
だ
け
の
一
所
得
を
得
て
い
な
い
こ
五

O
寓
人
D
男
女
労
働
者
を
つ
け
加
え
る
な



ら
、
約
一
、

0
0
0寓
人
白
勢
働
者
及
び
そ
の
家
按
が
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
で
貧
乏
生
活
を
し
て
い
た
己
と
が

分
名
の
で
あ
恥

資
に
一
千
寓
人
の
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
が
「
一
般
的
に
繁
後
と
見
徹
さ
れ
た
」
時
期
に
不
充
分
に
食
べ
、
不
充
分
に
着
、

い
住
宅
に
住
ん
で
い
た
白
で
あ
ヤ
貧
困
白
一
長
一
処
左
目
安
つ
べ
き
で
あ
る
。

註
仰

2
1
ル
夫
妻
は
一
九
一
一
一
五
年
。
慣
椅
で
ポ
l
レ
イ
標
準
と
ラ
ウ
ン
ト
9

1
標
準
其
他
を
突
の
離
院
比
較
し
て
い
る
。

の
。
-
0・
J

『
伊
の
の
。
自
己
民
自
由
。
『
凶
ロ
再
開
回
目
袖
唱
・
問
。
m
w
)

。
ル
決
望
標

者
グ
が
た
い

柑
究
プ
し
し

技
研
-
定
ま
単

品
白
白
山
イ
戸
、
ー

チ
戸
年
で
ロ
準
，

J
1

ン
タ
別
格
ト
標

4
J叩

1

V

ス
国
債
デ
ト

:
8

ト

借

り

え

O

Y

最
費

F
3
1

hν

声
帯

l

川
中

7

ヲ

，

生

ユ

ニ

1

一
一
一
供
四
イ
る
標

U
え

と
子
族
レ
な
の
，
P

9

ノ
婦
白
家
主
阜
存

4
4
6

夫
人
心
ポ
の
生
準
;
ー

2

4

1

 

ベ
ス
ー

リ
グ
ー
l

v
b
m
a
 

物生

0 
4 

9 

21 6 12 4 9 ， 3ミ賃家
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5 4， 
。

6 

6 

10 

7 
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4t 4 

1， 4 

3 

月世

熱

在

光

イ
ギ
U
J

ス
捗
働
階
証
窮
乏
化
の
一
断
面

B 3 7 7 1 震士官保険

10 3 2 10. 5 上
費

事
碓

家
6つ

き8 人に闘す
る雑費

宵教

11 密控支出

3 10 目養体ー
第
六
十
八
巷

10 3 万タヲ=-
ション

11 

9 

1 

10 

金

澗・タパ
ニニ a コ・カシ

宜

附寄

9 閣新

2 手切
第
六
披

亡ム

と

(
口
・
り
・
同

E
h
w
z・
H

・

10 3 

電話・電報
ラジオ等

放行

家具とそ

の修理
7 

一ヘス日

一
ワ
グ

7

一
リ
グ

7

-
v
h
J
G
O
 

『
一
ベ
ス

一

τリ
グ

8

E
U
5
 

-
リ
グ

6

一dJ
h
J
n
o

4 

3 21 其イ也の支出



イ
ギ
ヲ
ス
勢
働
階
融
窮
乏
化
。
一
断
面

第
六
十
八
事

六

同
み
忙
コ

l
D
ン
・
ク
一
フ

1
ク
氏
自
算
定
忙
一
よ
れ
ば
、
一
九
=
一
豆
年
に
お
け
る
成
年
男
子
持
働
者
の
所
得

別
構
成
は
下
白
語
り
で
あ
っ
た
。
前
掲
表
と
比
較
し
て
貧
困
者
の
諸
大
な
存
在
を
推
察
す
べ
き
で
あ
る
。

仰

H

同
g官
官
民

F
国
百
出
身
自
島
可
。
件
"
H
V

・問。

各
業
構
別
山
短
時
間
勢
働
者
数
と
そ
の
比
串
を
一
部
せ
ぽ
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
同
居

白

百
m 
r 

同
ロ
凶
σ司。
司• 吾

君。
吋

... 71" Artificial silk spinning 
'包

:g 

短時間勢
働者数

短時間労
働者自比
車

(3) 

56 5.7 Cottun wool， surgical， etc. 

103 

1，191 

745 

11.5 

17.4 

W 001 sorting， etc. 

Woolα1mbing， elc 

1，808 

802 

188 

6.4 

10.5 

13 

2.3 

W orsted spinuing and weaving 

W oolen spinning叩 dweaving 

Wool担 andworsted， etcλ 

199 6.6 Asbestos manufacture 

、126 21.9 I1air curling， etc 

-'06 

178 

16.3 

4.2 

Lace manllfacturt.: 

Carpet and rug manufactute 

-
Rope， conl， .and twine manufactlrre 158 9.1 

62 9.6 Tap白阻dsmall wares ma田 facture

15!J， 18目8Elastic web manufacture 

159 10.0 ヤ Canvasgoods，εtc目

白

押

引

9.9 

13.8 

Hemming and en勾oioery

I可akingof other担 xtilegoods， etc. 

T exti1e bleaching， etc. 18，283 30.3 

第
六
磁

心者
比

働
分

野
吉

J
7

下
ト
ド
以

シ
部週

7 

646 

17.9 

25.2 

Ve1vet 'and fustian cutting 

Making-np四 dpacking 

MisceI1alleous textile 
5タ4

223 11.3 

プミ18 35-45 20，564 

J. Kll~zynski， Hllnger and WOlk， pp. 19-20 24 45-55 

27 

21 

5 

55~65 

65-75 

75-85 



lbid.， .PP. 20-21. 

謹書草創書官l!起冊十時世叶担トト主民事唱~t~ 1担世~~央軍 q 記長~1!~当草地i捉自~~件虫 歯建..J';:".f:j:;栴坦争点♀潤 ~p~ t(ò O

短時間聾働に従事す 盟時間勢働に従
る捗働者の百分比 事ずる接働者数

3.5 1，076 

10，5 1，856 
8.9 1，255 
42 399 

6.6 79 

11，0 4，258 
16，3 488 

9，411 

〔

更が
( 

，~O 
) 

Cotton weaving， etc 
Woolen spinning， etc 
Silk throwing， etc. 
Jute spinning， etc. 
A曲目t岨 manufacture

I王.osiery，manufadure 
Lace lllanUr acture 

J. Kuczy国 ki，出d.，p."'23 

e:.' J. Kuciynski， iLid.， p. 24εIbid.， p. 24 ~ Ib詞.， p. 30 

ε !刊 1 1) 1司叶f-nr: Q 百世 9 羅嗣盟 10..(~ ，.y Q 数量榊似随曜か時'-l輔自宮内記句会j胆申J レ~'"高~ 1J~<4::;'-"-Eo抑 ;H噛坦中
古 110次~申#!'~\Js，. I{l.\d聞知』主主。/J~.lì Q -S h噛型 1~llI m十 q 堪Il!ffii:'#i組罷桝 (The Fourth C佃 SuSof Produdi∞， 
1930)記ベ品世帯-<"1 !l;O' 000，，(' "Q岨耕Q~!t軍事9 官、ミ旬 I O~正副E型軽"， U 国g~' 覇。い "~0+<器官盛会坦'
官時期措題記再ヰドt;' 1 lIiif;誕，*l!輔+<Io尚喜t嗣両型炉 01-'栂I'{lO(J. Kuczynski， Hunger and Work， .p. 30) 

日 申耕瞳民号目卜~紙器記 F ♀い坦 Cf. J. Kuczynski， llungcl and Work， pp・31-33，

S' J. Ku叩 ski，iLid.， p. 35 ~ Cf. HUI伊皿dWork， pp. 3ト 37，

雲Ibid.，p.剖霊 Ibi凧i

宮 Ihid.，p. 42 ~ Ibid.， pp. 4弘-43. ~ Ibid.， pp. 43ー-44.

~ See， M岡 崎 町 ofLabuur Garet同May1937， 

x 
自 J.Kuロynski，Hunger and WOlk， pp. 46-47. 

~ Cf. Ministry of Labour Gazette， February】937，
) 

Ibid.， p. 47 ロ刊)

1¥ 111 帳K鶴川日伊感1<十ピ司事γ九十"'.録輩出器棋倒奇eQ1塩田、



昌詞 J. Ku但 ynski，Hu唱ぼ andWork， pp. 49-50 
~~ 

揖 Cf.Ministry of La!Jour Galette， February 1937 
寓 J.Ku吋'Qski，Hunger阻 dWO出J p. 50 
x 
~ Ibid.} p. 52 自 Ibid.，pp. 52-53 

宮 Ih礼， p. 55 ~ Ibid.， p. 56 

~ Cf. Ministry of L品boUTGazette， March 1937. 

開 J.Kuczynski， Hunger and 、iVork，p. 60 
>< 
謂 Ibid.，p. 63 自由id.，p. 64 
〉〈〉〈

~ lb札.p. 66 ?:s Ibid'J p. 67 

寄口.Mi副stryof Labour Gal-ette， May 193'1. 

:; J. Kuczynski， H四 gerand W ork， p. 68 
司 Ibid.，pp. 70-71. ~ Ibid.， pp. 70-71 
::l: 割催者~~隠桝 (陥目白ア ofTnmsport) 

~ J. Ku匂叫山町 a山叫 p.73 

"Q 士 I~ 川+"ト軒lU早ユ ν眠草剖担制百件同 o "'!IR軍帯樹高叫"l;;~Q 星.......'I'-'~r-G。
1937年3月にラウ y ト，戸最低生活費以下だった勢働者数

Carters and vanmen， goods and cartage slaff motor drivers， electric 
Perm祖師twaymen， permanent way departm四 relayers

Porter5 (g'αxls阻 dpassenger)， t日伍cdep訂 !nient district relief porte日

Miscell副 eOl1S，1m陥cdepartment cloakroom and lost pTupery office 

守培角成主』草量E曜臨iN記号 1塩田 臨K4ーに~*' 11111 < 場i(韻 ~~m 

自 Ibid.，p.品
) 

自 lbid'
J
p. p. 64 

宮 川，時的-88.
) 

一/

108.967 

7 

8，461 
425 

.tt田 dants，other than leading 
Excess luggage印 Uect町 .s class 2 

Ca:niage and Wagon department : Coal and oil gas makers' assistants 

叫

5
問

。h
H



80 

118，317 

Mech祖国皿dartisans tumer's国 sist皿 t5，marine and dock 

J. Kl1czynskiJ ibid.， p. 74 

ILid.， 'p. 75 

Cf. Ministr)' of LabouJ: Gazette， May 193~ 

111 ~号轍騨"'o\'~叶者軒高誼制♀欄~p術的。

〔
唱
と
主
申
) ヘシス

2 

3 

9 

νリー，グ

27 

24 

29 

仁"τtage四 dhaulage ∞.ntracting : Fir凹 5employ凹 g10 or more worke(s 

Harbours， d回 :ks，白血.15，etc. 

Warehousing四 d印 ldstorage 

S町I:lunger四 dWork， p.7'刊6 

室J. K也凶岨叩c匂z

g:. Ibid.， p. 78 
e Cf. Ministry of L山山 Gazette，May 1937. 
室Cf・1・Ku白 y叫 Hungerand W ork， p・80

包 Ibid.，pp. 81-82 芝Thid'J p. 82 

自 Cf.M皿ist可 ofLabour 白 zette，Febru叫 1937.

~ J. Ku白戸ski，H田 ge，岨dWork， p. 85 
x 
~ Ibid.， p. 86 宮 lbid'

J
p. 88 
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言J. Ku臼叩Y'叫 ，H凹 ge，阻 dW叫 p.9田E 

-~ ~.;1: Ibid.， p. 93 -

Ibid'J p. 88 {mm) 
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イ
ギ
リ
ス
勢
働
階
酷
窮
乏
化
中
一
断
面

第
六
十
凡
審

O 

第
六
競

7ミ
ム
〆、

(Z7)(75)(72)(7J )(70)(67)(66)(65) 
(78) (73) 
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tz告ら 52EL
宰 L ム~戸

一
九
三
六
年
の
ヨ

1

F
市
の
勢
働
者
調
査
よ
り
見
た
努
働
者
階
級
の
窮
乏

一
八
九
九
年
に
ヨ

l
ク
市
の
労
働
者
調
蒼
を
行
う
た
ラ
ウ
ン
ト
リ

l
氏
は
、
一
九
三
六
年
、
再
び
ヨ

l
ク
市
D
第
働
調
査
を
行
い
、

と
の
閣
の
労
働
者
股
態
、
特
に
貧
困
者
の
欣
熊
を
明
ら
か
に
じ
二
九
三
七
年
に
「
努
働
者
白
人
聞
と
し

τ
の
最
低
必
要
額
」
(
回
日

z
z
;『

F
P
E
E
)を
、
-
九
四
一
年
に
「
貧
困
と
進
歩
・
ヨ

1
ク
の
第
二
女
社
合
調
査
」

(
F
Z
ε
E
P晶
2
5
〉

F
B邑

E
E

「
貧
困
と
進
歩
」
は
詳
細
綿
密
な
調
査
で
あ
り
、
四
六
佐
判
五
四

O
廷
に
及

ぶ
大
冊
で
あ
る
が
、
と
れ
は
さ
き
の
一
九
三
五
年
十
月
の
政
府
調
査
を
も
と
と
し
た
タ
チ
ン
ス
キ
ー
の
賃
銀
調
企
(
}
・
同
E
N吉
mrc

同
E
叩
耳
目
晶
君
。
円
Y
E
ω
∞
)
と
は
異
り
、
直
接
白
勢
働
者
調
素
で
あ
り
、
家
か
ら
家
へ
白
個
別
訪
問
と
資
本
家
白
賃
銀
簿
と
に
よ
る
生

活
調
査
で
、
単
に
賃
銀
・
家
計
だ
け
で
左
く
、
住
宅
・
健
康
・
教
育
及
び
品
開
眠
時
間
の
利
用
欣
態
に
も
及
ん
で
い
る
。

苫
て
ヨ

1
ク
市
は
?
勢
働
者
の
収
入
白
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
白
通
常
わ
都
市
令
官
目
。
仕
E
)

と
飴
り
遣
わ
な
い
の
で

印
日
話
可
。
m
M
E
持
)
(
一
九
四
六
年
に
再
版
)
を
公
刊
し
た
。



あ
り
(
多
少
い
い
申
で
品
る
が
)
、
多
く
の
高
い
熟
練
主
要
寸
る
賃
銀
努
働
者
を
雇
傭
す
る
重
要
産
業
も
な
い
が
、

め

低
い
大
産
業
も
な
い
の
で
あ
る
。

均

得
者
で
、

叉
賃
銀
が
例
外
的
に

一ムハ、

と
こ
ろ
で
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
が
調
査
白
封
象
に
選
ん
だ
「
帥
労
働
者
」
は
牛
二
五

O
ポ

y
ド
以
下
の
所

二

O
六
人
で
あ
ヨ
た
。

=
一
六
一
一
の
世
帯
を
包
合
す
る
一
五
、
三
七
二
白
州
居
忙
住
む
五
五
、

A
り

女
に
労
働
者
牧
入
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
も
の
は
次
の
題
り
で
あ
っ
た
。

失
業
保
険
に
よ
る
失
業
手
嘗

失
業
救
務
局
仁
よ
っ
て
奥
え
ら
れ
る
企

会
的
扶
助
委
員
曾
か
ら
の
手
賞
金

老

齢

年

金

握
婦
・
孤
児
年
金

鞍

害

年

金

産

業

年

金

賞
母
由
垂
肱
入

小
選
と
し
て
許
さ
れ
る
額
一
主
ジ
り
V

グ
以
下
の
子
供
の
牧
入

年
の
い
っ
た
子
供
の
父
母
に
支
掛
う
部
屋
杭
と
食
費

臨
分
地
(
己

E
E
E
R
)
か
ら
の
野
東
の
債
値

財

産

申

利

子

撃

校

給

食

• 

+
引
に
最
も
重
要
注
問
題
は
、
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
が
定
め
た
最
低
生
活
費
H
貧
困
線
で
あ
る
。
こ
れ
以
下
の
牧
入
の
労
働
者
を
彼
は
貧

困
線
以
下
H

貧
困
者
と
稿
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ギ
ヲ
ス
勢
働
階
級
窮
乏
化
白
一
断
面

静
六
十
八
春

一
八
九
九
年
に
ヲ
ウ
ン
ト
リ
ー
が
チ
ヤ
ー
ル
ス
・
プ

l
ス
忙
倣
っ
て
定
め
た
貧
困
組
H

最
低
生
活
費
は
普
遜
白
労
働
を
す
る
、
一
ニ

占ノ、
七

集
大
披



イ

ギ

リ

丸

山

骨

働

階

担

窮

乏

他

。

一

断

面

第

六

十

凡

春

人
の
未
澗
立
白
千
供
を
も
っ
た
、
五
人
家
族
白
労
働
者
で
一
二
シ
リ
ン
グ
八
ベ
ン
五
、
家
賃
を
除
け
ば
一
七
シ
リ
ン
グ
八
ベ

V

ス
(
第

一

占ノ、
丹広

第
六
披

一
品
ま
出
向
審
問
)
で
あ
り
、
と
れ
を
一
九
=
一
六
年
の
一
債
格
で
計
算
す
れ
ば
、
家
賃

E
除
い
て
三

0
シ
リ
ン
グ
七
ペ
ン
ス
と
な
る
。
と
と

ろ
で
と
の
貧
困
線
は
、
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
が
「
生
活
と
い
う
よ
り
は
単
な
る
生
存

P
た
め
の
一
水
準
」
宝

E
t己
主

Z
宮

E
E
Z
E
B

Z
F
Z
F
E
E
Z
)
と
よ
ん
だ
よ
う
に
い
わ
ば
飢
餓
的
水
準
で
あ
っ
た
か
ら
、
ラ
守
ン
ト
リ
ー
は
一
九
三
六
年
に
は
と
の
水
準
を
貧

困
線
U
最
低
生
括
費
と
し
て
採
用
す
る
事
は
出
来
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
て
彼
が
一
九
三
六
年
忙
選
ん
だ
最
低
生
活
費
B
E
U
E

F
E
m
L
E
E
S
ほ
家
賃
を
除
い
て
四
三
シ
リ
ン
グ
六
ベ
ン
ス
で
あ
っ
た
併
と
の
内
誇
は
弐
心
如
く
で
あ
る
。

食

物
京

阪

光

熱

家
事
ょ
の
雑
費

人
に
閲
す
る
雑
費

計

回二

三九一四人 O
ν 
リ
ジ

グ

ペ
レ
ス

六

。
四人

。
六

人
に
関
す
る
雑
費

2
0
2
5】∞
E
E
E
)
に
は
失
白
如
き
も
の
が
計
上
さ
れ
℃
い
為
。

一J
q
u，
グ

ぺ

h
d

ス

一

七一

O

O

六

一

O

O

宍

O

七

失
業
及
び
健
康
保
険
費

疾
病
、
理
葬
ク
ラ
プ
へ
の
掛
金

ノ

勢

働

組

合

費

仕
事
場
へ
虫
毎
週
費

切
手
、
使
鑓
其
の
他
家
族
仁
必
要
な
も
の

日

刊

新

聞



ラ

ジ

オ

O

六

其
白
他
.
ビ
ー
ル
・
タ
パ
ヨ
・
贈
物
・
休
蝦
・
書
物
・
放
行
等
三
四

計

九

O

f

と
の
最
低
生
活
水
準
は
ど
の
様
に
評
債
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
ヲ
ウ
ン
ト
リ

l
自
身
次
白
様
に
白
べ
て
い
る
。

i

寸
夫
婦
と
子
供
一
一
一
人
の
家
族
が
健
康
守
維
持
し
で
ゆ
く
に
は
沼
主
=
一
u
v
p
y
グ
(
家
賃
を
舎
む
)
い
る
が
、
主
一
一
シ
リ
ン
グ
囚
場
合
に
は
、
主
婦
白

不
臨
む
注
意
ι高
い
熟
練
が
必
要
で
あ
る
。
倫
明
宜
的
に
は
査
収
入
い
か
肉
腫
的
健
康
(
ち
一
百
四
色
}
局
長
「
)
に
絶
叫
割
に
必
要
な
色
白
に
す
い
と

ら
れ
で
了
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
必
須
の
項
目
に
向
け
ら
れ

t
後
に
は
殆
ん
E
何
色
麗
ら
な
い
白
で
あ
る
。
即
ち
他
自
す
べ
て
に
劉
い
t
週
三

シ
り
Y

グ
四
ベ

y
只
よ

b
多
〈
は
な
い
の
で
あ
戸
川
。
」

寸
私
は
私
自
調
査
を
や
っ
て
明
き
乍
ら
、
究
第
に
夫
む
様
な
印
象
が
強
〈
な
つ
に
の
で
ゐ
る
。
印
ち

l
週
五
三
シ

9
y
r
で
五
人
の
家
腕
者
維
持
し

て
ゆ
〈
こ
と
は
、
例
え
年
に
五
二
週
の
所
得
が
あ
つ
で
も
主
婦
由
緒
え
ざ
る
注
意
深
さ
と
高
い
程
度
の
熟
練
と
が
必
要
で
め
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し

で
査
枚
入
は
同
種
的
健
康
に
格
調
に
必
要
な
も
白
骨
買
う
の
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
と
と
で
め
が
」
と
。

「
し
か
も
一
鎮
の
家
具
賓
の
支
出
も
許
さ
れ
な
い
申
で
あ
る
」
(
吋

2
E判
草

色

F
品
目
切
聞
、
司
出
)
。

さ
て
週
二

O
シ
H
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
食
費
止
は
一
間

E
D
程
度
白
も
白
で
あ
ろ
う
か
。
と
れ
は
『
九
三
三
年
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
醤

師
合
(
己
見

P
E
a
r
豆
島
E
7
E
o
n
u
t
S
)
の
委
員
舎
が
勧
告
し
た
「
普
遁
の
労
働
」
を
す
る
成
年
男
子
努
働
者
が
「
健
康
と
労
働
力

一
O
O瓦
の
脂
肪
、
五

G
O瓦
の
合

水
茨
業
主
含
ん
だ
三
一
、
四

O
O
カ
ロ
リ
ー
白
食
料
品
費
?
あ
る
。
因
み
に
年
齢
別
の
食
料
は
突
の
遁
り
で
あ
る
。
す
べ
て
不
熟
練
労

働
者
の
そ
れ
で
あ
る
。

を
維
持
す
る
に
必
要
な
最
低
食
費
」
で
一

O
O瓦
の
蛋
白
質
(
う
ち

Z
O瓦
は
動
物
性
蛋
白
質
)
、

子成成

年

男

子

年

女

子

供
(
一
三
歳
以
下
)

蒼
白
費

一oo--瓦
八=一

六
主

一
、
図
。
。
カ
ロ
ヲ

l

一
、
八
二

O

一、-一一

O

イ
ギ

9
ス
勢
働
階
級
窮
乏
化
申
一
断
面

第
六
十
八
春

= -= 
一一
第
六
輔
副

六
ブL



第
六
十
凡
巻

第
六
品宅

=コ一一阻

止
と
る
が
、
営
時
地
方
。
刑
務
所
の
囚
人
は
火
。
如
き
食
料
を
揮
取
し
て
い
た
O
で
あ
る
。

イ
ギ
刃
ス
骨
骨
働
階
担
窮
乏
化
。
一
断
面

大

坐

業

鞍
努
働
以
外
の
労
働

建
築
努
働
に
は
こ
の
外
に
特
別
食
料
が
給
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

蛋
白
質

一
O
一
・
。
。
瓦

一
O
入
・
二
二

騒

努

倒

輯
労
働
以
外
の
勢
価

低
劣
さ
を
息
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
五
人
家
族
で
週
五
三
シ
リ
ン
グ
白
収
入
で
は
、

ス
も
ふ
り
向
け
る
事
は
出
来
友
い
白
で
あ
る
。

(
男
の
囚
人
)

λ、
) 

蛍
自
費

一
一
五
・
↑
五
瓦

一
=
二
・
三
入

労
働
調
査
所

三三三主力
、ロ

四 ー リ
二 01
九 =

動
物
性
脂
肪

三
四
・
九
八
瓦

三
大
・
八
六

-E:-
O 

(
E
E
-
m
g
s
n
F
ロ
4
s江
田

E陣

)

が
そ
り
低
さ
を

食
料
に
二

0
シ
リ
ン
グ
六
ベ
ン

10 

}ohn Orr， F∞d， Health 
and 1丸comeJ: 1J 0 

D. G. I-I. & M. 1. Cole， 
The Condition of Bri-

tain， p. 123より引用。

0"目標準は完全な健

康陀必要なカロ P戸 B

蛋白質及u:鏡物質の園

臨的標準ょ刀低い自で

ある

Cf. Food， 1-王ealthat'd 

Income， AppendixVIII. 
D. G. JOD田， Social 

$u:rveys， p. 178 

四三カ、
ロ

コ回 p
O 入 l
O 二

動
駒
性
脂
肪

三
九
・
一
ニ
O
瓦

四
一
・
一
八

J
R
W
F
。
門
吉
田、

呂
町
ロ

E
E
E
3
と
よ
ん
だ
り
も
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

イ
ギ
り
ス
の
柴
養
問
題
の
偉
大
な
権
威
た
る
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ル
卿
は
一
消
費
者
車
位
首
り
の
標
準
食
費
{
一
九
三
四
年
)
を
衣
白
様

に
計
算
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ラ
ウ
ン
ト
リ
l
最
低
生
活
費
の
食
費
が
い
か
に
み
じ
め
で
あ
る
か
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。

ー消費者(平均)嘗り

(average c岨 sumer)

標準食物費

(1034年)

シワベぷ
μ グス

2 10t 

4士

6ま

1~ 

1 

魚

卵と卵製品

牛乳と
乳製品
マ寸ーガリ γ

とラ ド

野菜

と肉

7き

11~ 

4& 
4~ 

8， 

果物

茶・コーヒ・
2 ロア

砂糖

穀物

調理食物の
迫力日費用事

寅
際
、

9l 8 

*とれはndditionalcost 

of preparing food的課

である。



因
み
に
所
得
階
級
別
の
食
費
支
出
と
そ
白
内
容
は
衣
の
題
り
で
あ
っ
た
。
(
向
ォ
l
ル
鵬
白
カ
ロ

p
l最
低
必
要
量
が
非
常
仁
低
い
こ
と
仁

注
意
吾
よ
)
。

(1934年)

一人営 b 各f)レープ白人口数

の平均週 、~ー~一一、
単 位全人口仁聖母

食物支出 (1，000人)する育分比

一入賞 b

週所得

10 .. f;-") " グ 4，500

9，000 

1Uv'9νFまで第 1グループ・

20 

20 

20 

20 

9，000 

9，000 

9，000 

4，500 

6 

8 

10 

12 

目

別

別

~

~

~

 

o
i
5
0
 

1

1

2

 

" 
ク

31~45 

45v '9 yグ以上

" 

-

F第 2

第 3

第 4

第 5

イ
ギ
リ
ス
努
働
階
融
窮
乏
化
四
一
断
面

10 

‘ 
John Orr， Food，. Health， and Income. (2nd Edition 1939) p. 66 

備考第2，，'ループは平均週一人賞り所得が10-15シリングτある

が，それは 6人目家族&週拘3~;/ れつ所得。普遁目鼻働者

家族である (D.G. H. & M. 1. Cole， The Condition of Britain， 

p. 128) 

14 " 第 6

倫1931年四政府調査において到建し?と慢の結論は大来に喜ば

L<ない拘Eろきをあたえたのである。それは人口白半分工

り少〈ない部分。人々が不充分な筆趣味態にあったというと

とである。乙甲宇分は不均衡(不均台)に多〈由子供を合ん

でいる四である。それは貧乏な家放が平均的には揮山町子供

をもっτいるというだけでなく，彼等u耽入が非背に少いか

;，である (D.C. Jones， Social Surveys， p. 180) 

第
六
十
八
巻

=
一
三
五

第
六
腕

七



イ
ギ
u
y

ス
慣
習
曲
階
調
窮
乏
化
。
一
断
面

¥
い
リ
イ

第
ル

必要な標準宜物揮取量.!:比較 Lft各所得グル画プsu白食物清費

(1934隼1

(グヨシ・オ m ル駒田「金物健康:&V'所得」からの要約)

震際白平均的消費

第 3グ 第 4グ
ノレープ ループ

第 5グ

ループ
第 2グ
ノレーーフロ

必要な標準 / 
第 1グ

(グラ吋 ループ

質白蛋

4.0量43 

51. 

44 44 43， 41 性物植

58 45告39t 32， 22昔性物動

98み94量89. 
""占

76 6"昔68 計

肪H~ 

11 12 13 14. 18 21 性物植

130 118 107 95 81 50昔性物

計

炭

動

141 130 120 109t 99 71き98 

396 406 403 395 381 348 素

物

水合

鏑

0.95 0.8 0.7 0.6 。目5。目40.6-0.9 カノレシ z ワム
第
六
十
凡
巻

lJi 14 1.8 1 2 1.0 0.8 1.23 憐

0.014 0.013 0.012 0.011 0.010 0.008 0.011 織

一一山，、
2，875 2，210 

士，832

2，015 

1，577 

1，624 

1，314 

1，250 

1，134 

774 1，900 

1，400 

ピタミ:/ (圏際車位)

A 

第
六
按

2，323 838 C 

七

3，326 

偉いグル戸プにおいては縮蛋白質は十分であるが動物性蛋白質に不足せる

を注意。 rル戸 7
Dl-3rc和いてはピタミ yが非常に不足L，グル戸フー1← 2

忙~いては鏡物の不足せるに古意せ工。

グル F フ・ 1と2は安いカロリ戸田食物を比較的多量忙消費せるにもかかわ

bずガロリ"が不足しているととに語意せよ。

D. G. H. & M. 1. Cule， iLiu.， p. 129 1:.!l引用。

3，249 3， 11~ 2，962 2，768 2，317 2，810 リロカ



ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ル
は
「
全
人
口
の
三
分
の
一
に
近
い
人
口
白
食
物
が
、
健
康
を
維
持
す
る
に
必
要
な
最
低
標
準
吃
達
し
な
い
の
で

あ
る
」

(
T
E
。
司
自
色
ロ

E
E
E喜
吉
井
u

剛
古
島
国
関

F
O
F
4
w
E
宅
耳
目
白
3
E邑
】
YH)
と
述
ベ
、
又
一
九
三
五
年
に
骨
け
る
一
、

凡

O
O寓
人
(
一
人
首
り
九
シ
リ
ン

r以
下
白
食
費
の
者
)
の
人
々
白
食
物
の
柴
養
扶
態
在
、
最
低
必
要
量
、
並
び
に
一
八
世
紀
白
労

働
者
の
食
物
の
柴
養
吠
態
と
比
較
し
、
そ
れ
が
何
れ
と
も
低
い
事
を
一
示
す
表
h
k

掲
げ
て
「
努
働
者
階
級
白
食
物
の
一
柴
養
慎
値
の
こ
白
悪

化
の
結
果
と
し
て
努
働
大
衆
白
償
格
は
悪
化
し
た
。

coz-守
司

WF邑
白
色

F
O
窓口
1
。W
H
Z戸
司

H
O
)

と
虫
同
い
て
い
る
り
で
あ
る
。

老齢拝金
受領者

ンリヘシ ;.-')ベン
μ グス 〉グス

22 9 15 3 

失業者被傭者

ンリヘレ
シグ λ 

25 10 

3 

成年男子白み

6 12 6 17 21 成年女子中み

22 8 27 11 31 婦夫 4 

平
均
身
長
は
低
く
な
ワ
た

L← 

何
れ
に
し
て
も
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
最
低
生
活
費
が
極
め
て
み
じ
め
段
低
さ
で
あ
る
事
だ
け
は
極
め
て

ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
は
と
の
最
低
生
話

夫婦と子供二人

夫命と子供三人

来燭立由子供の増すごとに 5 ジヨ Yグ 4~~ ス

加算す。

家族内に成年女予(妻以外の)がいる場合は 7

V リ y グ 8~y ス加算す。

家族内に成年男子(主人以外の)がいる場合は

11シリ ν グ 5~ :yス加算す。

部屋f1:食費を掛っている成年女子がいる場合は

4 シリ yグ G~yス加算す。

部屋代食費~支抑ってい。成年男子がいる場合

は 5シリ γ グ 9-<νλ加算す。

o 
8 

5 40 6 43 

イ
ギ
ヨ
ス
勢
働
階
融
窮
乏
化
白
一
断
面

35 

38 

1 

2 

38 

41 

夫婦と子供一人

解
六
十
八
巻 明

瞭
で
あ
る
。

費
を
出
口
E
S
Z
2己
印
。
『
同

ω
Z
E
と
栴
し
て
い

る
が
、
成
程
、
第
一
弐
ヨ

1
ク
調
茶
白
最
低
生
活

費
や
プ

I
ス
の
貧
困
帥
酬
に
比
べ
れ
ば
確
か
に
良
好

で
あ
る
が
、
と
白
請
の
木
来
意
味
す
る
と
と
ろ
よ

-P
遥
か
に
低
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
成
程
「
一
ノ
ウ
ン
ト
リ

l
D
一
一
ツ
白
標
準
削

ち
一
八
九
九
年
D
貧
困
線
と
よ
ば
れ
た
標
準
と
一

九
コ
一
六
年
の
人
聞
と
し
て
の
必
要
な
標
準

l

'L  

E 
JI[ 
~U 
す

る
事
は
望
ま
し
ν、
こと
と主
でば
あれ
る]'Wr己
」標
に準

国
E
E
P
Z
Z仕
え
戸
山
F
E
H

七

第
六
披

七



• 

イ
ギ
リ
ス
第
働
階
杭
窮
乏
他
の
一
断
面

は
達
い
を
い
が

で
あ
る
。

第
六
十
八
巻

一
九
三
六
年
の
「
向
八
聞
と
し
て
の
必
要
な
標
準
」
が
極
め
て
劣
悪
な
「
貧
困
線
」
た
る
と
と
も
又
問
遣
い
左
い
の

第
デご

競

以
上
の
如
き
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
低
生
活
費
は
各
家
族
白
家
挨
員
数
に
感
じ
て
前
頁
表
。
如
〈
左
る
の
で
ム
る

白
所
得
)
0

こ
れ
に
麿
じ
て
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
た
た
め
に
、
ク
チ
ン
ス
キ

l

D

「
飢
餓
と
労
働
」

当
日
と
の
場
合
と
具
っ
て
完
全
な
貧
困
者
数
が
算
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

の

T

と
こ
ろ
で
ヨ
ー
ク
市
の
所
得
別
第
働
者
数
(
所
得
は
家
賃
支
排
後
の
所
得
}
は
弐
の
題
り
で
あ
っ
ゎ
。

供

色

白

族

相

得

子
は
敷
家
に
所

=

君

主

z
l
z

l
E
2
7
t
T
 

婦
人
家
っ
そ
し

夫

3

々
異
の
降

、IB
i
-
-「
E

・I
・-F

下

下

下

以

以

以

ス

ス

ス

6

6

6

 

グ

グ

グ

3

3

8

 

4

5

6

 

L
〕
'
と
?
と

ヌ

日

リ

6

6

6

 

グ

グ

グ

8

2

3

 

3

4

3

 

33シリシグ6へ日以下A 

C 

D 

B 

長人口に
占める百
分比

% 
8.1 

10.8 

20.5 

4.4 

8.0 

9.6 

63:.-1)げ 6ぺりとそれ以上

僕揮耳目他者た陣いk樺
働者階扱人口町中に占
b る百分比とそ回数

人 %
7，8rn 14.2 

9，348 

10，433 

7，684 

19，904 

品川者
を
た
陀
闘

家
れ
開
勢

G

l

 

16.9 

36.1 

18.9 

13.9 

4，300 

E 

R 

F (僕稗)

A 

C 

D 

E 

3.6 3，500 

=
一
三
八

七
回(

家
賃
を
支
梯
つ
に
後

。
・
阿
古
N
W
M
m
r
・
国
ロ
ロ
何
一
耳
目
色

35.0 

100.0 100.0 

m~.980 

96~980 

H 其他の人口



内
容
佐
検
討
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
れ
で
ま
宇
崎
町
働
階
級
人
口
の
コ
二
・
一
%
が
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
る
事
が
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
所
得
ク
ラ
ス
別
に

1 

最

低

生

活

費

以

下

白

勢

働

者

の

生

活

ク
ラ
ス

A

(夫
婦
と
子
供
三
人
目
家
伎
で
家
賃
を
支
挽
つ
に
後
の
牧
人
が
三
=
一
v
p
y
グ
大
4

y
ス
の
も
の
、
或
は
家
族
員
数
は
異
る
が
乙
れ
と
同

性
質
白
山
収
入
の
も
り
}
は
二
、

。
四
一
世
帯
と
七
、

男

四

戸

主

妻

或

は

女

白

戸

主

一
=
一
以
下
r

由

子

供

一
四
歳
及
び
一
七
歳
以
下
の
子
供

一

入

歳

以

上

田

子

供

下

宿

人

八
三
七
人
か
ら
た
っ
て
い
る
。

=
τ
ご

O
五
人
の
樹
立
前
田
子
供
四
う
ち

一
一
一
九
一
人
は
一
人
由
来
濁
立
の
子
供
を
も
っ
七
家
族
仁

七
O
二
人
は
二
人
の
未
濁
立
の
子
供
を
も
つ
に
家
族
に

王
五
主
人
は
三
人
の
未
濁
立
の
子
供
を
も
っ
七
家
族
ド

六
二
八
人
は
四
人
の
宋
濁
立
の
子
供
を
も
つ
に
家
族
に

九
二
九
人
は
五
人
以
上
の
宋
濁
立
田
子
供
を
も
つ
に
家
族 一

、
五
七
ご
人

一
、
八
八
七

=τ

コ
O
五

四
八
一

宜
六
九

一一一一一-

B. S. Rowntree ibid.， 
p.35 

B. S. Rowntree， 
Poverty and 

})rogress， p. 35 

イ
ギ
W
J

ス
勢
働
階
担
窮
乏
化
白
一
断
面

に
い
る
の
で
あ
る
。
七
九

O
家
族
は
未
満
立
の
子
供
の
い
危
い
世
帯
で
あ
る
百

七
三王

第
六
十
八
巻

=一一一一九

第
六
麗



イ
ギ
リ
ス
簿
働
階
級
窮
乏
化
の
一
断
面

A
ク
ラ
ス
(
極
賞
、
第
一
弐
賛
闘
吉
5
2
可
胃
5
4
)
の
所
得
綿
額
は
三
、

二
九
九
ポ
ン
ド
一
九
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
で
、
最
低
生
活

一
人
営
h
y
三
シ

H
ン
グ
九

費

1出
回
目

E
Z
0
0臼
問
。
『
同
』

Z
E
よ
り
低
い
と
と
一
、

第
六
十
八
巻

一一一四
O

第
六
披

七
プて

四
七
九
ポ
ン
ド
一
七
シ
リ
ン
グ
二
ペ
ン
ス
で
、

九

シ
ヲ
シ
グ

一一一{一
O一一一一一一一

uvquJ
グ

七一O入
一一一

ベ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
所
得
の
四
五
・
八
%
が
個
人
的
牧
入
で
あ
一
台
た
。
左
白
遁
り
で
あ
る
。

d
m
h
d
v
 

九
=
一
五

四
五
二

四
七

三
七

三
八ポ

シ

V

一一一一一一

九
O
九

三
七
三

国
大
=
一

ぺ
udA

五

与
一

働

部

三

川

P

E
F

，
 

四

n
h

刷

入

1

1

田
明
得
の
五
四
・
一
一
%
は
枇
合
施
設

(mE己
目
。

2
8
)
か
ら
得
た
も
白
で
あ
っ
た
。
'
弐
の
遁
り
で
あ
る
。

べ
占
ス

一一一五二一O
B目 S.Rowntree， 

ibid.， p. 36 

戸

主

の

耽

入

子
供
と
下
宿
人
の
支
掛
う
下
病
代

贈
物
と
し
て
買
っ
た
も
の

前

申

雇

主

か

ら

申

年

金

共

の

他

題

康

保

険

失

業

手

営

会

的

扶

助

圏

-

家

四

年

金

皐
校
千
子
供
が
安
〈
得
る

千
乳
と
(
或
は
)
肉

J
+引
に

B
ク
ラ
ス
(
夫
婦
と
三
人
の
宋
濁
立
の
子
供
の
家
族
で
家
賃
を
支
掛
っ
た
後
白
牧
入
が
一
エ
三
シ
リ
ン
グ
六
ペ
シ
ス
と
四
三
シ
リ
ン
グ
宝
ペ

γ
ス

自
問
白
も
町
、
或
は
家
族
員
数
は
異
る
が
、
こ
れ
と
同
性
質
?
収
入
の
色
町
)
は
三
、

O
四
五
世
帯
と
九
、

三
四
八
人
か
ら
な
っ
亡
い
る
。
そ

れ
は
労
働
階
級
人
目
白
一
六
・
九
%
で
杢
人
目
白
九
・
七
%
で
あ
る
。
家
族
自
構
成
は
次
白
通
り
で
あ
る
。

• 



二
、
一
ニ
七
五
人

一
一
、
七
七
五

一
一
、
五
六
一

四
六
七

九
四

O

三
二

O

掲

の

戸

主

妻

戒

は

女

白

戸

主

一

三

歳

以

下

の

子

供

一
四
歳
と
一
七
歳
以
下
の
子
供

一

八

歳

以

上

回

子

供

下

宿

人

ご
、
五
六
一
人
の
子
供
自
う
ち

大
=
二
人
は
一
人
の
未
濁
立
の
子
供
を
持
つ
家
族
い
い

λ
=
一
四
人
は
二
人
の
末
濁
立
の
子
供
を
持
つ
家
族
仁

大
一
一
人
は
三
人
の
未
濁
立
の
千
供
を
持
つ
家
族
仁

三
O
O人
は
四
人
の
未
樹
立
の
子
供
を
持
つ
家
族
に

一
入
主
人
は
五
人
以
上
白
未
濁
立
の
子
供
を
持
つ
家
族
仁

属
す
る
の
で
あ
る
。

B
ク
ラ
ス
白
所
得
は
五
、
六
二
八
ポ
ン
ド
一

O
シ
リ

y
グ
三
ベ
シ
ス
で
、

い
と
と
六
七
八
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
、

牧
入
で
衣
白
通
り
で
あ
る
。

戸

主

の

肱

入

子
供
と
下
宿
人
四
支
梯
う
下
宿
代

贈
物
と
し
て
貰
ワ
h

い
も
の

前
白
雇
主
か
ら
の
一
年
金

其

田

他

イ
ギ

9
ス
第
働
階
組
窮
乏
化
的
一
断
面

B. S. RQwntree， 
ibid.~ p. 37 

B. 5.' Rown町ee，

ibid.， p. 30 

一
人
営
り
一
シ
リ
ン
グ
五
・
五
ペ
ン
ス
で
あ
る
。
所
得
の
七
一
・
一
一
%
は
個
人
的

最
低
生
活
費

l
出
回
目

z
z
z
e。
『
円

P
Z
E
よ
り
低

市
&
ド

二
・
九
八
六

七
七
七

五
三

一一一一一
七
回

y
q
J
グ

六一一一
一九一一一yu 

ブ

四=ムーーハ-
J 

Jえ

B. S. Rowntiee， 
ibid.~ p. 38 
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イ
ギ
咽
タ
ス
第
働
階
紐
窮
乏
化
白
一
断
面

所
得
白
二
八
・
八
%
は
枇
曾
施
設
か
ら
得
た
も
の
で
、
弐
白
通
り
で
あ
っ
た
。

第
六
十
八
巻

健

康

保

融

失

業

手

営

園

家

年

金

会

的

扶

助

塵
授
で
子
供
M
Y
安
く
う
る
午
乳
と
(
或
は
)
肉

の

E
ク
ラ
ス
の
所
得
別
構
成
は
衣
の
遁
り
で
あ
る
。

シ
ワ
シ
グ

一-一一-一
三
六

=一入
四
一

ぺ

νヲハ
六

か

ら

O
L
Y
ら

六

か

ら

O

か
ら

V

ワ
シ
グ

=一五
=一入

四
O

四
三

ク
ラ
ス
A
と
B

O
階
級
白
貧
困
白
原
因

主
に
る
所
得
者
叩
失
業

規
則
的
に
努
闘
を
し
て
い
る

勢
働
者
の
一
不
充
分
な
賃
銀

臨
時
傍
働
者
及
び
濁
土
生

置
宥
の
不
充
分
な
牧
入

老

齢
央

亡

の

百
分
比

二
入
・
大

=
=
7
八

九
・
五

死

一
回
・
九

七
・
入

ポ

ν
ド

一=囚

主
入
二

七
O
六

二
九
三大

家
務
担

五
二

七
三
三

八
七
七

九
=
六

ベ
シ
ス

一
一
ま
で

五
一一

五

家
族
教

四

九

史人数

一
、
一
一
五
七

て
=
一
三
入

四
六
入

玉
、
六
回

一、-一

O
二

四
六
九

O 四九二ニ可

グ

-
、
川
二
世

一
一
、
=
一
六
一

二
、
六

O
九

二
、
主
主
七

四

ぺ
μ
λ

九入六七六B. S. Rowntree~ 

bid.， p. 38 

人

=zau下
枇

曾

施

aupら
う

お
子
供
殴

a聴
入
の
割
合

人

%

-
、
九
O
一

八

O

一一、六

0
0

、
夫

六

、主一一一

、
三
四
六

七

五
宝
入

六
・
五

O 九
五七

六
六

五
0
・七

B. S. Rowntree， 
ibid.， p. 37 

第
六

揖

七
J、LB 

五一厭扱

七ム
ハ
・
七
五

-宝

一一・

O
一一五

七νE

R均

九F霊

J丸

九

五

九入七

五



其病

Q) 

A
?と
E
ク
ラ
ス
に
属
す
る
貧
困
者
の
大
多
数
が
祭
養
木
足
般
態

(
C
E
m
B
E
E
r
E
)
に
あ
る
り
で
あ
る
。

因
み
に
A
と
B
D
労
働
者
中
、

他気

四
・
一

一一・主

主 O

-七

O
一

四
二
九

同六
七入

五
六
・
九

二
一
ニ
・
七

0
・五

九
・
宝

七入

一ー

九三

只
一

0
・
五
%
円
か
だ
け
が
熟
練
労
働
者
で
後
は
す
べ
て
不
熟
練
労
働
者
で
あ
る
。

2 

最

低

生

活

費

以

上

の

労

働

者

D

生

活

ク
ラ
ス

C
は
衣
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
Z
と
と
が
出
来
る
。

ン
可
シ
グ
ベ

μ
ス

回

コ

一

六

i

1

l

四
六

O

四

八

六

五一

O

シヲ
J

グ

ベ

ン

ス

四
五
-
一

四

入

五

五
O

一一

五

三

宝

家
族
数

九
四
六

入
五
六

七
八
三

三
、

L

J
‘
/
斗
ノ

人

数

二
、
八
日

O

二
、
大
入
入

三
、
四
九
七

一
一
、
四

O
入

C
ク
ラ
ス
の
キ
分
以

h
は
最
低
生
活
費
よ
り
五
シ
リ
ン
グ
以
下
高
い
だ
け
で
あ
る
。
彼
等
白
平
均
所
得
は
一
入
賞
り
週
九
ベ

ν
ス

9
 

技
低
上
り
高
い
だ
け
で
あ
る
。
か
く

τ彼
等
の
生
活
水
準
は
B
ク
ラ
ス
と
殆
ん
ど
区
別
出
来
由
程
で
あ
る
。
も
し

f
ベ

τ
の
家
族
が

酒
(
飲
科
生
ロ
丘
、
賭
博
、
タ
バ
コ
に
、
ヨ

1
ク
白
労
働
者
が
支
梯
う
平
均
額
だ
け
使
う
な
ら
、
す
べ
て
白
家
族
は
肉
憾
的
能
率
に

非
常
陀
僅
少
で
あ

D
、

と
う
て
の
必
誕
物
に
も
こ
と
快
く
で
あ
ろ
う
。
勿
論
彼
等
は
と
り
種
の
と
と
は
何
も
し
な
い
。
し
か
レ
最
低
生
括
費
を
と
え
る
額
は

そ
し
て
最
低
生
託
費
そ
れ
自
身
が
非
常
に
逼
、
迫
官
四
日
間
E
こ
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
ら
へ
の
比
較
的

僅
か
の
気
備
も
或
は
寅
際
の
僅
か
の
無
駄
遁
い
も
、
家
族
か
ら
必
需
品
を
奪
う
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
も
し
λ
あ
っ

τこ
れ
が
努
働

2
4

ギ
叫
ク
ス
勢
働
階
耕
窮
乏
化
の
一
断
面

静
六
十
八
巻

第
六
銃

七
九

四



イ
ギ

9
ス
勢
働
陪
担
窮
乏
化
白
一
断
面

者
階
級
の
七
%
か
ら
一
O
V
月
白
問
。
割
合
で
あ
る
と
信
す
る
と
い
っ
た
と
し
た
ら
、

第
六
ト
八
巻

=
一
四
四

第
六
披

J又

O 

そ
れ
が
誤
う
て
い
る
止
詮
明
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。

C
や

D
や

R
ク
ラ
ス
の
数
千
人
も
の
人
々
が
必
需
品
以
外
の
も
の
を
買
う
の
で
、
家
族
E
維
持
す
る
た
め
に
泣

う
所
得
は
最
低
生
活
費
よ
り
低
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
時
に
非
常
に
低
い
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ヨ

1
ク
市
白
労
働
階
級

ノ
1
1
1
1

人
口
の
約
四
O
%
が
最
低
標
準
以
下
D
生
活
を
し
て
い
る
さ
二
%
は
低
川
所
得
田
仁
め
、
九
%
は
必
需
品
以
外
仁
企
を
事
ヲ
仁
め
)
と
計
算

し
て
も
決
し
て
謀
り
で
は
左
い
の
で
あ

L
o

3 

全

の

骨豊

般

考

察

さ
て
女
表
は
主
た
る
賃
銀
所
得
者
(
の
E
Z
S問
。

E
E
q
)
以
外
の
追
加
所
得
者

る
役
割
を
一
不
す
，
も
の
で
あ
る
。
い
か
に
と
れ
が
各
ク
ラ
ス
を
決
定
す
る
上
に
大
き
い
役
割
を
減
じ
て
い
る
か
は
、

従
う
で
追
加
所
得
者
白
う
る
所
件
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
事
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

〉ー

E
蹄
広
」
V
B出
蛍

ヨ
お
的
5
輯
輝

海

何回合同〉

的随

誇

強

調

味
h
y

ぞ
て

d
v白
河

p
h
v
u
p

師、よ
F
叫

同

日

。

。

』

戸

回

目

4

A

m

m
w
u
戸
印
∞
]
戸
回
目

∞u戸

h
w
@
H
C

同

日
∞

w
~
w
o
m
w
J
『。

∞ 

(
E宅
-
5
2
E
4
E
E
2
)
が
各
ク
ラ
ス
に
演
じ
て
い

円
冊
蛍
当
論
叫
古
山
か

盟

先
た
て
や
一
】
~
山
、
、
J
V
L
N

H
d可
同

出

品

恥

@

砕

い

FJ吋
]

戸

同
一
戸
。
O

M

匂
い
戸
。

。

∞

∞

寸

印

ι
F
W
同
時
恥
]
戸
凶
]
戸
同

。

]
F

句

、

叶

4
1
u

∞
臼
寸

1
u
o

mwMω
恥

∞

也

。

。

]戸。
uh帥

ω

ω

]

戸、

ω日
ω

戸

。

∞

仇

]

「

。

叫

ん

凶

]
戸
市

w.coが

Amu出
M
N
同

印

旬

、

凶

否

。

∞

、

ωい
F

m

v

ω
印

、

恥

恥

由

。

・

@

∞

mw

M
w
m
-
M
W
C
d匂
ロ
可
向
。
匂
可

G
Z
M「

4
2
M【
凶
噌
H
O
R同

E
r

】

v
・
同
問
。

ク
ラ
ス
が
上
る
に

同冊
H
E
当
官
制
蝋
色
山
印

国
司
描
魁
凸
岡
洋
詩

供

@∞-H
 

H
同・]戸

同回目]戸
]E』

]
戸
回
。
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♂内省

一
歳
以
下
の
子
供
の
五
一
了
五
%
、

イ
ギ

9
ス
捧
帥
階
融
窮
芝
化
。
一
断
面一

歳
四
歳
の
子
供
白
一
四
九
・
七
%
、

第
六
十
八
巻

司一四点

第
六
腕

F、

五
歳
一
四
歳
白
丁
供
の
三
九
・
一
一
%
は
最
低
生
活

費
以
下
の
出
家
族
忙
属
し
て
い
る
の
で
あ
Z
。
規
則
的
に
州
労
働
し
て
い
る
が
、
低
賃
金
白
出
家
族
に
つ
い
て
云
え
ば
、

一
ご
一
年
間
、

子
供
の
四
九
%
は

一
九
%
は
一
一
一
年
間
、
八
・
八
%
は
一
一
年
間
、
六
・
四
%
は
一

0
年
問
、
七
・
三
%
は
九
年
間
、
六
・
九
%
は
八
年

四
・
九
%
は
四
年
間
、
ニ
%
は
一
三
年
問
、

問
、
五
・
四
%
は
七
年
間
、
一
一
・
阿
%
は
六
年
間
、
二
%
は
五
年
問
、

一
%
は
一
年
間
夫
々
貧
同
生
活
を
し
て
い
る
事
と
な
る
の
で
ぜ
る
。

一
%
は
二
年
問
、

苫
て
貧
困
者
の
般
態
を
以
上
の
様
に
考
察
し
た
上
で
、
と
白
貧
困
を
克
服
す
る
た
め
の
一
最
低
賃
銀
と
家
族
子
営
に
つ
い
て
ラ
ウ
ン

ト
リ
ー
は
弐
白
上
う
に
書
い
て
い
る
。

事
完
ゐ
な
宣
眼
目
た
晶
に
賓
園
で
る
畠
家
族
反
伊
そ
b
人
島
崎
民
濯
的
最
唖
賃
値
と
喪
旗
手
嘗
耐
あ
た
え
る
影
響

若
し
夫
々
、
四
五
シ
リ
y
r
、
主
O
シり
y
r
、
五
三
シ
リ
シ
グ
、
六
三
シ
リ
y
グ
の
最
低
賃
銀
制
が
し
か
れ
る
な
ら
、
夫
々
究
の
ご
と
〈
、
貧
困
者

は
賓
閣
か
巴
脆
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

も
し
最
低
賃
銀
が
な
く
て

未
明
制
立
の
子
供
に
五
シ
リ
ン

グ
D
手
首
が
興
え
ら
れ
る
と

す
れ
ば
下
段
表
白
ご
と
〈
貧

困
者
は
貧
困
か
ら
救
わ
れ
る

D
で
あ
る
。

次
に
最
低
賃
銀
ム
」
未
満
立

霊困から
われる

人の割骨
M 

11.3 

星生人家族数

グ

低
銀

-u

最
賃

t-
人

635 326 

39.1 2，199 650 50 

57.9 3，241 899 83 

8:).9 4，644 1，169 63 

B. S. Rowntr田， ibid. p. 164 
f 

霊困から
われる

人々の百
分比

繍
敷

9.5 

人政

533 73 

児童手嘗

3人をこえ
る末碕立の
子供に 5シ

~ y グの手
首があたえ
られる壊合

20.9 
2人をこえ
る子慌に興 198 1，168 
えられる場
合

46.5 3
 

曲。。岨
ぇ
興
場

こ
仁
る

を
供
れ

人
子
ら

-
る
え
令

すベ Cの子
供に輿えら 8844，055 
れる場今

72.4 

B. S. Rowntree， ibid勺 p. 164 



引
旬

。
子
供
に
五
シ
リ
ン
グ
白
手
常
と
が
興
え
ら
れ
る
注
ら
女
の

F
と
く
人
々
は
貧
困
か
ら
腕
間
出
来
る
の
で
あ
あ
o

先
中
設
低
賃
銀
が

三
八
を
こ
え
る
子
供
に
夫
々
五
シ
り
ン
グ

の
手
官
が
興
え
ち
れ
る
場
合

一
一
人
を
こ
え
る
子
供
に
興
え
ら
れ
る
場
合

一
人
世
こ
え
る
手
供
じ
興
え
ら
れ
る
場
合

す
べ
て
の
子
供
に
興
え
L
れ
る
場
合

訪

問
五
シ
リ
ン
グ
の
場
令
は
右
表
の
ご
と
く
で
、

家

族

数

回
口
二

圭
A

A

圭一
、一六六

人

数
一、一占八

一、由主
Z

ヨ一、五占六

回
、
争
入
ニ

貴
闘
か
ら
救
わ
れ
る
人
々
白
割
合

-一一叫川
亘主・一

六
E

・4
四

人
先
・
ロ

最
低
賃
銀
が
五

O
V
リ
y
グ
白
場
合
位
左
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
ニ
人
を
こ
え
る
子
供
じ
央
々
主
シ
ワ
ン
グ

の
手
嘗
が
輿
え
ら
れ
る
場
合

一
一
人
を
こ
え
る
子
供
に
輿
え
ら
れ
る
場
合

一
人
を
こ
え
る
子
供
仁
現
え
ら
れ
る
場
合

す
べ
て
由
子
供
に
興
え
ら
れ
ゐ
場
合

家

族

数

告
さ
五
一
旦

J
H
園
田

、一四回
、-一点王

最
低
賃
銀
が
五
三
シ
リ
ン
グ
の
場
合
は
弐
の
湿
り
で
あ
る
。

=
一
人
を
と
え
る
子
供
に
夫
々
宝
シ
リ
ン
グ

m手
嘗
が
興
え
ら
れ
る
場
合

三
人
骨
こ
え
る
子
供
に
輿
え
ら
れ
る
場
合

一
人
を
こ
え
る
子
供
仁
現
え
ら
れ
る
暢
合

す
べ
て
の
子
供
に
興
え
ら
れ
る
場
合

家

族

数

一、白{ん

一、一宅

一、二
Z
E--X七

ュ人

25数

三、九
n
九五

回
、
」
uz
式

豆、コ九一

人

駿
回
、
口
』
主
一
ハ

目、ん』克

E

、三宅

王
、
配
当
己

資
困
か
ら
救
わ
れ
る
人
々
の
割
合

四九・也出

告
一

-z

交・正
由民・ヨ一

賓
困
か
ら
救
わ
れ
る
人
々
の
割
合

吉
・
八
%

企・一
面・入

先
・
六

イ
ギ
刃
ス
勢
醐
階
叡
窮
乏
化
白
一
断
面

我
々
は
こ
と
に
小
規
模
の
ピ
パ

F
ツ
ヂ
報
告
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

静
六
十
八
巻

l¥ 

回
一ヒ

第
六
擁



イ
ギ

B
2
n
努
働
階
綾
窮
乏
出
。
一
断
面

」L笠去ヘ
3グルーフ， 4，tr)レーア

シグ A グ J ス

68 4， 80 4 

13 家放

1グIV-7' 2完Fーフ園

，

w守

ヘ
元
副

1

グ
。
“

シ
シ

4

シ '1 ヘJ

B グス

33 8 

7 69 8!l 57 9 33 7， 24 

5 

3 

19 

21 

6士

8 

14 

22 

0* 
2 

9 

20 

l1t 

2 

6 

19 

家賃支梯前由所得

家賃支梯後山所得

1消費者官り所得
(家賃王排後)

標準的食物費

家賃支梯篠田
食費四割合

46.3 52.5 63.8 

必要な標準量民劃ナ畠比率*

量二 70.5 75.9 

04.5% 

R44 80.2 蛋白費偲

85.2 76.0 69.0 56.5 第一級蛋円買

127.0 108.9 107.3 89.5 肪目旨

9月7.387.8 87.7 78.9 t 

76.2 55.6 52.4 45.6 ムウ

ロ

ルシカ

109.6 95.8 78.8 67.3 燐

90.4 7].4 63.1 49.7 餓

餌
犬
十
八
巻

Ul4.7 93.4 ]07.5 52.4 A

R
「

タピ

100グラム

50 ~ 

3，400カロ B四

'00ク'ラム

大人 O;5，!i"ヲム，子供 1)'ラム，授乳中

の婦人1.5グラム

大人或は子供 1日比 1グラム

タ 1日に10ミBグラム

大人1日即日O園際車位，子供1日 1，500園際軍位

大人 300，子供5歳以上1日300，5麓まで 200，授乳中田

婦人 600図際車位(各1日)

ゼタミ Y C: 大人1目600，手棋1日 200園際車位

これは，築養について田技術委員曾四保健委員 (1王国lthCommittee of the 

Techuical Comn四回onon Nut出 ion) がすすめた最低標準である判。

ヲ
一
回
凡

140.7 

257.7 

130.3 

198.4 

101..5 

201.9 

84.7 

C 147.4 

収書~'"標準が採用されてv、る。
蛋白質楓量(大人一日首 V)

第一蛋白質( ク ) 

カロ P 【( ク ) 

脂 肪(タ)

カノνν ウム (1日賞り)

シ

タ

グ

第
六
旗

i¥、
国

憐

噛

ぜタミン A

ピタミンB，



ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
は
A
・
B
・
C
-
D
の
夫
々
に
所
属
す
る
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
家

同

族
一
一
八
を
釘
象
に
し
た
此
米
安
調
査
を
行
っ
て
前
頁
表
の
様
な
結
果
を
得
て
い
る
。

'
次
に
我
々
は
所
得
別
の
食
事
内
零
を
見
ょ
う
。

子
供
。
な
い
一
家
族
在
除
い
て
最
低
生
活
費

1
田口
E
E
z
z
b
え
同
島
富
円
以
下
の
生
活
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ー
と
2
0
杢

家
校
は
袋
一
発
木
足
合
同
島
内
同

E)
で
あ
り
、
最
低
生
活
費
以
と
白
生
活
を
し
て
い
る

r
ル
1
プ
3
も
イ
ギ
リ
ス
暫
師
合
白
委
員
舎
の
標

準
令
官

F
E
F
冨
旦
E
-
〉

m
m
S
H
E
S
F
E
E
Z
E
E
E
Z防
止
)
に
止
れ
ば
、
築
養
不
足
で
あ
る
。

八
家
族
は
週
に
平
均
三

0
シ
リ
ン
グ

一
一
ペ
ン
ス
の
食
費
を
つ
か
っ
て
い
る

G

と
れ
は
、
食
料
品
が
経
棒
的
に
選
ば
れ
た
な
ら
、
彼
等
の
必
要
な
標
準
食
費
で
あ
る
ご
二
シ

リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
以
上
で
あ
る
か
ら
築
養
不
足
な
ど
ゐ
と
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
彼
等
は
家
賃
を
支
梯
っ
た
後
の
一
枚
入
の
五
二
・
二
%

一
家
族
白
食
事
は
イ
ギ
羽
ス
磐
師
舎
D
委
員
舎
の
最
低

を
食
料
に
あ
て
て
い
い
る
。
グ
ル
ー
プ

2
の
そ
れ
は
六
三
了
八
%
で
あ
っ
弁
。

標
準
よ
り
正
で
あ
り
、
三
家
族
自
食
事
は
そ
れ
よ
り
幾
分
下
で
あ
一
担
、
四
家
族
は
明
瞭
忙
祭
養
不
足
で
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ

4
も
食

事
政
桜
準
に
淫
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
動
物
性
蛋
由
貿
は
一
四
・
八
%
不
足
で
あ
る
。
カ
ロ
リ
ー
と
ビ
タ
ミ
ン
に
沿
い
て
は
太
慨

不
足
は
な
い
。
鉱
物
性
腹
に
う
い
て
い
え
ば
、
銭
分
が
少
し
不
足
で
あ
り
、
カ
ル
シ
ユ

1
ム
ほ
非
常
に
不
足
で
あ
る
。
し
か
し
と
由

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
柴
養
の
木
足
に
閣
附
す
る
限

H
、
貧
困
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
と
の
グ
ル
ー
プ
の
標
準
食
費
は
週
二
一
シ
リ

ン
グ
ゴ
一
ベ
ン
ス
で
あ
る
白
に
=
一
二
シ
リ
シ
グ
二
ペ
ン
ス
濯
う
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
家
族
は
全
く
柴
養
不
足
で
あ
り
、
彼
等
の
う

ち
の
一
家
族
は
動
物
性
蛋
白
質
が
四
一
・
八
%
、
カ
ロ
リ
ー
が
一
一
五
%
不
足
し
て
い
る
。
他
の
そ
れ
も
動
物
性
蛋
白
質
が
三
二
・
四

%
、
カ
ロ
リ
ー
が
一
三
%
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
白
一
家
族
だ
け
が
イ
ギ
リ
ス
醤
師
品
問
委
員
舎
の
標
準
よ
り
よ
い
食
事
を

明

と
っ

τ
い
る
の
で
あ
る
。

古ミ

く
て
掛こ
の
よ
う
に

結
論
す
る

事
由三

出
来
る
の
で
あ

モ明

イ
ギ
D
ス
捗
働
階
蔽
窮
乏
化
の
一
断
面

第
六
+
八
巻

=
一
四
九

事
宍
艶

J、
宝玉



イ
ギ

9
4《
勢
嗣
階
級
窮
乏
化
。
一
断
面

第
六
十
八
巻

ιみ

ま王
O 

第
六
揖

八
六

山

w
rル
1
7
1
m
す

J

へ
て
心
家
族
そ
れ
は
失
業
手
首
で
生
活
し
て
い
る
家
放
で
あ
る
は
祭
華
不
足
で
あ
る
。

ζ

の
グ
ル
ー
プ
白
食
事
世
会
憾

と
し
て
ポ
テ
ト
ι

か
ら
う
る
ピ
タ
ミ
シ
C
を
除
い
て
す
べ
て
四
築
養
が
必
要
な
最
世
標
準
以
下
E
あ
る
。

側
グ
ル
ー
プ
E
は
1
程
烈
し
〈
は
な
い
が
柴
養
不
足
で
あ
る
。
か
く
て
最
低
生
活
費
以
下
山
生
活
を
し
て
い
る
家
族
叩
一
一
つ
白
グ
ル
ー
プ
は
築
韓

不
足
で
苦
し
ん
T
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
貧
困
に
基
因
す
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

向
グ
ル
ー
プ
8
は
僅
か
な
が
ら
最
低
標
準
以
下
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
部
は
或
家
庭
が
食
費
に
品
田
町

J

低
い
支
出
し
か
し
な
い
た
晶
で
あ
り
、
一
部
は

不
純
済
な
購
入
で
あ
る

E
Z
O
B
E
E
F
N河
口
掲
)
。
ど
り
場
合
も
融
市
養
不
足
が
貧
困
に
よ
る
と
結
論
す
る
事
は
正
賞
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

尚
一
円

J

を
陪
い
て
グ
ル
ー
プ
4
の
食
事
は
標
準
に
蓮
し
な
い
り

t
あ
る
。
彼
等
白
所
得
か
ら
判
断
す
れ
ば
健
康
に
必
要
な
す
べ
て
田
食
料
を
確
保

す
る
ζ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
ー
と
。

X

×
 

さ
て
我
々
は
こ
己
で
一
八
九
九
年
の
ヨ

I
ク
白
第
一
次
労
働
調
査
と
比
較
し
て
見
ょ
う
。

可

3
四
呂
田
こ
の
書
名
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
と
に
進
歩
を
見
聞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
A
Y
二
つ
の
調
夜
が
行
わ
れ
た
胡
聞
に
ヨ
ー
ク
市
の
労
働
者
組
織
が
著

L
〈
増
大
パ
レ
た
事
を
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

五
三
九
人
の
労
働
組
合
員
が
い
た
が
、
そ
れ
は
ヨ

1
ク
白
人
目
白
三
・
三
%
で
大
プ
リ
テ
ン
の
平
均
組

× 

ヲ
ウ
ン
ト
リ
ー
は
・

2
司
。
〈

2
q
ω
ロ品

る。

一
八
九
九
年
に
は
二
、

織
率
た
る
四
・
四
%
に
及
ば
た
か
9
4ん
の
で
あ
る
が
、

組
合
員
が
い
て
、
そ
れ
は
現
役
弟
子
労
働
者
の
四

0
・
六
%
、
女
千
労
働
者
白
二
七
・
九
%
で
、

首
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
心
大
プ
リ
テ
ン
の
平
均
組
織
率
は
一
一
・
コ
一
%
で
あ
っ
た
か

ι、
ヨ
ー
ク
市
の
一
組
織
率
は
一
i

般
よ
り
遥
か

に
高
く
な
一
ツ
た
白
で
あ
る
。
と
れ
が
ヨ

l
ク
白
労
働
者
の
平
均
貰
質
賃
銀
の
上
昇
に
大
青
な
役
割
を
演
じ
た
事
は
い
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
ろ
ラ
。
し
か
し
一
方
、
吐
曾
的
文
化
的
水
準
が
二

O
世
紀
に
入
う
て
急
速
に
進
ん
だ
事
が
賀
質
賃
銀
白
上
回
升
に
重
大
な
影

又
労
働
の
強
度
化
が
組
織
的
に
並
行
し
た
事
も
資
質
賃
銀
色
上
昇
を
も
た
ら
さ
ざ

一
九
三
八
年
に
は
一
七
、

八
二
四
人
(
そ
の
う
ち
三
、
九
七
O
人
は
婦
人
)
の
第
働

ヨ
ー
ク
白
人
口
白
一
七
・
七
%
に

響
を
あ
た
え
た
事
を
看
過
し
て
は
在
ら
な
い
し
、



mね

る
を
得
在
か
っ
た
白
で
あ
る
。
従
っ
て
て
一
つ
の
調
奈
の
期
聞
に
質
質
賃
銀
が
一
ー
入
賞
り
所
得
と
し
て
三
八
・
六
%
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
決
し
て
そ
れ
だ
け
貧
閃
か
ら
一
上
昇
し
た
と
い
う
と
正
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
労
働
者
人
口
む
問
。
%
が

極
め
て
劣
惑
な
貧
困
扶
態
に
あ
っ
た
と
い
う
ラ
ウ
y

ト
リ
ー
の
結
論
を
否
定
す
る
事
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
賀
質
賃
銀

が
上
昇
し
つ
つ
貧
困
化
が
進
展
し
た
と
い
う
方
が
疋
し
い
の
で
あ
る
。
即
ち
資
質
賃
銀
D
上
昇
は
、
労
働
強
度
の
増
進
や
祉
曾
的
文

化
的
生
活
水
準
。
一
般
的
上
昇
か
ら
く
る
労
働
者
の
欲
求
の
高
ま
り
を
償
い
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ラ
ウ
シ

1
リ
』
が
一

明

九
一
二
六
年
の
生
活
水
準
が
一
八
九
九
年
の
そ
れ
よ
り
約
三
O
%
高
い
と
精
し
た
と
す
る
も
、
と
れ
は
貧
困
化
の
増
大
を
否
定
す
る
事

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
と
D

一
人
常
り
宮
両
国
賃
銀
白
上
昇
に
は
色
b
D
フ
ァ
ク
タ
ア
が
仰
い
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
特
に
家
族
数
白
減
少
と
枇

舎
政
策
の
後
展
と
が
決
定
的
た
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

家
族
教
は
一
八
九
九
年
D
平
均
四
・
O
四
人
か
ら
一
九
三
六
年
の
=
了
三
七
人
陀
減
少
し
た
白
で
あ
る
。
首
然
出
生
率
も
死
亡
率

も
減
少

L
た
。
左
表
並
び
に
衣
頁
表
の
遁
り
で
あ
Z
。

戸

貧
困
者
程
出
生
率
の
高
い
事
が
窺

b
れ
る
が
死
亡
率
も
叉
同
様
に
貧
困
者
程
高
い
の
で
あ
る
。
幼
児
死
亡
率
も
貧
困
者
程
高
い
。

亮亡率

1899年(千分串)

27，78 

13.49 

24.71 

最貧困者

p 

高紐労働者

中位の

18，5 

貧困と廷亡率D閥係

ヨ

11，2 

8，4 

77，7 

DとEl 41.3 

努働階級金歯 64.9 

o6.1 

13.5 

75.0 

1935-6年(l'一分串)

B. S. Rowntree， 

、 ibid.，p. 296 

幼鬼亮亡率

h J 

B~ S. Rowntree， 
iuid.， p. 297 

(千分車)

クラスA とB

C 

C 

D とE

グラスA とE

ヨーク査韓

ヨ少

3少

p 

イ
ギ

pλ
田
町
醐
階
扱
窮
乏
化
白
一
断
面

第
六
十
八
巻

= 
五

丹、
t二

第

貌

， 



イ
ギ
咽
，
ス
努
倒
階
担
窮
乏
化
。
一
断
面

守ク
イ乙/ク'フ y ド

親
出 生 事 とウエールズ

と 1898-1901 平均
平均 平 均

死 亡 卒 (干1を叩陣O均年f)ノ 193い 1898-1900 1936-8 

1リ，0ス00白人出営生率bイギ 30_2 15.2 29.1 14，9 14，9 

1リ，0ス00の人死営亡率hイギ 17，2 11.6 18.0 12.0 12.2 I 

1設以下町子供の | 160.6 54.6 159.0 る6.6 60.7 
死亡卒

B. S. Rowntree， Poverty and Progress， p. 286 

クラz別出生率 (193i;と1m6年)

28.6 1000入賞りク ラ 2ぇA とB

J4.6 タC タ

8.6 3シD とEfo 

15.2 ク勢働F醐杢瞳
第
六
十
八
巻

15.1 fo ヨークの捧働階級査開

= 
五

B. S. Rowntree， ibid.， p. 293 

第
六
競

J、
i¥. 



杜
曾
政
策
等
壮
合
施
設
の
後
麗
と
し
て
は
一
九

O
八
年
以
降
、
養
老
年
余
、
最
低
賃
銀
制
、
関
民
健
康
保
険
、
失
業
保
険
、
同
学
校

児
童
へ
の
安
債
な
給
食
制
度
等
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
と
れ
が
食
同
の
、
或
は
食
凶
へ
の
没
落
の
抑
制
に
絶
大
な
影
響
注
あ
た
え
た

一
九

O
一
年
に
は
居
宅
者
の
救
貧
に
支
梯
わ
れ
た
総
額
は
五
、
九
五

O
ポ
y
ド
で
一
労
働
者
家
挨
営
り
週
平
均
二
・
五
ペ
ン

事
は
、

ス
で
一
九
三
六
年
の
債
格
で
示
せ
ば
四
・

O
七
五
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
六
年
に
和
い
て
は
、

齢
、
寡
婦
斑
見
及
び
共
D
他
白

1

原
因
か
ら
支
梯
う
公
白
基
金
(
官
巳
月

F
E
m
)
か
ら
附
さ
れ
た
綿
額
は
-
一
七
五
、

一
品
労
働
者
家
族
瞥
り
週
平
均
で
六
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
事
を
見
れ
ぽ
思
い
宇
ぽ
に
す
ぎ
呂
で
あ
ろ
う
。
と
れ
ば
一
九

O
一

年
の
一
八
倍
以
上
で
、
最
低
生
活
費

l
国
b
E
Z
Z
E
m
。
「
門
戸
ぎ
z
t

以
下
の
労
働
者
家
族
の
場
合
は
一
家
族
泊
り
一
三
一
シ
リ
ン
グ

一
九
O
一
年
に
ヨ

1
ク
の
救
貧
扶
助
を
う
け
た
人
の
千
均
数
は
一
、

O
五
五

ヨ
ー
グ
市
で
疾
病
、
失
業
、

老

0
0
0
ポ
ン
ド
で

五
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
も
う
少
し
詳
し
く
の
べ
れ
ば
、

人
で
、
年
聞
を
活
じ
て
或
時
に
或
は
他
。
時
に
う
け
た
人
白
線
数
は
一
一
、
二
凶
八
人
で
あ
っ
た
。
帥
ち
四
二
一
人
。
男
と
九
四
六
人

一
九

O
一
年
一
一
一
月
二
五
日
に
移
る
一
年
聞
に
支
挽
わ
れ
た
救
貧
扶
助
白

B
S
ニworm
『
)
総

の
女
と
八
八
九
人
の
子
供
と
で
あ
っ
た
。

額
は
一

O
、
二
九
三
ポ
ン
ド
で
翌
日
り
一
見
七
ポ
ン
ド
で
あ
り
た
。
そ
れ
は
労
働
者
家
放
営
り
四
ベ
ン
ス
に
等
し
く
、
労
働
階
級
人

口
一
人
世
り
一
ペ
ン
ス
で
あ
勺
た
。

一
九
=
一
六
年
で
は
弐
心
如
き
枇
曾
施
設
か
ら
り
扶
助
が
週
首
り
五
、
三

O
九
ポ
ン
ド
支
梯
わ
れ

た
D
で
あ
る
。

疾失

病業

手手

官官

2
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4
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zzvzz町
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E
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Z
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O
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4官
目
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(
E
E回。旨
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由
)
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一八

一O
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リ
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7
u
d

グ
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六五ぺ， 
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養
老
年
金
及
び
寡
婦
孤
児
年
金

一
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、
六
一
一
回
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会

的

扶

助

七
宜
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九
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ギ
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ス
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イ
ギ
リ
ス
努
圃
階
叡
窮
手
化
中
一
断
面

第
六
十
八
巻

皐
校
児
童
り
に
め
り
~
、
、
ル
ク
及
(
或
は
)
肉
(
冨
己
片
目
白
。
H
E
t
-
ニ
O
H
m
岳。
o
-
b
r
E日
ロ
)

切
か
い
問
。
看

E
E
O
V
F
E
w
-
M
A肝
旬
。

三
五
回

第
六
披

ブb

O 

ム
ノ、

四

ブL

週
五
、
三

C
九
ポ
ン
ド
は
一
努
働
者
家
族
営

b
六
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
一
、
労
働
人
口
一
入
賞
り
一
シ
リ
ン
グ
一
一
ペ
ン
ス
で
あ
ワ

リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
で
、

た
。
と
の
総
額
の
う
ち
三
、
四
一
一
一
ポ
ン
ド
は
最
低
生
活
費
以
下
D
五
、
。
八
八
家
族
へ
途
ら
れ
た
。
と
れ
は
一
家
族
首
り
一
一
ニ
シ

一
人
常
り
一
一
シ
リ
ン
グ
一
一
・

O
七
五
ベ
ぞ
ス
で
、
彼
等
白
紙
所
得
。
=
一
五
・
五
%
で
あ
っ
た
。
最
低
生
活

失

業

手

営

疾

病

手

瞥

萎
老
年
金
及
び
寡
婦
孤
児
年
金

公

的

扶

助

聞
申
校
児
童
へ
り
ミ
ル
ク
及
(
或
は
)
肉

費
以
上
ID 
労
働
者
家
族
J、
主主

J ら
〆れ

fr: 
額
は

八
九
七
ポ
シ

ド

一一一七四シ六
;シ
グリ

00 日六四ヘエ

ス九
B. S. Rowlltre目"へ

E出b叫1

で
そ
ι〉
内
誇
は
E次t 
白

遇
りvε 
あ
つ
た

ポ
u
d

ド

=二

O
四
五

一
、
四
五
四

八
六

か
ら
で
あ
る
が
、

と
の
様
に
社
合
政
策
が
労
働
者
階
級
の
賞
凶
化
を
抑
制
綬
和
し
た
事
は
(
特
に
住
宅
事
情
の
改
善
は
者
し
し
も
の
が
あ
っ
色
極
め
て
明

し
か
も
こ
の
こ
と
は
労
働
岩
階
級
が
全
悦
と
し
て
食
固
化
し
て
行
っ
た
事
を
(
努
倒
階
級
由
人
々
の
四

O
%が
貴
闘
線

以
下
で
あ
る
事
や
想
え
)
い
さ
さ
か
も
杏
定
す
る
'
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

u

外
面
的
な
改
善
白
蔭
に
貧
困
化
は
ジ
ク
ザ
ク
白
コ

ー
ス
を
辿
り
つ
り
進
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
貧
困
線
(
旬
。
話
岡
昨
日
可

F
白
与
は
一
八
九
九
年
白
そ
れ
よ

b
一
九
三
六
年
む
そ
白
方
が

絶
射
的
に
は
確
か
に
高
い
。
だ
が
こ
む
聞
に
ゐ
け
呂
枇
合
的
文
化
的
生
活
水
準
白
躍
進
を
考
え
れ
ば
、
相
劉
的
に
は
、

一
九
三
六
年

む
貧
困
線
は
一
八
九
九
年
む
貧
困
執
よ
り
低
い
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

失
業
者
が
貧
困
者
白
中
に
占
め
る
比
率
は
確
か
に
著
し
く
増
大
し
た
が
、
し
か
も
一
九
三
六
年
は
一
八
九
九
年
(
繁
柴
期
)

I

C

同
犠



• 
に
好
汎
乃
長
繁
栄
期
で
あ
り
、
失
業
は
決
し
て
偶
然
的
左
も
の
で
は
な
く
(
一
九
三
六
年
の
失
業
者
数
一
、
七
五
五
、
0
0
0人
三
機
構
灼

構
成
的
な
も
の
と
え
っ
て
い
た
事
在
思
え
ば
、
?
マ
ン
ト
リ
ー
の
ご
と
く
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
一
九
三
六
年
白
労
働
決
態
は
も
っ
と

引

よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
な
ど
と
い
う
主
う
た
推
論
を
す
る
事
は
誤
り
な
D
で
あ
る
。
最
低
生
活
費
を
五
三
シ
リ
ン
グ

(r
れ
以
下
を
フ

ウ
ヅ
ト
り
l
は
侠
賃
銀
と
よ
λ
で
い
る
)
と
き
め
た
ζ

と
は
、
ラ
ウ
ン
ト
リ

1
自
身
も
認
め
る
ご
と
く
低
ず
ぎ
る
の
で
あ
伊
、

と
れ
を
今

少
し
考
慮
す
れ
ば
低
賃
銀
に
よ
る
貧
困
者
(
主
三
シ
り
γ
グ
を
最
低
生
活
両
日
と
し
七
場
合
の
低
賃
銀
仁
よ
る
賃
町
岩
の
割
合
は
、
一
九
三
六
年
四
二
・

三
%
)
D
比
率
は
透
か
に
高
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
と
は
推
測
に
雑
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
ふ
九
九
年
に
比
し
て
、
失
業
が

増
大
し
た
だ
け
そ
れ
だ
け
、
一
九
三
六
年
に
や
け
る
貧
同
者
の
比
率
が
高
く
在
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
事
も
、
あ
な
が
ち
無
理
な

推
論
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ラ
守
ン
ト
リ
ー
は
一
八
九
九
年
と
一
九
三
六
年
を
比
較
し
て
そ
と
に
「
進
歩
」

3
2問
自
与
を
護
見
し
て
い
る
。
そ
れ
は
確
か
で

あ
る
が
、
労
働
者
階
級
む
相
劉
的
結
謝
的
貧
困
化
、
と
い
う
基
本
線
忙
焦
賄
を
合
せ
る
時
、
耐
労
働
者
階
級
や
闘
家
白
様
々
。
努
力
に
も

か
か

b
ら
す
、
貧
困
化
は
依
然
と
し
て
そ
の
並
行
を
や
め
て
い
な
い
と
結
論
し
な
け
れ
ば
左
ら
友
い
の
で
あ
る
。

註
1

「
貧
困
と
謹
歩
」
白
内
容
目
実
は
衣
白
調
り
で
あ
る
。
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揮

ゼ

章

ヨ

l
F
市
白
一
般
的
怯
格

調
査
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
?
か

最
転
生
活
費
以
下
回
野
働
者
自
生
活

第
一
衣
貧
困

最
低
生
活
費
以
上
の
第
働
者
P

生
活

鯉
済
的
醸
迫
田
=
一
つ
の
時
期

家

計

イ
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ス
野
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芝
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一
断
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八
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三
五
五

第
六
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イ
ギ

P
ス
努
帥
階
紐
窮
乏
化
的
一
断
商

第
六
十
八
巻

一一一五六

第
六
披

九

其

他

第

八

章

第
三
部

第

九

章

住

宅

第

十

章

保

健

第

十

一

事

教

育

第
十
二
章
ヨ
ー
ク
市
の
財
政

事
=
一
部

構
十
=
一
章

傷
十
四
章

補

楠

酷
明
時
間
の
行
動

要
約
ー
と
輯
諭

¥ 

主E

上

何

回

-
F
m
z
r
E
F適
切
回
町
内
♂
吋
s
q
q
p
E
F
。mH05-v・
巴

ヨ
ー
ク
市
の
主
要
庫
業
仕
掛
道
と
ヨ
コ
ア
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
及
び
一
般
菓
子
製
誼
業
で
あ
る
。
輯
道
合
世
に
仕
一
九
三
六
年
に
ho
い
て
、
七
、
八

O

O
人
が
雇
傭
さ
れ
て
お
刊
一
(
一
八
丸
九
年
陀
仕
豆
、
五

O
O
人
)
、
コ
コ
ア
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
及
び
一
般
的
菓
子
製
法
業
に
は
惜
ん

r
一
O
、
0
0
0

人
が
雇
傭
さ
れ
て
い
た
ご
八
九
九
年
に
は
一
一
、

0
0
0

一二、

0
0
0人
)
。
一
九
三
九
年
に
仕
そ
旧
教
は
約
三
一
、

0
0
0
人
に
遣
し
た
自
で
あ
n

る
。
こ
白
産
業
白
最
低
賃
担
は
最
低
賃
担
告
に
上
る
最
低
賃
担
局
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
冨

1
ク
心
ニ
つ
り
主
要
農
業
は
暫
定
産
業
復
興
委
員

曾

2
z
g
z
E
F
b宮
内
己
主
河
内

E図
書
官
民

S
D百
E
2
2
)
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
桓
内
最
低
賃
担
を
支
持
わ
れ
て
い
る
の
で
ち
る
。

ζ

れ
は
最
低

賃
制
問
車
上
り
は
高
〈
、
一
九
三
五

l
Jハ
年
の
一
そ
札
は
成
年
男
子
週
五
三
シ

p
ン
グ
、
成
年
女
子
週
二
九
シ
ロ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
産
業
捗
働

者

U
4
背
陀
一
一
品
い
割
合
出
荷
負
仕
事

Q
M
m
B
4
2ど
に
従
事
し
、
普
括
的
能
事
の
荷
負
第
働
者
(
吉
宮
命

4
3
M
E品
。
『

2
2品
。
与
E
4
)
由
所
得

口
男
女
夫
々
週
六
六
シ
ヲ
ン
グ
=
一
ペ
ン
ス
、
一
一
一
六
シ

p
y
グ
三
ベ
シ
ス
よ
り
は
多
〈
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
長
障
と
し
て
ヨ

t
グ
市
陀
お
け
る
2

2

ア
、
チ
ヨ
コ
レ

E
ト
、
一
般
菓
子
製
遺
業
四
努
働
者
は
、
地
方
の
工
業
第
働
者
の
平
均
賃
盟
主
り
幾
分
多
い
賃
観
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
グ
市
内
置
業
は
と
の
丹
、
建
築
、
職
走
、
町
刷
業
で
あ
る
が
、
と
れ
の
第
働
者
が
伺
畢
か
普
請
で
な
い
ー
と
考
え
る
理
由
は
な
い
白
で
あ
る
。
と

O

仙
ホ
企
業
は
樺
山
存
在
し
て
い
る
か
(
出
・

F
F
L
Z
B
3
H
E
E
L
-、
右
・
。

1
5
)

m

W

4
二
五

O
ポ
y
n
p
以
下
目
労
働
者
四
中
忙
は
書
記
官
町
再
)
或
は
商
后
従
業
員

t
r
o司
自

E
S
E
)
隼
も
合
玄
れ
て
い
る
。
又
手
工
勢
働
者

(包

E
E
-
-昇
。
司
)
は
年
に
コ
五

0
ポ
ン
ド
以
上
白
所
得
を
得

τ
い
る
か
ら
調
査
の
艶
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
年
に
ニ

E
o
d

シ
ド
目
下
の
所
得
の
者
テ
「
勢
働
者
」
と
し
て
調
査
劉
象
に
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
主
調
査
針
象
か

ι除
外
さ
れ
た
勢
働
者
位
、
自
分
自
家
に
住
ん

で
い
な
い
究
白
人
達
官
あ
っ
た
ロ
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者

王

七

九
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貧

院

に
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の

(

浮

浪

者

を

合

む

)

六

六

一

野

働

者

で

、

畢

校

と

孤

児

院

に

い

る

者

二

0
0

海

軍

陣

軍

空

軍

事

由

静

内

に

い

る

者

二

、

一

0
0

合

計

七

、

八

四

O

こ
れ
ち
の
人
々
を
加
え
れ
ば
ヨ
ー
ク
布
目
葬
働
者
陪
叡
人
口
は
大
豆
、

O
四
六
人
と
な
る
。
(
出
・
∞

-
Fミ
E
R
3
F
E
J
句
a
w
g

何
回
印
刷
戸
。

3
可

m
m
w
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v
C
4
E
u
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E
P品
E
r
弔
問
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l
M
4

向

F
E
J
M
M
】

昆

向

HdEW同

V

・凶∞

何
人
忙
慨
す
る
雑
費
丸

7
シ
グ
に
つ
い
て
、
ラ
ワ
ン
ト

9

1
問
責
の
よ
う
に
の
4

て
い
る
。

!
I
Jれ
は
人
に
つ
い
て
の
雑
費
と
し
て
家
計

の
中
に
骨
め
う
最
低
額
で
あ
る
」
(
国
印
刷

W
S
E同

F
E
E図
書
是
主

E
E♂
同
盟
戸
喝
事
)
と
。

血
円
割
問
・
開
。
当

EHoo-
『
む

4
2
4
E《

H
p
n》出
2
3
句
・
呂

山
川

5
5
5
5
E
i
z
z
r
t
F
E
z
t日
「
回
目
目

同
普
通
四
掛
川
町
間
(
自
止
め

E
R
3許
)
と
い
う
の
は
、
ィ
ギ

1
替
相
川
官
。
香
員
骨
に
よ
っ
て
一
一
一
、
七

o
o
-
-
E
必
要
と
す
る
と
さ
れ
た
土

方
叩

E
と
き
烈
し
い
第
働

ι
=一、

0
0
0
カ
ロ
刀
ー
を
必
要
と
す
る
と
さ
れ
た
生
業

(
m
E
S
Z
4
)
と
の
聞
の
勢
価
を
指
す
粗
雑
な
官
素
で
あ
る
。
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白

PEJ--u
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則

E
F
Z
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l
l
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〔
A
と
E
と
を
分
げ
て
そ
白
、
需
要
な
貧
困
匝
悶
を
見
れ
ば
次
回
如
く
で
あ
る
。
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階
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窮
乏
化
的
一
断
面

事
六
十
八
巻

一一一五七

第
六
抽
出

九



イ
#
r
w
d
ス
捗
働
階
扱
窮
乏
化
昭
一
断
面

静
六
十
八
巻

五
J、

第
六
按

九
四

失

業

不

手

分

な

質

輯

A

四

一

「

%

二

0
・
玉

E

一

七

・

一

四

=

一

骨
、
失
業
世
帯
五
八
六
の
調
事
に
よ
れ
ば
、
時
々
自
失
業
期
間
は
突
の
遁
り
で
あ
っ
た
。
そ
自
慢
性
佑
と
長
期
化
を
見
る
ベ
き
で
あ
る
。

一

年

以

下

ニ

0
・

1
M

一

年

及

び

そ

れ

以

上

二

年

一

六

・

四

=

年

と

四

年

四

間

一

二

・

九

「

四

年

と

六

年

四

間

二

一

一

了

六

六

年

以

上

'

一

七

・

九

規
則
的
に
勢
働
し
℃
い
る
傍
働
者
一
、
三
三
八
家
族
の
う
ち
一
一
豆
士
家
族
世
週
豆
一
一
一
シ

WJyr以
下
で
あ
っ
た
(
五
三
シ

9
ン

r、
即
ち
丸
シ
，

ン
グ
六
ペ
ン
ス
四
一
品
質
を
加
え
た
も
の
を
、
ラ
ウ
ン
ト
'
ー
は
最
世
賃
銀
と
考
え
、

ζ

れ
且
下
を
低
賃
観
と
稽
し
て
い
る
)
。
そ
の
職
業
と
質
臨
は

究
の
語
り
で
あ
っ
た
。

三
r
k
ノ

}
M
7
1
F

四
0
シ

リ

ン

グ

以

下

回

五

シ

リ

ン

グ

以

下

五

O
V叫

V
U
グ
以
下

5
3
5
1
」

d

r

さ

三

五

シ

リ

ジ

グ

岡

C
シ
リ
J

グ

、

四

五

シ

ワ

シ

グ

商

眉

従

業

員

二

一

ニ

一

一

一

四

一

一

一

ニ

建

築

業

二

四

三

三

六

三

金

共

事

業

一

O

一

一

七

七

六

八

謹

職

九

一

六

一

一

八

一

O
七

工

場

と

事

業

場

一

五

二

六

一

ニ

四

一

O
凡

其

他

一

七

ニ

七

主

一

一

一

一

O

合

計

五

五

，

九

六

四

一

一

一

七

=

一

丸

丸

山
町

F
E
J
℃

阿

国

国

的

F
F
E
】

世

|

回

目

戸

何

回

ヴ

E-w
唱

'H詰

m

E

F
司

耳

切

均

F
F
句

同

∞

ω

忌
判

F
E
d同

》
・

H∞
p
m
Z
I
g
-
F

町

F
E
u
E
E
I
H
3・

m
F
E
w
-串
釘

2
・

E
J
司
・
室

町

F
E
J
℃
色
目
一
八
九
九
年
目
ヨ
ー
ク
布
の
勢
働
者
人
口
一
入
賞
り
む
所
得
は
〈
シ

9
ン
グ
一
一
ペ
ン
ス
(
一
丸
一
一
一
六
年
目
慣
格
で
一
四
シ
リ

ン
グ
一
・
五
ペ
ン
ス
)
で
あ
ワ
た
が
一
九
=
一
六
年
の
そ
れ
は
一
九
シ
U
J

ン
グ
七
ペ
ン
ス
で
、
一
一
一
八
・
六
芦
田
上
昇
と
な
る
の
で
あ
る
。

荒
三
シ
尚
リ
ン
グ
以
下

京

C
シ
qhJ
グ

一O
一一

三
八

=一九
六

O
一一一一士。

" 五
一

一一一一一

三

O
四

一
一
氏
九

一一一三一一一

一
三
七

一
、
一
五
七



m
p
E
u
署
色
白
w

色

。

内

2
回一】

E
"
2
n官
。
司
見
-
伊

ELJ
司
告

尚
一
九
三
七
|
八
年
に
政
府
に
よ
っ
て
設
大
の
し
か
も
最
も
庚
汎
な
劫
努
者
の
家
計
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
一
高
世
帯
以
上
の
勤
努
者
家
族

の
家
計
を
、
一
九
一
一
一
七
年
十
月
、
一
九
三
八
年
一
月
、
四
月
及
び
七
月
の
各
月

ω
四
週
間
調
査
し
た
も
心
で
あ
っ
た
。
と
り
中
四
八
、
九

O
王
家
族

。
工
業
勢
働
者
自
そ
れ
は
平
均
八
六
シ

p
ン
グ
=
一
ペ
ン
ス
で
そ
の
内
需
は
古
岡
田
遁

p
で
あ
っ
た
。

(
2・ロ

n
』

B
F
F
o
E
F
2
3
v旬、
H
V
E
O
)

シ

ヮ

シ

グ

ベ

J

ス

食

費

=

一

四

一

家

賃

一

O

一

o

宜

阪

九

四

世

熱

六

五

其

他

ニ

豆

七

計

八

六

三

ζ

り
八
、
九

O
王
世
帯
の
中
か
ら
更
に
一
一
、
一

0
0世
帯
を
と
っ
て
衣
服
と
は
き
物
に
り
い
て
十
「
一
月
間
忙
わ
た
っ
て
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
と
と

ろ
、
神
服
費
は
週
八
シ
9
ン
グ
一
ペ
ン
ス
で
、
八
、
九

O
五
世
帯
の
平
均
の
そ
れ
よ
り
一
シ

p
y
グ
三
ペ
ン
ス
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
と
れ
に

よ
っ
て
各
費
自
の
金
帽
左
百
分
比
を
、
了
九
一
同
年
四
割
査
の
時
左
比
較
し
つ
つ
掲
げ
れ
ぽ
究
白
遁
り
で
あ
っ
た
。

犯

と

白

一

般

的

な

平

均

閣

か

b
見
て
も
、
い
か
に
ラ
ソ
ン
ト

P
1
最
低
生
活
費

2

H

回
目

E
P
Z
g
p
a
戸
島

E
司
が
偶
f
克
め
ら
れ
亡
い
る
か
が
推
察
出
燕
る

J

で
あ
ろ
う
(
一
九
三
六
年
と
一
九
=
一
七
八
年
目
聞
に
は
生
計
費
の
噌
大
は
一
一
一

明

シ

宵

y

ン
グ
位
と
見
て
差
支
な
い
)
。

間

貧

困

化

ω
幅
と
深
さ
の
大
を
思
う
ベ
き
で
あ
る

O

B
 

a
 

叫S
 

M
 

G
 I
 

C
 

D
 

(一年 1;1中支出項目
費目|百分比百分比

34グq ヘス1 J 

食費 40 60 

家賃 10 10 13 16 

ま服 8 1 9， 12 
発熱 6 5 7を 8 

其弛 E5 7 30 4 

i 計 85 。 100 

イ
ギ
羽
J

ス
勢
働
階
融
窮
乏
化
由
一
断
面

第
六
十
八
春

三
主
九

事
六
競

ブL

玉



イ
ギ

9

ス
勢
働
階
扱
窮
乏
化
。
一
断
面

第
六
十
人
春

一六
O

第
六
焼

プL
プて

四

結

語

z九
日 三

E平
~ !-
〈←「

己月
ιコ

記悪

事長
コ ""ι
ウ謁

:杢
?市

安 f
開 E
制民 亡

な貧
~ lj<J 
弓者

ーの号 数
斗c し
日」

ム比

佐警
生之L

導
活者
賞山
l!? 
国 Y
ロ7L

Eク
ロ チ

Z ン

毘 ス
5トキ。1

v 
Tア「
宮製
口百"'

門 と

主堂
白に

産
業
別
・
業
種
別
平
均
賃
銀
の
中
位
、
短
時
間
労
働
者

(
M
E
F
C
2
5『
宮
ユ
と
時
間
外
労
働
を
す
る
労
働
者

(
C
5
Z
2
4
2
F
R
)
と

円
低
い
賃
銀
吉
見
向
し
て
、
潜
在
化
じ
た
貧
困
者
を
疋
し
く
指
摘
し
た
。
と
の
意
義
は
極
め
て
重
大
で
は
あ
っ
た
が
、
と
れ
は
夫
婦

と
子
供
一
二
人
の
「
標
準
」
家
旋
の
貧
困
者
を
示
し
た
ま
で
で
、
そ
れ
以
外
の
貧
困
者
は
大
関
白
概
数
を
一
不
す
と
と
が
出
来
た
に
す
菅

な
か
っ
た
の
で
あ

Z
。

一
九
三
六
年
の
ラ
ウ
V

ト
H
ー
の
ヨ
ー
ク
市
労
働
者
調
査

(
E
F
5
4
届
仏
甲
品
E
m
J
は
詳
細

E
極
め
た
も
の
で
あ
り
、

ク
チ
ン

ス
キ
ー
の
と
の
触
を
補
っ
て
儀
り
あ
る
も
の
で
あ
O
た。

阿
倍
、
宮
司
を
明
ら
か
に
し
、
と
れ
ら
の
闘
逼
に
沿
い
て
年
一
一
五

O
ポ
ン

l
以
下
の
恥
入
の
勤
労
者
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
の
貧
困
紋

そ
れ
は
家
族
数
別
(
獄
身
者
世
含
む
)
の
最
低
生
括
究

1
出
回
目
E
Z
2仕
え

態
を
論
駁
白
齢
地
の
な
い
科
明
確
忙
さ
し
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
労
働
者
階
級
人
口
の
買
に
四

O
%が
ラ
ウ
ン
ト
リ
1
最
低
生

活
費
以
下
の
貧
困
者
で
あ
う
た
と
と
軒
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
と
の
貧
困
が
い
か
な
る
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
、

モ
れ
が

E
の
稗
皮
忙
枇
合
政
策
的
施
設
に
よ
っ
て
抑
制
緩
和
さ
れ
て
い
る
か

E
も
吊
し
た
の
で
あ
る
。

我
々
は
一
フ
ウ
ン
ト
り
l
の
ヨ
ー
ク
剰
在
に
よ
う
て
、
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
時
代
に
貧
困
が
ど
の
様
な
態
様
で
、
ど
の
様
な

規
模
と
深
さ
で
存
主
ず
る
か
を
は
じ
め
て
全
面
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
か
在
る
政
府
調
主
も
そ
の
他

多
く
の
民
間
諸
調
脊
も
明
確
忙
寸
る
事
の
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
ロ
ン
ド
ン
に
む
け
る
人
民
と
畑
町
働
」

(
E
p
g
b
F
-
E号



。h
F
o
F
0
1
m
E
F
S
雪
国
)
の
著
者
チ
ヤ
ー
ル
ス
・
メ

1
1
の
友
人
と
し
て
、

一
八
九
九
年
に
ヨ

1
ク
の
大
規
模
な
労
働
調
査
を
行

ワ
て
、
プ

1
1
と
同
様
の
結
論
を
導
き
出
し
、

干
ギ
リ
ス
的
祉
品
問
、
主
義
成
長
の
た
め
に
絶
大
な
貢
献
を
し
た
彼
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
は
、

一
コ
六
年
後
D

一
九
三
六
年
、
再
び
大
規
模
左
ヨ
ー
ク
労
働
調
蚕
を
行
っ
て
、
大
量
的
貧
困
の
存
在
を
論
駁
の
酔
陣
地
の
な
い
明
確
な
諸

統
計
忙
止
。
て
人
々
の
前
に
さ
じ
一
万
し
、
同
時
に
そ
白
克
服
D
た
め
の
諸
手
段
を
も
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
一
九
三
九
年
イ
ギ
リ
ス
は
第
二
弐
惟
界
大
戦
を
戦
う
と
と
と
な
っ
た
が
、
ラ
寸
ン
下
型
1
の
調
査
と
研
究
は
や
が
工
ピ
バ

り
ッ
ヂ
に
よ
っ
て
引
耀
が
れ
、
つ
戦
後
案
の
イ
ギ
り
ス
的
形
態
」
と
し
て
の
ピ
'
バ
リ
ッ
チ
報
告

(
F
d
E
北
町
宮
司
。
と

一
九
四
一
一
年
、

を
生
み
出
し
、
戦
後
、
あ
の
恥
麗
な
杜
合
保
障
制
度
(
∞
。
。

E
g
z
q
)
を
生
み
だ
し
た
D
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
義
た
る
や
誠
に
大
な

り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
と
と
で
貧
困
と
は
何
か
、

と
い
う
問
題
を
少
し
考
え
て
具
た
い
c

第
一
一
章
の
註
ー
に
も
示
し
て
い
る
ど
と
く
、
貧
困
献
も
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、

貧
困
線
の
決
定
は
極
め
て
相
劉
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の

ポ
l
レ
イ
の
車
な
る
生
存
の
た
め
の
水
準

(
F
t
a

J
W
B
F
Z
M
m
Z君
主
)
や
フ
ウ
ン
}
リ

l
白
人
間
と
し
て
凸
必
要
法
最
低
水
準

(
F
5
5
0
E国
E
B
E
E
t
J
が
貧
困
で
あ
る
と
と

は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
禰
者
の
聞
に
は
相
営
D
聞
き
が
あ
る
。
又
デ
ト
ロ
イ
ト
標
準

(
F
r
E
F
Z
R
E
や
技
術
者
研
究
グ

ル
ー
プ
白
「
望
ま
し
い
標
準
」
包
括
5
2
3

宮
島
P
E勺
食

品

E
E
F
留

t
E
J
が
勤
労
者
の
欲
求
と
し
て
過
度
の
も
白
で
あ
る
と

い
う
と
と
は
到
底
言
え
た
い
。
ポ

l
レ
イ
標
準
と
「
望
ま
し
い
標
準
」
と
を
比
較
す
れ
ば
、
後
者
は
貰
に
前
者
白
三
倍
以
上
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
見
て
〈
る
止
貧
困
線
を
ど
と
に
設
定
す
る
か
は
相
封
的
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
閉
そ
う
で
あ
る
n

だ
が
ポ
F
l
レ
イ
貧
困

線
や
ラ
ウ
ン
}
リ

1
貧
同
線
等
は
現
貸
の
一
般
労
働
者
の
扶
態
を
前
提
し
正
、

者
(
ラ
ウ
ン
り
1
貧
間
線
H
出

E
自

F
E
u
-
E
F
Z与
を
意
味
じ
て
い
る
。

イ
ギ

P
ス
野
醐
階
扱
窮
乏
化
的
一
断
百

こ
の
中
で
の
極
賞
者
宗

l
レ
イ
貧
困
線
)
或
は
貧
困

と
れ
は
沼
常
白
川
詰
ど
し
て
の
「
貧
困
」
に
外
な
ら
な

第
六
十
八
巻

第
六
蹴

ブし
じ



イ
ギ
w
p

ス
勢
働
階
殻
窮
乏
他
白
一
断
面

mり

い
。
だ
が
現
貨
に
、
貧
悶
線
以
上
の
労
働
者
が
生
括
的
ー
に
苦
し
み
、
生
活
版
態
に
木
滞
在
感
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
事
貨
で
あ

、、
る
。
「
望
ま
し
い
槙
準
」
が
、

第
六
十
八
各

第
六
韓

ブL
丹、

一
九
三
五
年
の
債
格
で
ラ
ウ
シ
ト
リ

1
0
出
口
目
E
Z
2針
。
「

rp。
号
が
五
コ
一
シ
リ
ン
グ
二
ベ
ン

ス
で
あ
る
の
忙
劃
し
て
、
一

と
が
出
来
主
う
。
「
望
ま
し
い
標
準
」
と
は
何
か
ロ
モ
白
時
代
白
一
世
舎
的
文
化
的
水
準
と
し
亡
首
然
欲
求
し
う
る
、
ポ
熟
練
の
一
般

的
努
働
者
の
標
準
生
計
費
で
あ
る
。
と
れ
が
み
た
さ
れ
な
い
時
、
モ
と
に
生
活
上
の
不
満
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
モ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
と
の
現
貨
に
望
主
し
い
も
の
と
し
て
欲
求
さ
れ
う
る
標
準
生
計
費
以
下
。
生
活
主
、
貧
困
と
よ
ぶ
こ
と
こ
そ
理
論
的
で
あ

一
七
シ
リ
ン
グ
一

0
・
五
ペ
ン
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
こ
の
間
の
事
情
主
主
く
示
す
も
の
と
い
う
こ

る
ム
」
い
う
と
と
が
出
来
る
の
で
は
左
か
ろ
う
か
。

「
望
宜
し
い
生
活
槙
準
」
を
経
潜
血
干

上
の
用
語
で
表
現
す
れ
ば
「
州
労
働
力
の
偵
値
」
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
日
労
働
力
白
慣
値
以
下
の
労
働
欣
態
、
と
れ
と
そ
が
理

と
白
「
望
ま
し
い
生
活
標
準
」
と
そ
が
貨
は
理
論
的
な
貧
困
線
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

論
的
な
意
味
白
貧
困
な
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
労
働
力
の
債
位
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
労
働
者
及
び
そ
の
子
供
の
生
活
費
(
生
理
的
及
び
隠
史
的
・
文
化

的
自
意
味
の
生
活
設
)
や
労
働
者
の
熟
練
の
育
成
費
が
含
ま
れ
る
事
に
つ
い
て
は
マ
ル
ク
ス
が
既
に
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
弘

と
と

で
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
い
事
は
、
特
定
の
一
枇
曾
の
特
定
の
時
期
の
疾
病
率
、
災
害
率
、
失
業
率
に
よ
る
疾
病
、
災
害
・
失
業
の
期

間
の
生
活
費
及
び
労
働
が
川
来
な
く
な
う
て
後
の
老
齢
生
活
を
維
持
す
る
費
目
が
合
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
賃

銀
以
外
に
生
活
手
段
を
持
た
な
い
労
働
者
が
疾
病
や
災
害
や
失
業
や
老
齢
に
よ
っ
亡
労
働
不
能
に
陥
っ
た
場
合
に
、
彼
は
賃
銀
D
控

除
忙
よ
る
貯
蓄
に
上
う
て
白
み
官
民
に
生
活
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

熟
練
労
働
者
白
ク
ラ
フ
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
の
共
済
荷
動
、
或
は
友
愛
舎
の
機
能
は
買
に
こ
れ
を
行
う
と
と
に
あ
っ
た
と
と
は
周
知
白



通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
高
い
賃
銀
を
得
て
い
た
熟
練
労
働
者
の
み
陀
可
能
で
あ
ワ
た
の
で
あ
る
。

主
義
が
縄
占
段
階
に
入
り
、
一
一

O
世
紀
に
入
っ
て
荷
園
、
主
義
段
階
位
入
う
て
か
ら
の
一
イ
ギ
り
ス
の
熟
練
労
働
者
欣
態
は
念
法
に
悪
化

し
、
疾
病
や
災
害
や
失
業
や
老
齢
む
た
め
に
支
出
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヲ
ア
ン
ド
は
著
し
〈
減
少
し
、
共
時
世
話
動
を
遂
行
す
る
事

と
れ
を
一
際
解
決
し
た
も
白
が
一
八
九
七
年
の
労
働
者
補
償
法
(
耳
2
E
E
J
F
E唱
E
u
a
E

一
九
世
犯
の
末
葉
に
至
。
て
資
本

は
極
め
て
凶
難
と
友
り
た
む
で
あ
る
。

E)
や、

JL 

一
年
の
健
康
保
険
(
同
E
F
F
E
2
2
)
や
、
失
業
保
険

2
5
5
1。
百
E
F
E
s
s
h
T、

一
九

O
八
年
白
養
老

年
金

3
E
K何回
v
g
m
E白
ア
宮
)
等
D
u佐
合
政
策
で
あ
勺
た
。
調
占

1
布
図
主
義
段
階
に
入
。
て
の
労
働
欣
態
。
悪
佑

1
資
本
の
烈
し

い
労
働
力
。
債
値
取
容
は
、
補
償
制
度
や
世
舎
保
険
や
年
金
制
度
或
は
最
低
賃
銀
制
等
の
批
合
政
策
に
よ
っ
て
殺
和
さ
れ
た
り
で
あ

る
。
し
か
も
か
か
る
枇
曾
政
策
立
法
や
共
の
他
。
園
家
扶
助
制
度
白
抜
大
に
も
か
か
わ
ら
歩
、
労
働
者
階
級
D
貧
困
化
が
進
ん
だ
事

は
ラ
ウ
ン
}
リ
l
の
調
査
が
如
貨
に
示
し
た
と
と
ろ
で
あ
っ
た
。

容
一
本
の
敵
釘
的
な
運
動
は
木
断
に
失
業
者
を
生
み
出
し
、
労
働
力
に
針
す
る
需
給
関
係
を
労
働
者
階
級
に
不
刻
た
ら
し
め
、
労
働

録
件
を
必
然
的
に
労
働
力
の
慣
値
以
下
に
低
下
せ
し
め
、
労
働
者
階
級
を
窮
乏
化
さ
せ
、
階
級
劃
抗
を
激
化
せ
し
め
ワ
ヨ
展
開
し
、

や
が

τ自
己
を
否
定
し
克
服
す
る

υ

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
白
力
宇
成
熟
せ
し
め
て
ゆ
〈
白
で
あ
る
。

x

x

x

 

一
九
ご
一
六
年
の
調
夜
後
の
労
働
欣
態
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
八
年
は
じ
め
ま
で
に
包
い
て
は
第
三
章
に
の
べ
た
と
と
ろ
で
有
る
。

と
れ
が
悪
化
し
弘
氏
事
だ
け
は
確
言
す
Z
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
第
一
一
究
世
界

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
労
働
欣
態
に
う
い
て
は
、

じ
へ
戦
後
白
労
働
戒
態
に
つ
い
て
は
信
頼
す
べ
き
資
料
を
持
た
な
い
。
地
買
料
を
得
て
夏
訟
で
論
中
る
で
あ
ろ
う
。

註
川

m
o
n
s
-
F
E
E
P
B
E色
色

z
z
m
2
2
F
P句
。
巴

Z
叩
戸
門
司
自
信
吉
田

2
2
E
F
H
E凶

両
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
君
6

出

会

E
F
4
v
o
p
z
k
m何回。
Z
E
E
-
K
Z
E参
照
せ
よ
(
目
。
♂
∞
員
比

F
Eロ
ダ
且
青
島
ゲ
司
君
E
E
g
p

第
六
十
八
巻

イ
ギ

P
ス
勢
働
階
扱
窮
乏
化
の
一
断
面

六

第

宍
揖

九
ブb



イ
ギ

9
ス
努
働
階
組
窮
乏
化
白
一
断
面

静
六
十
八
巻

一
六
回

第
六
披

O 
O 

問。同
v
m
A
5
)

。

内
川
岸
情
よ
心
不
痛
が
あ
る
か

b
乙
そ
ス
ト
ラ
イ
キ
が
絶
え
な
い
り
で
あ
り
、
し
か
も
ス
ト
ラ
イ
キ
は
多
く
組
織
野
働
者
が
、
即
ち
通
常
自
信
い
賃

掛
の
捗
働
者
よ
り
比
較
的
高
い
賃
錦
町
野
働
者
が
行
う
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
貧
困
を
所
調
一
フ
ウ
ン
ト

D

1
白

E
M
E
E
Z
n
E
ω
E
B宮
包
に
限

定
し
て
は
な
ら
な

ν
所
以
で
あ
る
。
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京
表
は
λ

ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
先
わ
れ
た
勢
働
日

教
を
一
ホ
ナ
も
の
で
あ
る
。
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文
部
省
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